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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザに提供されるプログラム実行容量における動的な修正の因果関係（ｃａｕｓａｌ
ｉｔｙ）を判別するためにコンピュータで実装される方法であって、前記方法は、
　複数のユーザによって使用されるためのプログラム実行サービスを提供するように構成
される１つ以上のコンピューティングシステムの制御下であって、前記プログラム実行サ
ービスの前記ユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティング
ノードを前記プログラム実行サービスが有する、当該制御下において、
　前記プログラム実行サービスの第１のユーザに提供されているプログラム実行容量に対
する自動化された修正の開始において使用するための１つ以上の容量修正トリガを判別す
ることであって、前記容量修正トリガの各々は、前記容量修正トリガが満たされるかどう
かの判別において使用するための１つ以上の基準を含み、前記容量修正トリガが満たされ
る場合にリクエストされるプログラム実行容量修正の指定された種類を含む、判別するこ
とと、
　前記第１のユーザの初期の望ましいプログラム実行容量の提供において使用するための
、多様な前記複数のコンピューティングノードの第１の群を自動的に判別することと、前
記第１の群の前記コンピューティングノードを、前記第１のユーザについて、各々１つ以
上のソフトウェアプログラムを実行するために、第１の時刻において利用可能にすること
と、
　前記第１の時刻とその後の第２の時刻との間の期間において生じ、かつ、各々、前記第
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１の群の前記複数のコンピューティングノードによって提供される前記プログラム実行容
量の修正を生じさせることができる、複数の独立したイベントを自動的に識別することで
あって、前記複数のイベントは、前記第１の群によって提供される前記プログラム実行容
量の指定された修正を要求するために、満たされると判別される前記容量修正トリガのう
ちの少なくとも１つ、および前記第１の時刻の後に前記第１のユーザによって動的に指定
される少なくとも１つの容量修正命令を含む、識別することと、
　前記第２の時刻において、前記第１の群の前記コンピューティングノードから前記第１
のユーザに対して利用可能な実際のプログラム実行容量を自動的に判別することであって
、前記第２の時刻における前記実際のプログラム実行容量は、前記第１の時刻と前記第２
の時刻との間の期間において生じた前記第１の群の１つ以上のコンピューティングノード
の利用可能性に対する１つ以上の変更に、少なくとも一部が基づき、前記第１の時刻にお
いて前記第１のユーザに提供された前記望ましいプログラム実行容量とは別である、判別
することと、
　前記第１の群の前記１つ以上のコンピューティングノードの前記利用可能性の変更の各
々について、前記識別されたイベントのうちの１つ以上を、前記利用可能性の変更の原因
として自動的に結論付けることであって、前記利用可能性の変更のうちの少なくとも１つ
は、互いに独立している複数のイベントの組み合わせであり、かつ、満たされていると判
別される、少なくとも１つの指定された容量修正トリガのうちの１つ以上を含む、原因を
有する、結論付けることと、及び
　その結論付けられる原因に対応して１つ以上の追加の動作が実行されることを可能にす
るように、前記利用可能性の変更のうちの１つ以上の各々について、前記結論付けられる
原因の表示を提供することと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つの前記原因として結論付けられる
複数のイベントの前記組み合わせは、前記少なくとも１つの指定された容量修正命令のう
ちの１つ以上を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記実際のプログラム実行容量を前記自動的に判別することは、生じている複数の利用
可能性の変更を判別することを含み、前記利用可能性の変更の各々の前記原因として前記
１つ以上のイベントを自動的に結論付けることは、各々、前記複数の利用可能性の変更の
うちの１つの単一の原因である、前記複数のイベントのうちの１つ以上を識別することと
、単一の原因を有さない前記複数の利用可能性の変更の互いの前記組み合わせの一部とし
て、前記複数の利用可能性の変更のうちの前記１つの単一の原因ではない前記複数のイベ
ントの全てを総計することと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の時刻後に生じる１つ以上の追加の期間の各々について、追加の期間において
生じる利用可能性の変更の原因として、１つ以上の追加の識別されたイベントを自動的に
結論付ける（ａｔｔｒｉｂｕｔｉｎｇ）ことをさらに含み、１つ以上の追加の期間のうち
の１つにおいて生じた利用可能性の変更のうちの１つの原因である追加の識別されたイベ
ントのうちの１つについて、前記１つの追加の識別されたイベントは、前記第１の時刻と
前記第２の時刻との間の期間において生じた利用可能性の変更のうちの１つの結果である
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ユーザのためのプログラム実行容量内の動的修正の因果関係（ｃａｕｓａｌｉｔｙ）を
判別するように構成されるコンピューティングシステムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサのうちの少なくとも１つによって実行されると、前記複数の
ユーザの各々について、
　前記ユーザの代わりに、１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用する
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ために提供される初期のプログラム実行容量を判別することと、前記ユーザに提供されて
いる前記プログラム実行容量へ、自動化された修正を後で開始するために使用するための
１つ以上の容量修正トリガを判別することと、
　前記ユーザへ前記初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するために
、第１の時刻において前記ユーザに複数の利用可能なコンピューティングノードの群を自
動的に関連付けることと、
　前記第１の時刻後に、
　前記第１の時刻と後の第２の時刻との間で生じ、かつ、各々、前記群の前記プログラム
実行容量の関連付けられた望ましい修正を有する、複数の独立したイベントを自動的に識
別することであって、前記複数のイベントは、満たされると判別されている前記容量修正
トリガのうちの少なくとも１つを含む、自動的に識別することと、
　前記群によって提供された前記プログラム実行容量に影響する前記群の１つ以上のコン
ピューティングノードの利用可能性に対して、１つ以上の変更を自動的に判別することと
、
　前記群の前記判別された利用可能性の変更の各々に、１つ以上の原因を自動的に結論付
けることであって、前記利用可能性の変更のうちの少なくとも１つに結論付けられる前記
１つ以上の原因は、前記識別された独立したイベントのうちの複数の組み合わせであり、
前記利用可能性の変更のうちの少なくとも１つの他の変更に結論付けられる前記１つ以上
の原因は、前記識別された独立したイベントのうちの単一の１つである、結論付けること
と、
　前記群の前記判別された利用可能性の変更のうちの１つ以上の前記結論付けられる１つ
以上の原因の表示を提供することと、によってネットワークでアクセス可能なサービスの
複数のユーザのプログラム実行容量を管理するように構成されるシステムマネジャーモジ
ュールと
　を備えるコンピューティングシステム。
【請求項６】
　前記複数のユーザのうちの１人のための前記複数の独立したイベントは、前記第１の時
刻の後に、前記１人のユーザによって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令を
さらに含み、前記システムマネジャーモジュールは、前記少なくとも１つの満たされた容
量修正トリガと、前記１人のユーザによって指定された前記少なくとも１つの容量修正命
令との前記望ましい修正の総計（ａｇｇｒｅｇａｔｉｎｇ）に基づいて、前記１人のユー
ザの前記群の前記プログラム実行容量を増加させるために、単一の総計された修正を自動
的に判別し、かつ、前記第２の時刻の前に前記１人のユーザの前記群へ前記判別された単
一の総計された修正を開始するようにさらに構成され、前記判別された単一の総計された
修正は、前記１人のユーザのための前記少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つ
であり、前記判別された単一の総計された修正の前記１つ以上の原因として結論付けられ
る前記複数の独立したイベントの前記組み合わせは、前記少なくとも１つの満たされた容
量修正トリガと、前記１人のユーザによって指定された前記少なくとも１つの容量修正命
令とを含む、請求項５に記載のコンピューティングシステム。
【請求項７】
　前記１人のユーザのための前記判別された容量修正トリガは前記１人のユーザによって
指定され、前記ネットワークでアクセス可能なサービスは、前記プログラム実行サービス
のリモートユーザのプログラムを実行するように構成可能である複数のコンピューティン
グノードを提供するプログラム実行サービスであり、前記複数のユーザのうちの少なくと
も１人の各々の前記群の前記複数のコンピューティングノードは、前記複数のコンピュー
ティングノードのサブセットである、請求項６に記載のコンピューティングシステム。
【請求項８】
　ユーザのプログラム実行容量を動的に修正するためのコンピュータで実装可能な方法で
あって、前記方法は、
　複数のユーザが使用するためのプログラム実行サービスを提供するように構成される１
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つ以上のコンピューティングシステムの制御下であって、前記プログラム実行サービスの
前記ユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを
前記プログラム実行サービスが有する、当該制御下において、
　前記プログラム実行サービスの第１のユーザの代わりに１つ以上のソフトウェアプログ
ラムを実行するために使用するための初期の望ましいプログラム実行容量を指定し、かつ
、前記望ましいプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で開始するために使用
するための１つ以上の容量修正トリガを指定する、情報を受信することであって、前記容
量修正トリガの各々は、前記容量修正トリガが満たされているかどうかを判別するために
使用するための１つ以上の基準を含み、かつ、前記容量修正トリガが満たされる場合にリ
クエストされる前記望ましいプログラム実行容量への指定された種類の修正を含む、受信
することと、
　前記第１のユーザの前記初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用する
ための前記複数のコンピューティングノードの複数の第１の群を自動的に判別することと
、第１の時刻において利用可能な前記第１の群の前記コンピューティングノードを、前記
第１のユーザのために１つ以上のソフトウェアプログラムを各々実行させることと、前記
第１の時刻において前記第１のユーザに利用可能であると記録される公的プログラム実行
容量として、前記初期の望ましいプログラム実行容量を指定することと、
　前記第１の時刻の後、前記１つ以上のソフトウェアプログラムの前記実行することに関
するこれらのコンピューティングノードの性能特性の１つ以上のタイプの現行の値を判別
するために、前記第１の群の前記コンピューティングノードを監視することであって、前
記監視することは、前記第１の時刻後に、後の第２の時刻において、前記第１の群の前記
コンピューティングノードから前記第１のユーザへ利用可能な実際のプログラム実行容量
を判別することを含む、監視することと、
　前記第１の時刻と前記第２の時刻との間の期間の間に生じる複数のイベントに基づいて
、前記第１のユーザの前記望ましいプログラム実行容量を修正するために自動的に判別す
ることであって、前記複数のイベントは、前記１つ以上の性能特性タイプの前記判別され
た現行の値に一部基づいて、満たされることが判別されている前記指定された容量修正ト
リガのうちの少なくとも１つを含み、かつ、前記第第１の時刻の後に前記第１のユーザに
よって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令を含み、前記少なくとも１つの指
定された容量修正トリガおよび前記少なくとも１つの容量修正命令の各々は、前記望まし
いプログラム実行容量への指定された修正を示す、判別することと、及び
　前記第２の時刻で前記判別された実際のプログラム実行容量と、前記修正された望まし
いプログラム実行容量とに、前記第１のユーザに利用可能な前記記録された公的プログラ
ム実行容量を自動的に調和させることであって、前記修正されたコンピューティングノー
ドが、前記修正された望ましいプログラム実行容量を提供するために利用可能であり、か
つ、前記記録された公的プログラム実行容量が、前記提供された修正された望ましいプロ
グラム実行容量を反映するように更新されるように、前記記録された公的プログラム実行
容量を前記調和させることは、前記判別された実際のプログラム実行容量および前記修正
された望ましいプログラム実行容量に従い、前記第１の群の一部である前記コンピューテ
ィングノードを自動的に修正することを含み、さらに、前記第２の時刻における前記望ま
しいプログラム実行容量と一致するように前記第２の時刻における前記第１のユーザが利
用可能であるとして記録される公的プログラム実行容量を更新することであって、前記第
２の時刻における前記実際のプログラム実行容量が前記第２の時刻における前記公的プロ
グラム実行容量とは別である場合に、前記第２の時刻における前記望ましいプログラム実
行容量と一致するように前記第２の時刻における前記実際のプログラム実行容量を更新す
ることを含む、調和させることと
　を含む方法。
【請求項９】
　前記初期の望ましいプログラム実行容量が初期の望ましいコンピューティングノードの
数となるように、前記第１の群の前記プログラム実行容量は、前記第１の群の一部である
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コンピューティングノードの数に基づいて計測され、前記第２の時刻の前記判別された実
際のプログラム実行容量は、前記第２の時刻に前記第１の群の一部として利用可能である
実際のコンピューティングノードの数になり、前記望ましいプログラム実行容量を修正す
るために前記自動的に判別することは、前記第１の群のうちのコンピューティングノード
の修正された望ましい量として、前記修正された望ましいプログラム実行容量を判別する
ことを含み、前記第１の群の一部である前記コンピューティングノードを前記自動的に修
正することは、前記修正された望ましい量であるように前記第１の群の一部である前記コ
ンピューティングノードの前記実際の数を変更させることを含む、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記第１の群の前記プログラム実行容量は、前記第１の群の一部である前記コンピュー
ティングノードから利用可能なコンピューティングリソースの複数のタイプの各々を総計
することに基づいて計測され、前記第１の群の一部である前記コンピューティングノード
を前記自動的に修正することは、前記コンピューティングノードを前記自動的に修正後に
、前記第１の群の一部である前記コンピューティングノードから利用可能なコンピューテ
ィングリソースの前記複数のタイプのうちの少なくとも１つの数の総計量を変更させるこ
とを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの指定された容量修正トリガの各々の前記１つ以上の基準は、前記
１つ以上の性能特性タイプの少なくとも１つのための１つ以上の指定された値に基づき、
前記方法は、前記少なくとも１つの指定された容量修正トリガのうちの各々についての前
記１つ以上の指定された値と、前記１つ以上の性能特性タイプの前記判別された現行の値
との間の一致に少なくとも一部基づいて、前記少なくとも１つの指定された容量修正トリ
ガが満たされることを自動的に判別することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の群の前記修正された望ましいプログラム実行容量を前記判別することは、前
記少なくとも１つの指定された容量修正トリガおよび前記少なくとも１つの容量修正命令
の各々によって指定される前記望ましいプログラム実行容量への前記示された修正を総計
することと、前記望ましいプログラム実行容量への前記総計された示された修正に基づい
て、前記判別された修正された望ましいプログラム実行容量を指定することと、を含む、
請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザのためにプログラム実行容量を動的に修正するように構成されたコンピューティ
ングシステムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサのうちの少なくとも１つによって実行されると、前記複数の
ユーザの各々について、
　前記ユーザの代わりに、１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用する
ために望ましいプログラム実行容量を判別することと、前記ユーザについて、前記望まし
いプログラム実行容量への自動化された修正を後で開始するために使用するための１つ以
上の容量修正トリガを判別することと、
　前記ユーザへ前記判別された望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するた
めに、第１の時刻において、前記ユーザに、複数の利用可能なコンピューティングノード
の群を自動的に関連付けることと、
　前記第１の時刻後に、
　前記第１の時刻後の後の第２の時刻において、前記群の前記コンピューティングノード
から前記ユーザへ利用可能な実際のプログラム実行容量を自動的に判別することであって
、前記第２の時刻の前記実際のプログラム実行容量は、前記第１の時刻に前記ユーザへ提
供された前記望ましいプログラム実行容量とは別である、判別することと、
　各々、前記第１の時刻後に生じ、かつ、各々、前記望ましいプログラム実行容量の関連
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付けられた修正を有する複数の独立したイベントに基づいて、前記第２の時刻に前記ユー
ザに提供される修正された望ましいプログラム実行容量を自動的に判別することであって
、前記複数の独立したイベントは、満たされると判別されている前記容量修正トリガのう
ちの少なくとも１つを含み、かつ、前記第１の時刻の後に前記ユーザによって動的に指定
される少なくとも１つの容量修正命令を含み、前記第２の時刻で前記修正された望ましい
プログラム実行容量は、前記複数の独立したイベントの前記関連付けられた修正の総計に
基づく、判別することと、及び
　前記第２の時刻の前記修正された望ましいプログラム実行容量を、前記第２の時刻の前
記判別された実際のプログラム実行容量と調和させるように、前記第２の時刻の前記群の
一部である前記コンピューティングノードを自動的に修正することであって、前記修正さ
れたコンピューティングノードは、前記ユーザへ前記修正された望ましいプログラム実行
容量を提供するために使用するためのものである、修正することと、によってネットワー
クでアクセス可能なサービスの複数のユーザについてプログラム実行容量を管理するよう
に構成されるシステムマネジャーモジュールと
　を備えるコンピューティングシステム。
【請求項１４】
　前記複数のユーザのうちの１人について前記判別された望ましいプログラム実行容量は
、前記第１の時刻に前記１人のユーザに対して利用可能であると記録される初期の公的プ
ログラム実行容量として識別され、かつ、前記１人のユーザによって示され、前記第２の
時刻に前記１人のユーザに利用可能な前記実際のプログラム実行容量の前記自動的に判別
することは、１つ以上の変更を識別するように、前記第１の時刻から前記第２の時刻への
期間の間、前記１人のユーザについて前記群の前記コンピューティングノードを監視する
ことに少なくとも部分的に基づき、前記コンピューティングノードの前記監視することは
、前記１つ以上の変更を反映するために、前記１人のユーザに利用可能な前記記録された
公的プログラム実行容量を更新することを含み、前記１人のユーザに利用可能な前記記録
された公的プログラム実行容量は、前記第２の時刻で前記修正された望ましいプログラム
実行容量の前記自動的に判別することに基づいて更新されず、前記第２の時刻で前記群の
一部である前記コンピューティングノードの前記修正することは、前記第２の時刻で前記
記録された公的プログラム実行容量を、前記第２の時刻で前記修正された望ましいプログ
ラム実行容量と調和させるようにさらに実行され、前記記録された公的プログラム実行容
量の前記調和させることは、前記１人のユーザに利用可能なさらに更新された記録された
公的プログラム実行容量として、前記第２の時刻で前記修正された望ましいプログラム実
行容量を識別することを含む、請求項１３に記載のコンピューティングシステム。
【請求項１５】
　前記１人のユーザの前記判別された容量修正トリガは、前記１人のユーザによって指定
され、前記ネットワークでアクセス可能なサービスは、プログラム実行サービスのリモー
トユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを提
供するプログラム実行サービスであり、前記複数のユーザのうちの少なくとも１人の各々
についての前記群の前記複数のコンピューティングノードは、前記複数のコンピューティ
ングノードのサブセットである、請求項１３に記載のコンピューティングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、因果関係のプログラム実行容量修正への結論付け（attributing）、および
プログラム実行容量の動的な修正に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの企業およびその他の組織が、（例えばローカルネットワークの一部として）同一
場所に配置される、または代わりに（例えば１つ以上の非公開または公開の中間ネットワ
ークを介して接続する）複数の別々の地形的位置に配置されるコンピューティングシステ
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ムによって等、それらの操作を支援するように、多数のコンピューティングシステムを相
互接続するコンピュータネットワークを運用している。例えば、単一の組織によって、お
よび、単一の組織の代わりに運営される非公開データセンタ、およびコンピューティング
リソースを顧客に提供するためのビジネスとしてのエンティティによって運用される公開
データセンタ等の非常に多くの数の相互接続されたコンピューティングシステムを収容す
るデータセンタが一般的になってきている。いくつかの公開データセンタ運用者は、ネッ
トワークアクセス、電力、様々な顧客によって所有されるハードウェアの安全な設置施設
を提供する一方で、他の公開データセンタ運用者は、さらに、その顧客が利用するために
利用可能にされたハードウェアリソースを含む「フルサービス」施設を提供する。しかし
ながら、典型的なデータセンタの規模および範囲が増加するにつれて、物理的コンピュー
ティングリソースを供給、運営および管理するタスクは、急速に複雑になってきている。
【０００３】
　コモディティハードウェアの仮想化技法の出現により、多様なニーズを有する多くのユ
ーザのための大規模なコンピューティングリソースの管理に関していくつかの利点がもた
らされたことにより、多様なコンピューティングリソースを複数のユーザが効率的かつ安
全に共有することが可能になった。例えば、ＶＭＷａｒｅ、ＸＥＮ、Ｌｉｎｕｘ（登録商
標）のＫＶＭ（「Ｋｅｒｎｅｌベースの仮想マシン」）またはＵｓｅｒ－Ｍｏｄｅ　Ｌｉ
ｎｕｘによって提供されるもの等の仮想化技法は、単一の物理的コンピューティングマシ
ンによってホストされる１つ以上の仮想マシンを、各ユーザに提供することにより、複数
のユーザの間で単一の物理的コンピューティングマシンを共有させることを可能にしても
よく、各々のこうした仮想マシンは、多様な仮想マシンの間のアプリケーション分離およ
びセキュリティを提供しながら、ユーザに、彼らが所与のハードウェアコンピューティン
グリソースの単独の運用者および管理者であるという幻想を抱かせる、個別の論理的なコ
ンピューティングシステムとして作用するソフトウェアシミュレーションである。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１Ａ】プログラム実行サービスの複数のユーザに利用可能なプログラム実行容量を管
理するための相互作用の例示的実施形態を例示するネットワーク図である。
【図１Ｂ】プログラム実行サービスの複数のユーザに利用可能なプログラム実行容量を管
理するための相互作用の例示的実施形態を例示するネットワーク図である。
【図２Ａ】多様なタイミングかつ多様な様式で利用可能なプログラム実行容量を動的に修
正する場合等、ユーザのために複数のコンピューティングノードの群のプログラム実行容
量を管理する例を例示する。
【図２Ｂ】多様なタイミングかつ多様な様式で利用可能なプログラム実行容量を動的に修
正する場合等、ユーザのために複数のコンピューティングノードの群のプログラム実行容
量を管理する例を例示する。
【図３】複数のユーザに提供されるプログラム実行容量を管理するためのコンピューティ
ングシステムの例示的実施形態を例示する模式図である。
【図４】プログラム実行サービスシステムマネージャルーチンの例示的実施形態のフロー
図を例示する。
【図５】再帰的容量調和ルーチンの例示的実施形態のフロー図を例示する。
【図６】容量修正帰属ルーチンの例示的実施形態のフロー図を例示する。
【図７】プログラム実行サービス容量保守マネージャルーチンの例示的実施形態のフロー
図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　１人以上のユーザのためにプログラムを実行するために使用されるプログラム実行容量
を管理するための技法を説明する。少なくともいくつかの実施形態において、管理される
プログラム実行容量は、１つ以上のプログラムを実行する際に、ユーザによる使用のため
に提供される１つ以上のコンピューティングノードの群を含む。加えて、ユーザに関連す
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るコンピューティングノードの群は、群のうちのコンピューティングノードからユーザに
利用可能なプログラム実行容量の量を管理するために使用中である間に、動的に修正され
る場合がある。ユーザに関連するコンピューティングノードの群に対する修正は、多様な
実施形態において多様な形態（例えば、コンピューティングノードを動的に追加および／
または削除すること等によって、群の中のコンピューティングノードの数を変更するため
に）を有する場合があり、多様な実施形態において多様な様式において（例えば、ユーザ
によって指定される動的命令に基づいて、ユーザによって以前に定義されたトリガが満た
されたという自動判定に基づいて、群のうちのコンピューティングノードを提供している
サービスの自動操作に基づいて等）開始される場合がある。コンピューティングノードの
群から利用可能なプログラム実行容量の動的修正に関する追加の詳細を以下に示す。加え
て、少なくともいくつかの実施形態において、技法は、リモートユーザのプログラムを実
行するために複数のコンピューティングノード（例えば、１つ以上の物理的コンピューテ
ィングシステム上でホストされる仮想マシンおよび／または複数の物理的コンピューティ
ングシステム）を提供するネットワークからアクセス可能なプログラム実行サービス等、
サービスの複数の顧客または他のユーザの代わりに複数のプログラムを実行するプログラ
ム実行サービス（以下「ＰＥＳ」）と併用される場合がある。技法のいくつかまたは全て
はまた、以下に詳細を記載するように、プログラム実行サービスシステムマネージャモジ
ュールおよび／またはプログラム実行サービス容量保守マネージャモジュールによって自
動的に実施される場合もある。
【０００６】
　上述のように、ユーザのために１つ以上のプログラムを実行している使用中のコンピュ
ーティングノードに対して実施される動的修正は、多様な形態を有する場合があり、多様
な実施形態において多様な様式で開始される場合がある。一例として、コンピューティン
グノードの群のプログラム実行容量は、群の一部であるコンピューティングノードの数に
よって、少なくとも部分的に測定される場合があり、群のコンピューティングノード数を
変更することによって（例えば、コンピューティングノード数を増加することによって、
プログラム実行容量を増加するように、およびコンピューティングノード数を減少するこ
とによって、プログラム実行容量を減少するように）、修正される場合がある。そのよう
なコンピューティングノード数の修正は、例えば、コンピューティングノード数における
所与の増減率が、群のコンピューティングリソースおよびプログラム実行容量の合計にお
ける同一または同様な増減率に対応する等、群の中のコンピューティングノードのいくつ
か、または全てが同一、または同様な量のコンピューティングリソース（例えば、メモリ
の量、ハードドライブ容量、ＣＰＵ実行サイクル、ネットワーク帯域幅等）に対するアク
セスを提供または有する状況において、使用される場合がある。他の実施形態において、
群のうちのコンピューティングノードのいくつかまたは全ては、それらがアクセスを有す
るコンピューティングリソースの量に関して（例えば、２つ以上の別個の種類のコンピュ
ーティングノード構成が使用される場合、各コンピューティングノードが他のコンピュー
ティングノードとは独立的に構成される場合等）、またはそうでなければ、それらが提供
するプログラム実行容量の種類に関して（例えば、専用のハードウェア、ソフトウェアプ
ログラムの種類に基づいて等）、１つ以上の顕著な様式において異なる場合があるが、そ
れにもかかわらず、群のための動的プログラム実行容量修正は、少なくとも部分的に、群
のコンピューティングノードの数を修正することに基づく場合、またはその代わりに、他
の部分に詳細を記載するように、他の様式（例えば、ある種類のコンピューティングノー
ド構成から別の種類へ変更する）に基づく場合がある。
【０００７】
　さらに、少なくともいくつかの実施形態および状況においては、１つ以上のコンピュー
ティングノードの群のプログラム実行容量は、群によって提供される１つ以上の種類のコ
ンピューティングリソースの総計量（例えば、メモリの量、ハードドライブ容量、ＣＰＵ
実行サイクル、ネットワーク帯域幅等）に基づく等、コンピューティングノードの数以外
の様式で測定され、修正される場合がある。加えて、少なくともいくつかの実施形態にお



(9) JP 5486687 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

いて、コンピューティングノードの群のプログラム実行容量を測定し、特定する際に、コ
ンピューティングノードのいくつかまたは全ての地理的場所、コンピューティングノード
のいくつかまたは全ての間の相互関係（例えば、多くても最大の地理的距離または少なく
とも最小の地理的距離によって分類される、多くても最大のネットワークレイテンシまた
は少なくとも最小のネットワークレイテンシによって分類される、同時に障害が発生する
可能性が少ない、２つ以上の独立したデータセンタまたは他のコンピューティングノード
集合体に分類される等）、専門のハードウェア性能および／またはソフトウェア性能の利
用可能性等、追加の因子が考慮される場合がある。プログラム実行容量を測定および特定
することに関して追加の詳細を以下に示す。
【０００８】
　ユーザのために１つ以上のプログラムを実行している使用中の群のコンピューティング
ノードを管理しているＰＥＳまたは他のシステムは、多様な様式において、コンピューテ
ィングノード群のための動的プログラム実行容量修正をどのように、いつ行うかを自動的
に判定する場合がある。例えば、少なくともいくつかの実施形態および状況において、Ｐ
ＥＳまたは他のシステムは、即時様式でいくつかの種類のプログラム実行容量修正を行う
場合があり、一方で、他の種類のプログラム実行容量修正が、定期的またはそうでなけれ
ば再帰的様式（例えば、１つ以上の総計された修正の先行の実施以降等、期間中に行われ
るようにリクエスト、またはそうでなければ判定された複数の修正を延期し、総計するよ
うに）で実施される場合がある。複数のプログラム実行容量修正の判定が、期間にわたっ
て総計される場合、総計された修正の判定に関する情報は、多様な様式において、プログ
ラム実行容量修正の性能を向上させるために使用される場合がある。例えば、２つの判定
されたプログラム実行容量修正が、反対の種類の修正（例えば、コンピューティングノー
ドの数を増加／減少するように、利用可能な総計メモリを増加／減少するように等）に対
応する場合、２つの修正は、相互を部分的にまたは完全に相殺するように選択されること
によって、またはその代わりに、２つの修正のうちより高い優先度を実施し、他の修正を
実施しないように選択することによって等、多様な様式で総計される場合がある。加えて
、２つ以上の判定されたプログラム実行容量修正が、同様または補完的な種類の修正（例
えば、コンピューティングノードの数を指定された量全て増加する、利用可能な総計メモ
リを指定された量全て増加する等）に対応する場合、それらの判定された修正は、多様な
様式において、同様に総計される（例えば、最大、最小、最高の優先度を有するもの、最
初に判定されたもの、最後に判定されたもの等、何らかの指定された条件を満たす単一の
判定された修正を選択するように、多様な判定された修正を集積し、集積された修正量を
使用する等）場合がある。多様な種類のプログラム実行容量修正をどのように、いつ行う
かを判定することに関する追加の詳細を以下に示す。
【０００９】
　加えて、ＰＥＳまたは他のシステムが、ユーザの代わりに１つ以上のプログラムを実行
しているコンピュータノードの群に対してプログラム実行容量修正を動的に実施する時、
ＰＥＳまたは他のシステムは、特定のプログラム実行容量修正に対する因果関係情報また
は他の責任を結論付けるための多様な操作をさらに実施する場合がある。責任の帰属は、
例えば、各々が動的プログラム実行容量修正を生じさせることが可能である、関連期間中
に発生していた特定のイベントを識別すること、およびイベントのうちの１つ以上を、そ
の期間中またはその後に実施される動的プログラム実行容量修正のうちのいくつかまたは
全てに結論付けることを含む場合がある。例えば、いくつかの動的プログラム実行容量修
正は各々、少なくともいくつかの実施形態および状況において単一の特定のイベントによ
って開始される場合がある（例えば、群のコンピューティングノードが障害を発生、また
はそうでなければ利用不可能になり、システムが群のための置換コンピュータノードの提
供を自動的に即時に開始し、コンピューティングノードが利用不可能であることが、自動
化されたシステム動作に置換コンピューティングノードの提供を発生させる単一のイベン
トである場合）。他の動的プログラム実行容量修正は各々、少なくともいくつかの実施形
態および状況において、各々容量修正の原因であった、または原因であったかもしれない
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複数のイベントの組み合わせに結論付けられる場合がある（例えば、複数の独立したイベ
ントが各々期間中に、群のコンピューティングノード数の増加をリクエストまたは指示し
、期間の最後に単一のコンピューティングノード数の増加を実施するために総計し、多様
な独立したイベントがその後合わせて、自動化されたシステム動作にコンピューティング
ノード数の増加を間接的に実施させる複数のイベントである場合）。
【００１０】
　ユーザに関連するコンピューティングノード群に対する特定の動的プログラム実行容量
修正の責任の帰属は、例えば、ユーザがプログラム実行容量修正のうちの少なくともいく
つかに対して課金される時（例えば、ＰＥＳまたは他のシステムが、群の各コンピューテ
ィングノードを提供することに対して、プログラム実行容量の量の各々の他の測定に対し
て、および／または他の原理に基づいて、ユーザ顧客に課金する有料システムである場合
）のような状況において、特定の利益を有する場合がある。そのような状況において、ユ
ーザは、特定の動的プログラム実行容量修正に対応する課金に関する情報だけではなく、
ユーザがそれらの動的プログラム実行容量修正の原因および適切性を確認することを可能
にするように関連の責任帰属情報も受信し、検討することが可能な場合がある。少なくと
もいくつかのそのような実施形態において、責任帰属情報は、ユーザが、人間可読情報の
中に含まれる、ＰＥＳまたは他のシステムによって多様な自動化された動作がなぜ行われ
たかの説明を理解することを可能にするように、ユーザに表示するための人間可読形式で
生成される場合がある。そのような責任帰属情報はまた、ＰＥＳまたは他のシステムによ
って他の操作を自動的に開始することを含めて、他の実施形態において、多様な他の様式
で使用される場合がある。加えて、少なくともいくつかの実施形態において、責任帰属情
報は、どのイベントが特定の指示されたプログラム実行容量修正、または群の１つ以上の
コンピューティングノードの利用可能性における他の変更の原因であるか、および／また
はどのプログラム実行容量修正または他のコンピューティングノード群の利用可能性の変
更が１つ以上の指示されたイベントによって生じたかを識別するためのリクエスト等、ユ
ーザまたは他の情報源から受信される多様な種類のクエリに対する応答において生成およ
び／または使用される場合がある。動的プログラム実行容量修正に対する責任帰属情報を
判定し、使用することに関する追加の詳細を以下に示す。
【００１１】
　動的プログラム実行容量修正を自動的に管理するための前述の技法は、多様な状況にお
いて多用な利益を提供することができる。例えば、考慮される複数のリクエストまたは判
定された動的プログラム実行容量修正を合わせて総計することによって、ＰＥＳまたは他
のシステムは、総計された修正がどのように実施されるかを最適化するとともに、追加の
変更のためにコンピューティングノードのうちのいくつかまたは全ての一時的な利用不可
能の期間を生じる場合があるコンピュータノードに対して反復変更を最小限にすることが
可能な場合があり、加えて、ユーザは、コンピューティングノードの群の性能特性に基づ
く多様な種類のトリガを予め定義する場合があり、プログラム実行容量は、特定のトリガ
が満たされるに応じて適切に自動的に増加または減少される（例えば、コンピューティン
グノード群のコンピューティング負荷の一時的増加に対処するために、コンピューティン
グノード群のプログラム実行容量を応答的に増加する、プログラム実行容量使用の反復パ
ターンを示す特定の性能特性および／または履歴データにおける経時的なトレンドに基づ
いて等、追加のプログラム実行容量に対して予測される近い将来の必要性および／または
既存のプログラム実行容量に対して予測される近い将来の不要性に対処するために、コン
ピューティングノード群のプログラム実行容量を積極的に増加または減少する等）。代替
として、ユーザは、特定レベル（例えば、コンピューティングノードの特定の所望の定数
）で、またはこの近辺でコンピューティングノードの群に対するプログラム実行容量を維
持することを望む場合があり、多様な修正は、その特定レベルで利用可能なプログラム実
行容量を維持するように（例えば、特定の所望数とは異なっていた実際のコンピューティ
ングノード数を、その特定の所望数に戻すように）、コンピューティングノードの群に自
動的に行われる場合がある。そのような技法は、例えば、群のコンピューティングノード
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の各々が、同じプログラムの別個のコピーを実行し（例えば、群全体の総計コンピューテ
ィング負荷に対する代替として機能する）、コンピューティングノードの数が各コンピュ
ーティングノードによって処理される作業量を管理するように修正される時、あるいはそ
うでなければ、群の多様なコンピューティングノードが各々、同一プログラムの別個のコ
ピーを実行しない状況において（例えば、いくつかのコンピューティングノードにアプリ
ケーションサーバプログラムを実行させ、他のコンピューティングノードに関連のデータ
ベースサーバプログラムを実行させる等、群の別個のサブセットのコンピューティングノ
ードが各々異なるプログラムのコピーを実行する場合、コンピューティングノードのいく
つかまたは全てが、分散様式のように、単一のプログラムの異なる部分を実施する場合等
）、有用な場合がある。さらに、群に追加のコンピューティングノードを追加する時、Ｐ
ＥＳまたは他のシステムは、１つ以上のプログラムを実行するために準備状態にある追加
されたコンピューティングノードをプロビジョンする、または追加のコンピューティング
ノード上で１つ以上のプログラムの実行を自動的にさらに開始する等、少なくともいくつ
かの状況において、任意選択的に、他の動作をさらに行う場合がある。
【００１２】
　前述のように、ユーザは、コンピューティングノードの群のプログラム実行容量を動的
に修正することに関する多様な種類のトリガを予め定義する場合があり、それらのトリガ
は、ユーザのコンピューティングノード群のための対応する自動化された動的プログラム
実行容量修正を開始するために後で使用される場合がある。一例として、対応するコンピ
ューティングノード群を所望のコンピューティングノード数または所望の総計コンピュー
ティングリソース量に自動的に維持する、あるいは代わりに、指定された条件が満たされ
る場合に、指定されたコンピューティングノード数または総計コンピューティングリソー
ス量に変更するために使用される場合がある等、コンピューティングノードの特定の所望
数または１つ以上のコンピューティングリソースの所望の総計量を指定する、トリガが定
義される場合がある。他の状況において、コンピューティングノード群の１つ以上の指示
された性能特性が指定された閾値に到達する場合、またはそうでなければ指定された条件
（例えば、指定された期間に指定された範囲内に留まる、指定された期間にわたって指定
された量の変更、または特定の「加速」または変更率等、特定のトレンドを示す、プログ
ラム実行容量使用の反復パターンを示す履歴データから等、１つ以上の指定されたパター
ンに一致またはその他対応する、ＡＮＤ、ＮＯＴ、ＯＲ等の論理演算子を使用および／ま
たは他の様式で組み合わされる場合がある等、複数の性能特性の値の指定された論理的ま
たは他の組み合わせを満たす等）を満たす場合にトリガされる場合がある等、コンピュー
ティングノード数あるいは１つ以上のコンピューティングリソースの総計量の具体的な絶
対的または相対的変更を指定するトリガが定義される場合がある。他の実施形態および状
況において、予め定義されたトリガは、そうでなければ、コンピューティングノード群の
性能特性の部分ではない情報に基づいて（例えば、特定のトリガのための条件の一部また
は全てである１つ以上の指定された時間に一致する現在の時間に基づいて、例えば、待ち
行列に入っている、またはそうでなければ１つ以上のプログラムによって実施されること
がわかっているまたは予測されている作業の量によって示される現在のコンピューティン
グ負荷等、性能特性以外の様式で測定される現在のコンピューティングノード群上で実行
されている１つ以上のプログラムのステータス情報に基づいて、例えば、他の実行中のプ
ログラム上のコンピューティング負荷が増加または減少するにつれて、現在のコンピュー
ティングノード群のプログラム実行容量を増加するように、現在のコンピューティングノ
ード群が他の実行中プログラムと相互作用またはそうでなければサポートしている場合等
、現在のコンピューティングノード群によって実行されていない１つ以上の他の実行中の
プログラムの性能特性または他のステータス情報に基づいて等）満たされる場合がある。
そのような性能特性は、単一のコンピューティングノードの１つ以上のコンピューティン
グリソースの使用の絶対的または相対的量（例えば、使用されている利用可能なメモリま
たはＣＰＵサイクル利用のパーセント量、使用されているネットワーク帯域幅の絶対量等
）、群のコンピューティングノードの全ての１つ以上のコンピューティングリソースの総
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計使用の絶対的または相対的量、外部のコンピューティングシステムからの通信に応答す
る際のレーテンシまたは他の遅延の絶対的または相対的量、１つ以上の所望の動作を実施
する際のコンピューティングノードの障害の絶対的または相対的量等の非排他的リストを
含む、群のコンピューティングノードのうちの１つ以上の測定可能な属性またはその操作
に対応する他のメトリックに基づく場合がある。さらに、少なくともいくつかの実施形態
および状況において、満たされる時に発生することになる特定のプログラム実行容量修正
をトリガに直接指定させるのではなく、トリガが満たされると、指定されたシステムまた
はモジュールが通知されるようにする場合があり、そのシステムまたはモジュールが、特
定のプログラム実行容量修正をリクエストする場合がある（例えば、変動しない予め定義
された容量修正、その時の現状に基づく等、通知時に動的に判定される容量修正等）。加
えて、ＰＥＳまたは他のシステムは、いくつかの実施形態において、群に関連するトリガ
の性能特性のいくつかまたは全てを判定するために、コンピューティングノードの群を監
視するための多様な操作を実施する場合、またはそうでなければ、別の情報源から（例え
ば、コンピューティングノードを監視する第三者のソフトウェアから、そのコンピューテ
ィングノードを監視し、監視された情報を任意選択的に報告するように、コンピューティ
ングノード上で実行しているソフトウェアから等）、そのような監視された性能特性を取
得する場合がある。さらに、いくつかの実施形態において、ＰＥＳまたは他のシステムは
、トリガ条件が満たされることが指示された時に動的プログラム実行容量修正を開始する
システム定義トリガを有する場合、またはそうでなければ、指定された状況においてコン
ピューティングノード群にいくつかの種類の変更を行うことを自動的に判定する場合があ
る。
【００１３】
　定義されたトリガが、コンピューティングノード数または１つ以上のコンピューティン
グリソースの総計量における特定の絶対的または相対的変更を指定し、定義されたトリガ
の１つ以上の指定された条件が、コンピューティングノードの対応する群に対して、現在
の状況に基づいて満たされると自動的に判定される時、ＰＥＳまたは他のシステムは、ト
リガに指定されたプログラム実行容量修正を実施するかどうか、どのように実施するかを
自動的に判定する場合がある。例えば、いくつかの種類の指定されたプログラム実行容量
修正は、即時に実施される場合があるが（例えば、１つ以上のコンピューティングノード
の使用を終了するリクエスト、ユーザが即時実施に指定したトリガに基づくリクエスト等
）、一方で、他の種類の指定されたプログラム実行容量修正は、その期間中にリクエスト
またはそうでなければ判定された複数のプログラム実行容量修正の総計の一部として考慮
するために総計期間の最後まで延期される場合がある。同様に、ユーザによって（例えば
、ＰＥＳまたは他のシステムのＧＵＩすなわちグラフィカルユーザインターフェースを介
して、ＰＥＳまたは他のシステムの定義されたＡＰＩすなわちアプリケーションプログラ
ムインターフェースを介してユーザのプログラムによって等）動的にリクエストされるプ
ログラム実行容量修正は、動的プログラム実行容量修正の種類に基づいて、即時または延
期実施に対するユーザからの明示的なリクエストに基づいて等、即時に実施される、およ
び／または一時的に延期され、同様な様式で総計されると判定される場合がある。さらに
、複数の判定されたプログラム実行容量修正の組み合わせをどのように管理するかを判定
する時、いくつかの状況においては、異なる優先度が、異なる判定された修正に関連付け
られる場合がある。その場合、動的に指定されたユーザリクエストまたは他のユーザ命令
には満たされたトリガとは異なる優先権が与えられる（例えば、より高いまたはより低い
優先度）、異なる種類の判定された修正には異なる優先度が与えられる（例えば、プログ
ラム実行容量を減少するリクエストには、プログラム実行容量を増加するリクエストより
も高い優先権が与えられる）等、そのような優先度は、多様な様式で評価される場合があ
る。ユーザ定義トリガを使用し、性能特性を判定することに関する追加の詳細を以下に示
す。
【００１４】
　さらに、少なくともいくつかの実施形態において、ＰＥＳまたは他のシステムは、対応
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する群のコンピューティングノードの複数の属性を追跡し、使用することに基づいて、ま
たはそうでなければ、群の１つ以上のコンピューティングノードに各々関連する制御可能
なパラメータに関して、複数の判定されたプログラム実行容量修正の定期的またはそうで
なければ再帰的総計を管理する場合がある。一例として、コンピューティングノード群の
プログラム実行容量に対応するメトリックとして、コンピューティングノード群のコンピ
ューティングノード数を使用して、ＰＥＳまたは他のシステムは、コンピューティングノ
ード群に対して、コンピューティングノード群が開始された時に関連ユーザによって初期
に設定される場合がある、トリガが満たされること、および／または動的に指定されたユ
ーザリクエストによって修正される場合がある等、コンピューティングノード群の所望の
コンピューティングノード数、群の現在利用可能なコンピューティングノードの実際のコ
ンピューティングノード数（例えば、群のコンピューティングノードの継続的または反復
監視によって判定される）、および群の現在利用可能なコンピューティングノードの公式
記録のコンピューティングノード数（例えば、１つ以上の動的プログラム実行容量修正が
開始される最後の時点に判定される、継続的または反復的な監視によって時々更新される
際に任意選択的に判定される）等、少なくとも３つの相互関連測定値を維持し、使用する
場合がある。コンピューティングノード群のそのような複数の属性は、実際の数を継続的
または反復的に測定し、公式記録数をそれに従い更新する（例えば、群のコンピューティ
ングノードの監視の実施に基づいて）、および現在の所望の数に一致するように、最新の
公式記録数を更新するように定期的に試みる（例えば、複数の総計され判定された修正の
組み合わせをどのように実施するか、実施するかどうかを考慮する時）等、多様な様式で
使用される場合がある。
【００１５】
　前述のように、ＰＥＳまたは他のシステムはさらに、行われた特定の動的プログラム実
行容量修正に対する因果関係情報または他の責任を結論付けるために多様な操作を実施す
る場合がある。例えば、前述のように、コンピューティングノード群の動的プログラム実
行容量修正に対するリクエストに対応するイベントは、受信される動的なユーザ指定の命
令、および満たされることが自動的に判定される予め定義されたトリガ、ならびにいくつ
かの実施形態においては、ＰＥＳまたは他のシステムによって自動的に行われる動作を含
めて、追跡される場合がある（例えば、コンピューティングノードがフリーズ、またはそ
うでなければ所望の動作を実施するために利用不可能になっていること、その現在のコン
ピューティングノード群の一部としてコンピューティングノードの使用を自動的にシャッ
トダウンまたはそうでなければ終了すると判定される場合等、実施される監視に基づく）
。同様に、発生するイベントおよび／または他の容量変更に対応する変更等のコンピュー
ティングノード群のプログラム実行容量における実際の変更は、同様に追跡される場合が
ある（例えば、障害が発生またはそうでなければ利用不可能になっているコンピューティ
ングノードのインスタンス）。一例として、多様なイベントに関する情報は、第１のデー
タベーステーブルに記憶される場合があり、容量の変更または他の利用可能性の変更に関
する多様な情報は、第２のデータベーステーブルに記憶される場合がある。特定のイベン
トと、特定の利用可能性の変更との間の関係が識別される場合（例えば、特定のイベント
が、特定の利用可能性の変更を即時に実施させる）、そのイベントと利用可能性の変更と
の間の対応する結合は、同一の結合に関する識別子を、そのイベントおよびその利用可能
性の変更に対する他の情報と共に記憶することによって、追跡される場合がある。複数の
イベントが個別にまたは組み合わされて、特定の利用可能性の変更を生じるが、因果関係
が単一のイベントに結論付けられない他の状況において、単一の結合に関する識別子は、
その利用可能性の変更およびそれらのイベントの各々に対する、ならびにそれらが同様に
それらの同じ複数のイベントに個別にまたは組み合わせて結論付けられる場合がある場合
はさらに１つ以上の他の利用可能性の変更に対する、他の情報と共に記憶される場合があ
る。このため、例えば、所与のコンピューティングノード群に対する複数のイベントが単
一の総計期間中に発生し、１つ以上のプログラム実行容量の変更がその同じ総計期間中ま
たはその直後に発生する場合（例えば、総計期間の最後に実施される調和アクティビティ
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の一部として）、かつそれらのイベントのどれもが１つ以上の容量の変更のうちのどれに
も直接帰属可能ではない場合、複数のイベントの全ての組み合わせは、１つ以上の容量の
変更の各々に結論付けられる場合がある。そのような因果関係帰属に関する詳細は、図２
Ｂに関する記載を含めて、以下に示す。
【００１６】
　加えて、同様な様式において、複数のそのような所望の属性、実際の属性、および公式
の属性は、第１のセットの総計平均ＣＰＵサイクル利用の所望の量、実際の量、および公
式の量、第２のセットの総計平均ネットワーク帯域幅利用の所望の量、実際の量、および
公式の量等、コンピューティングノード群のプログラム実行容量に対応する１つ以上の他
の制御可能なパラメータのために追跡され、使用される場合がある。さらに、コンピュー
ティングノード群のプログラム実行容量に対応する複数のパラメータが同時に追跡され、
使用される時、ＰＥＳまたは他のシステムは、所望の総計平均ＣＰＵサイクル利用および
所望の総計平均ネットワーク帯域幅利用を同時に達成するために、コンピューティングノ
ード群を修正する等、パラメータの全てを管理しようとする場合がある。別の例として、
コンピューティングノード群の複数のパラメータは、コンピューティングノードの数およ
び群の多様なコンピューティングノードの指定された地理的場所（例えば、第１のデータ
センタに群のコンピューティングノードの１５～２０パーセント、および１つ以上の他の
データセンタに残りの群のコンピューティングノード）の両方を含む場合があり、ＰＥＳ
または他のシステムは、群のコンピューティングノード数およびコンピューティングノー
ドの地理的場所の両方を同時に管理しようとする。１つ以上のプログラム実行容量パラメ
ータを追跡し、管理するために複数の属性を使用することに関する追加の詳細を以下に示
す。
【００１７】
　加えて、ＰＥＳまたは他のシステムは、多様な実施形態において、多様な様式でコンピ
ューティングノードへのアクセスをユーザに提供することができる。例えば、いくつかの
実施形態において、プログラムを実行するためにＰＥＳから利用可能なコンピューティン
グノードのうちの少なくともいくつかは、ユーザの各々が他のユーザよりも優先的アクセ
スを有してコンピューティングノードを使用するように、１人以上のユーザに対して、そ
れらのユーザによる優先使用のために割り当てられる場合がある。１つのそのような実施
形態において、ユーザの優先的アクセスは、リースに類似の様式等、指定された期間、そ
れらのコンピューティングノードを使用するために専用または排他的アクセスを有するユ
ーザの各々に基づく場合がある。加えて、いくつかの実施形態において、専用または他の
優先的使用のために１人以上のユーザに割り当てられるコンピューティングノードのうち
の少なくともいくつかは、コンピューティングノードが割り当てられているユーザによっ
て、コンピューティングノードが使用中でない時、および／またはコンピューティングノ
ードが割り当てられているユーザが割り当てられたコンピューティングノードを他のユー
ザによって使用するために明示的に利用可能にする時等、場合によっては他のユーザのた
めに余分のプログラム実行容量として使用される場合がある。この様式において、第１の
群のユーザに割り当てられている少なくともいくつかのプログラム実行容量は、非保証ベ
ース等で（例えば、１人以上の他のユーザによる優先または予約使用等、そのプログラム
実行容量が他の目的のために望ましい場合は、余分のプログラム実行容量へのアクセスは
無効になる場合がある）、時によっては、他のユーザの代わりに一時的にプログラムを実
行するために利用可能になる場合がある。さらに、いくつかの実施形態において、ＰＥＳ
は、リクエストされた実行を満たすに充分なコンピューティングノードが、そのようなリ
クエストが満たされるという保証はないが、リクエストされた時間に（または近辺で）利
用可能であれば、そのようなリクエストによって指示された１つ以上のプログラムが実行
される場合があるように、（例えば、それらのユーザのリクエスト時に即時に、指示され
た将来の時間に、指示された将来の期間中のある時間に等）プログラムを実行するという
動的に受信されたユーザのリクエストを満たすために利用可能なオンデマンドのコンピュ
ーティングノードを含む場合がある。加えて、いくつかの実施形態において、即時（また
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は予定の）実行に対するそのようなオンデマンドリクエストが満たされ、それぞれのユー
ザの代わりに１つ以上のプログラムの実行を成功裏に開始した後、オンデマンドのコンピ
ューティングノードの進行中の使用は、それぞれのユーザの選択する時間等、ある将来の
時点まで継続することが保証され、任意選択的に所定の制限の対象となる（例えば、ＰＥ
Ｓは、他の目的のための使用を先取りしないことは保証されるが、プログラムを実行して
いるコンピューティングノードの障害に対して保証されない等）。いくつかの実施形態に
おいて、オンデマンドの変動可能なプログラム実行容量を提供するために使用されるコン
ピューティングノードは、専用プログラム実行容量を提供するために使用されるコンピュ
ーティングノードとは、および／または余分のプログラム実行容量を提供するために使用
されるコンピューティングノードとは区別される場合があり、このため、オンデマンドの
変動可能なプログラム実行容量を提供するために使用されるコンピューティングノードの
うちのいくつかが使用中でない場合、いくつかの実施形態において、それらは、オンデマ
ンドの変動可能なプログラム実行容量リクエストが受信されるまで、余分のプログラム実
行容量を提供するために使用される場合があり、一方で、他の実施形態において、それら
は、余分のプログラム実行容量を提供するためには使用されない場合がある。他の実施形
態において、単一の種類のプログラム実行容量だけが提供される場合があり、および／ま
たは他の種類のプログラム実行容量が提供される場合がある。
【００１８】
　図１Ａは、複数のユーザのためにプログラムを実行するプログラム実行容量を提供する
際に使用するために利用可能なコンピューティングノードを管理する、プログラム実行サ
ービスの例を例示するネットワーク図である。図示の目的のために、特定の種類のプログ
ラム実行容量が特定の様式で提供され、管理される、いくつかの例および実施形態を以下
に記載する。加えて、後述する例および実施形態のうちのいくつかにおいては、コンピュ
ーティングノードの群によって提供されるプログラム実行容量は、特定の様式で測定され
る場合（例えば、コンピューティングノードの数に基づいて）、特定の様式で管理される
場合（例えば、１つ以上のプログラム実行容量メトリックに関して、所望の属性、実際の
属性、および公式の属性の使用を追跡することによって）、多様な様式で関連のユーザに
よって制御される場合（例えば、予め定義されたトリガおよび／または動的に指定される
命令の使用に基づいて）、特定の様式で修正される場合（例えば、期間中に判定され、延
期される少なくともいくつかのプログラム実行容量修正を総計し、次いで、群の中のコン
ピューティングノードの数を修正する等、期間の最後に１つ以上の対応する総計された修
正を実施することによって）等がある。これらの例は、例示の目的で提供され、簡潔性の
ために簡素化されており、本発明の技法は、広範の多様な他の状況において使用される場
合があり、以下にはそのうちのいくつかだけを記載することが理解される。
【００１９】
　図１Ａの例において、多様なユーザ（図示せず）は、ネットワーク１００上から、プロ
グラム実行サービスプロバイダエンティティ１０５によって提供されるＰＥＳと相互作用
するために、多様なクライアントコンピューティングシステム１３０を使用しており、Ｐ
ＥＳの機能のうちのいくつかは、この例において、プログラム実行サービスシステムマネ
ージャ（以下、「ＰＥＳＳＭ」）モジュール１１０の例示の実施形態によって提供され、
他の機能は、この例において、プログラム実行サービス容量保守マネージャ（以下、「Ｐ
ＥＳＣＭＭ」）モジュール１１５の例示の実施形態によって提供される。ＰＥＳＳＭモジ
ュール１１０は、例えば、群のために初期の所望のコンピューティングノード数を指定す
ること、およびコンピューティングノード数に対して後で自動的に動的修正を行う際に使
用するためのトリガを指定することを含めて、ユーザのためにプログラムを実行するため
に使用されるコンピューティングノードの群を構成する際に特定のユーザを支援する場合
がある。この例において、ＰＥＳは、ユーザのプログラムを実行するために、多様なコン
ピューティングノード１２０を利用可能にするが、他の実施形態において、群のうちの少
なくともいくつかのために使用されるコンピューティングノードのうちの少なくともいく
つかは、他の様式で提供される場合がある（例えば、ユーザ、および／または外部コンピ
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ューティングシステム１４０等の第三者によって利用可能にされるが、ＰＥＳによって管
理される）。加えて、ＰＥＳＣＭＭモジュール１１５は、使用中のコンピューティングノ
ードを継続的にまたは反復して監視すること、および任意選択的に、プログラム実行容量
を以前に判定されたレベルで維持するように、障害を発生またはそうでなければ利用不可
能になる任意のコンピューティングノードを置換するようにすることを支援する場合があ
る。
【００２０】
　ネットワーク１００は、例えば、連結されたネットワークのうちの公的にアクセス可能
なネットワークの場合があり、可能性として、インターネット等の多様な別個の当事者に
よって運用される場合がある。他の実施形態において、ネットワーク１００は、例えば、
非特権ユーザには全体的または部分的にアクセス不可能な企業または大学のネットワーク
等、非公開ネットワークの場合がある。さらに他の実施形態において、ネットワーク１０
０は、インターネットへのアクセス、および／またはインターネットからのアクセスを有
する１つ以上の非公開ネットワークを含む場合がある。図示された実施形態において、Ｐ
ＥＳＳＭモジュール１１０およびＰＥＳＣＭＭモジュール１１５は各々、１つ以上のコン
ピューティングシステム（図示せず）上で実行するソフトウェア命令を含む場合がある。
加えて、モジュール１１０および１１５ならびに多様なコンピューティングノード１２０
は、単一のデータセンタで、またはそうでなければ、共存するコンピューティングシステ
ムを使用する等、あるいはその代わりに、多様な別個の地理的場所において多様なコンピ
ューティングシステムを使用する分散様式等、多様な様式で提供される場合がある。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、例示されたコンピューティングノード１２０は、複数の
物理的コンピューティングシステムおよび／または１つ以上の物理的コンピューティング
システム上でホストされる複数の仮想マシン（図１Ｂを参照して詳細に記載する）を含む
場合がある。コンピューティングノード１２０の各々は、例えば、処理容量（例えば、処
理ユニットの数および／またはサイズ）、メモリ容量、記憶容量、ネットワーク帯域幅容
量等のうちの１つ以上の組み合わせによって測定される場合があるような、特定量のプロ
グラム実行容量を提供する等、１つ以上のプログラムを実行するために利用可能な何らか
の量のコンピューティングリソースを有する。いくつかの実施形態において、ＰＥＳプロ
バイダ１０５は、予め構成されたコンピューティングノードを提供する場合があり、各々
の予め構成されたコンピューティングノードは、ユーザの代わりにプログラムを実行する
ために利用可能なリソースの量と同等、そうでなければ同様な量を有し、一方で、他の実
施形態において、ＰＥＳプロバイダ１０５は、各選択肢が変動する量および／または種類
（例えば、処理ユニットのサイズ、速度および／または種類、処理ユニットの数、メモリ
および／または記憶の量、３２ビットまたは６４ビット等のプラットフォームの構成等）
のコンピューティングリソースを有する等、ユーザの代わりにプログラムを実行するため
にユーザが選択する場合がある多様な異なるコンピューティングノードの選択肢を提供す
る場合がある。
【００２２】
　この例示された実施形態において、プログラム実行サービスは、複数のユーザの各々の
ために、１つ以上のコンピューティングノード１２０の群を管理するための機能を提供す
る。他の部分に詳細を記載するように、多様なユーザは、ユーザの代わりにプログラムを
実行するためのコンピューティングノードの群の使用を開始するというリクエストを指定
するために、ＰＥＳＳＭモジュール１１０と相互作用する場合がある。多様な実施形態に
おいて、そのようなリソースは、ユーザの代わりにコンピューティングノードの群上で１
つ以上のプログラムを実行するリクストの時、および／またはユーザがＰＥＳのサービス
を使用するために最初に登録および／または加入する時等、１つ以上の他の時間に指定さ
れる場合がある。いくつかの実施形態において、ＰＥＳＳＭモジュール１１０は、ユーザ
がユーザの代わりに実行する１つ以上のプログラムに関する情報（例えば、プログラム、
ソースコード、１つ以上のプログラムのアドレス指定可能な場所等）、アカウント情報（
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例えば、ユーザ名、請求情報等）、使用条件等を指定することができるように、１人以上
のユーザに加入および／または登録サービスを提供する場合がある。いくつかの実施形態
において、ユーザがＰＥＳＳＭモジュール１１０と相互作用してサービスに加入および／
または登録した後、ユーザには、ユーザに関連する１つ以上の識別子（例えば、キー、ト
ークン、ユーザ名等）が発行される場合があり、ユーザの代わりにプログラムを実行する
際に関連して使用される。他の実施形態において、ＰＥＳＳＭモジュール１１０以外のモ
ジュール（図示せず）は、ＰＥＳの加入および／または登録サービスに関する多様な操作
を実施するために提供される場合がある。
【００２３】
　１つ以上のコンピューティングノードを使用するためにユーザからリクエストが受信さ
れた後、ＰＥＳＳＭ１モジュール１０は、リクエストを満たすために利用可能なリソース
を備える充分な数のコンピューティングノード１２０が存在するかどうかを判定する場合
があり、存在する場合、ＰＥＳＳＭ１モジュール１０は、ユーザの代わりに適当な量のコ
ンピューティングノード上でリクエストに対する１つ以上のプログラムの実行を開始する
場合がある。ユーザが１つ以上のコンピューティングノードの群上で１つ以上のプログラ
ムをさらに実行するリクエストを予定している場合、ＰＥＳＳＭモジュール１１０は、１
つ以上の将来の時間に１つ以上のプログラムを実行するための適切な量のコンピューティ
ングノードを即時に予約しようとする場合、および／または後の時間まで（例えば、１つ
以上の将来の時間が発生する時）、実行のためにどのコンピューティングノードを使用す
るかの判定を遅延する場合がある。例示される実施形態において、ＰＥＳＳＭモジュール
１１０が、ユーザリクエストのためにコンピューティングノードを割り当てることが不可
能な場合、リクエストは、プログラムが実行されない等、失敗する場合がある。そのよう
な場合、ユーザは、後で実行するために、失敗したリクエストを再送信する場合がある。
前述のように、いくつかの実施形態において、ユーザは、使用されるコンピューティング
ノードの数、使用されるコンピューティングノードの種類、コンピューティングノードが
使用される期間、コンピューティングノードが実施する特定の操作（例えば、データ転送
および／または記憶）等に基づいて等、ＰＥＳの使用に関連して多様な料金が課金される
場合がある。
【００２４】
　１つ以上のコンピューティングノードの群がユーザの代わりに１つ以上のプログラムを
実行する際に使用するために提供された後、コンピューティングノード群は、多様な様式
で管理される場合がある。例えば、前述のように、ＰＥＳＣＭＭモジュール１１５は、群
のコンピューティングノードによって提供されている実際のコンピューティングノード数
または実際のプログラム実行容量の他の測定値を含めて、コンピューティングノードのい
くつかまたは全ての性能特性を判定するため等、群のコンピューティングノードを監視す
る場合がある。群の実際のプログラム実行容量は、例えば、コンピューティングノードの
１つ以上が障害を発生またはそうでなければ利用不可能になると変化する場合があり、少
なくともいくつかの実施形態において、モジュール１１５は、そのような状況においてコ
ンピューティングノード群のプログラム実行容量を維持するために多様な操作を実施する
場合がある（例えば、利用不可能なコンピューティングノードの代わりに、群に置換コン
ピューティングノードの追加を開始することによって）。加えて、モジュール１１５は、
実際のコンピューティングノード数における変更を検出時、定期的等のように、コンピュ
ーティングノード群の公式記録のコンピューティングノード数を更新するために、コンピ
ューティングノード群の判定された実際のコンピューティングノード数についての情報を
使用する場合がある。
【００２５】
　加えて、ＰＥＳＳＭモジュール１１０はまた、多様な様式でコンピューティングノード
群を管理する際に支援する場合もある。例えば、前述のように、群に関連するユーザは、
多様な指定された条件が満たされた場合に、群に対して行われるコンピューティングノー
ド数の変更の種類を指定する、１つ以上の数修正トリガを以前に指定していた場合がある
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。その上、少なくともいくつかの実施形態において、群に関連するユーザは、群のコンピ
ューティングノードの数を変更することを含めて、多様な時点で関連するコンピューティ
ングノード群の操作に対する変更を動的に指定する場合がある。コンピューティングノー
ド群を管理することの一部として、モジュール１１０は、コンピューティングノード群の
所望のコンピューティングノード数を追跡し、コンピューティングノード群の公式記録の
コンピューティングノード数と、コンピューティングノード群の所望のコンピューティン
グノード数に定期的を調和する場合がある。そのような定期的調和は、予め定義されたユ
ーザ指定トリガのうちの１つ以上を満たすことから、および／または１つ以上の動的に指
定されたユーザ命令から等、総計期間中に発生するコンピューティングノード数へのリク
エストされた修正を追跡し、総計することを含む場合がある。期間の最後に、モジュール
１１０は、次いで、総計されたコンピューティングノード数修正を実施するかどうか、ど
のように実施するかを判定する場合があり、コンピューティングノード数修正の総計に基
づいて、所望のコンピューティングノード数を更新する場合がある。モジュール１１０は
次いで、総計されたコンピューティングノード数の修正を開始し、総計されたコンピュー
ティングノード数の修正からもたらされる新しい所望のコンピューティングノード数に一
致するように公式記録のコンピューティングノード数を更新することによって、所望コン
ピューティングノード数および公式記録のコンピューティングノード数の調和を完了する
場合がある。さらに、期間の最後に現在の実際のコンピューティングノード数が公式記録
のコンピューティングノード数と異なる場合、実際のコンピューティングノード数を考慮
して、現在の実際のコンピューティングノード数を現在所望のコンピューティングノード
に更新するように総計されたコンピューティングノード数の修正の開始が実施される等、
所望のコンピューティングノードおよび公式記録のコンピューティングノードの調和がさ
らに実施される場合がある。モジュール１１０は、指定の期間が経過する都度、最低量の
コンピューティングノード数の変更がリクエストされる都度等、反復してそのような定期
的調和アクティビティをさらに実施する場合がある。
【００２６】
　さらに、ＰＥＳＳＭモジュール１１０は、特定のコンピューティングノード群に関して
発生するイベントおよび特定のプログラム実行容量変更を追跡するために他のアクティビ
ティを実施する場合がある。プログラム実行容量変更情報のうちの少なくともいくつかは
、定期的または再帰的調和アクティビティの一部として、モジュール１１０によって開始
される動的なプログラム実行容量修正に対応する場合があり、任意選択的にいくつかの状
況において、ＰＥＳＣＭＭモジュール１１５によって実施される監視からのプログラム実
行容量変更情報（例えば、障害を発生またはそうでなければ利用不可能になるコンピュー
ティングノード、またはコンピューティングノード群のプログラム実行容量における他の
種類の検出された変更に対応する）をさらに含む場合がある。モジュール１１０は、実施
される定期的または他の再帰調和アクティビティに一致して、または代わりに他の時間に
等、特定の容量変更に対する因果関係または他の責任を特定のイベントに結論付けるため
に、多様な時点で自動判定をさらに行う場合がある。
【００２７】
　図１Ａの前述の例示的な実施形態は、多様なユーザのために多様な種類の機能を提供す
るＰＥＳに関して記載されるが、多様な他の実施形態が存在する場合があることが理解さ
れる。例えば、少なくともいくつかの実施形態において、コンピューティングノード１２
０のうちの単一の未使用部分（例えば、未使用の処理ユニットクロックサイクル、メモリ
の未使用部分等）は、第１のユーザの１つ以上のプログラムが、１人以上の他のユーザの
プログラムと単一のコンピューティングノードのリソースを共有している場合がある等、
１人以上のユーザによって使用するために利用可能になる場合がある。加えて、いくつか
の実施形態は、プログラム実行サービスおよびプログラム実行容量に関して記載されるが
、記載の技法は、多様な他の群のコンピューティングノードまたは他の種類のコンピュー
ティング関連リソースに対するアクセスを管理するために使用される場合があることが理
解される。複数のユーザによって使用されるために管理される場合がある他の種類のコン
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ピューティング関連リソースの例の非排他的リストとして、持続的データ記憶機能（例え
ば、ハードディスクドライブ等の不揮発性記憶装置）、一時的データ記憶機能（例えば、
ＲＡＭ等の揮発性メモリ）、メッセージ待ち行列および／または渡し機能、他の種類の通
信機能（例えば、ネットワークソケット、仮想通信回路等）、データベース管理機能、専
用帯域幅または他のネットワーク関連リソース、入力装置機能、出力装置機能、ＣＰＵサ
イクルまたは他の命令実行機能等が挙げられる場合がある。
【００２８】
　図１Ｂは、複数の物理的コンピューティングシステムを含む１つ以上のデータセンタを
使用するプログラム実行サービスが提供される場合がある実施形態を例示する。具体的に
は、図１Ｂは、プログラム実行サービスのＰＥＳＳＭモジュール１８０およびＰＥＳＣＭ
Ｍモジュール１６０が、１つ以上のデータセンタにある多様なコンピューティングシステ
ムを使用して、ユーザの代わりに１つ以上のプログラムの実行を管理する、例示的な実施
形態を例示するネットワーク図である。例示された例は、ＰＥＳによって使用されるデー
タセンタ１７０を含み、これは、データセンタ１７０に対して外部のインターネット１９
６に接続される。この例において、インターネット１９６は、非公開ネットワーク１９４
を介するコンピューティングシステム１９０、および直接アクセス可能なコンピューティ
ングシステム１９２等、多様な外部のコンピューティングシステムへのアクセスを提供す
る。非公開ネットワーク１９４は、例えば、非公開ネットワーク１９４に対して外部の非
特権コンピューティングシステムから全面的または部分的にアクセス不可能な企業ネット
ワークの場合がある。コンピューティングシステム１９２は、例えば、（例えば、電話ま
たはケーブルモデム、デジタル加入者回線（以下「ＤＳＬ」）等を介して）インターネッ
トに直接接続する家庭用コンピューティングシステムを含む場合がある。加えて、少なく
ともいくつかの実施形態においてＰＥＳによってさらに使用される場合があるように、イ
ンターネット１９６を介してデータセンタ１７０に接続される、１つ以上の他のデータセ
ンタ１９８が例示される。
【００２９】
　例示的なデータセンタ１７０は、いくつかの物理的なホストコンピューティングシステ
ム１７５、物理的なコンピューティングシステム１８２、ＰＥＳのＰＥＳＳＭモジュール
１８０、およびＰＥＳのＰＥＳＣＭＭモジュール１６０を含む。この例において、ホスト
コンピューティングシステム１７５は各々、複数の仮想マシン１７７ａおよびＶＭマネー
ジャ構成要素１７９ａを備えるホストコンピューティングシステム１７５ａに関して例示
されるように、複数の仮想マシンを提供し、それらの仮想マシン（例えば、ハイパーバイ
ザまたは他の仮想マシンモニタ）を管理するための仮想マシン（以下「ＶＭ」）マネージ
ャ構成要素を有する。他のホストコンピューティングシステム１７５ｂは、そのような構
成要素を同様に含む場合があるが、それらの他の構成要素は簡潔性のために例示されず、
コンピューティングシステム１８２のいくつかまたは全ては、任意選択的に、１つ以上の
そのような仮想マシンおよび／またはＶＭマネージャ構成要素（図示せず）を同様に有す
る場合がある。ホストコンピューティングシステムによって提供される仮想マシンの各々
は、ホストコンピューティングシステム上の第１の仮想マシンコンピューティングノード
を第１のユーザのための第１のコンピューティングノード群の一部にし、その同じホスト
コンピューティングシステム上の第２の仮想マシンコンピューティングノードを第２のユ
ーザのための第２のコンピューティングノード群の一部にする等、ＰＥＳのための別個の
コンピューティングノードとして使用される場合がある。代替として、他の実施形態にお
いて、データセンタにある物理的ホストコンピューティングシステムのいくつかまたは全
ては、そうではなく、ＰＥＳのエンドユーザ顧客の代わりに１つ以上のプログラムを実行
するコンピューティングノードとして直接機能する等、仮想マシンを一切提供しない場合
がある。さらに、いくつかの実施形態において、多様なコンピューティングシステム１７
５および１８２は、異なる機能を有する場合、異なる使用関連料金を有する場合、異なる
種類のユーザプログラム（例えば、異なるサイズの仮想マシンソフトウェアの画像インス
タンス、または異なるパターンのＩ／Ｏおよびメモリのアクセスならびにネットワーク使
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用量等の、異なる種類のリソース条件および／またはコンピューティングリソース使用量
を有するプログラム）をサポートする場合等がある。そうである場合、特定のユーザおよ
び／またはそれらのプログラムは、１つ以上のそのような因子に従って（例えば自動的に
）グループ化される場合があり、特定のプログラムを実行するためにどのコンピューティ
ングシステムを選択するかに関して、制約条件および／または優先条件としてさらに使用
される場合がある。例示的データセンタ１７０はさらに、スイッチ、エッジルータ、コア
ルータ等の複数のネットワーキングデバイス（図示せず）を含む場合がある内部ネットワ
ーク１７２を含み、コンピューティングシステム１７５および１８２、ＰＥＳＣＭＭモジ
ュール１６０、ならびにＰＥＳＳＭモジュール１８０は、内部ネットワーク１７２に接続
される。多様なホストコンピューティングシステム１７５および他のコンピューティング
システム１８２は、共通のバックプレーンまたは他の相互接続媒体を共有するラックの中
にグループ化されることを含む、多様な様式で配置される場合がある。さらに、モジュー
ル１６０および１８０の各々は、１つ以上のコンピューティングシステム（図示せず）を
使用して実行される場合がある。
【００３０】
　例示されるＰＥＳＳＭモジュール１８０およびＰＥＳＣＭＭモジュール１６０は、他の
部分に詳細を記載するように、コンピューティングシステム１７５および１８２を使用し
て提供されるコンピューティングノードの群上でのプログラムの実行を管理するために、
記載の技法の少なくともいくつかを実施する。特定のコンピューティングノードがユーザ
の１つ以上のプログラムを実行するために選択される時、ＰＥＳＳＭモジュールは、いく
つかの実施形態において、その選択されたコンピューティングノードに対してプログラム
の実行を制御する、ＶＭマネージャ構成要素または他のマネージャ構成要素と相互作用す
ることによって、それらのプログラムの実行を開始する場合、または代替として、選択さ
れたコンピューティングノード上でプログラムを直接実行する場合がある。ＰＥＳのユー
ザは、ＰＥＳＳＭモジュール１８０と相互作用するために、コンピューティングシステム
１９０または１９２、あるいは他のデータセンタ１９８のうちの１つにあるコンピューテ
ィングシステム等、多様なコンピューティングシステムを使用する場合がある。
【００３１】
　図１Ｂのデータセンタは、例示の目的のみに提供され、プログラム実行サービスまたは
他のソフトウェア実行サービスは、他の実施形態において他の様式で提供される場合があ
ることが理解される。例えば、ＰＥＳＳＭモジュール１８０および／またはＰＥＳＣＭＭ
モジュール１６０は、その代わりに、コンピューティングシステム１９０、１９２または
データセンタ１９８で等、データセンタ１７０に対して外部にある１つ以上の他のコンピ
ューティングシステムを使用して提供される場合がある。
【００３２】
　図２Ａは、ＰＥＳＳＭモジュールおよび／またはＰＥＳＣＭＭモジュールの実施形態に
よって自動的に実施される場合がある技法等、例示的なユーザの１つ以上のプログラムを
実行するために提供される、コンピューティングノードの例示的群を管理するための技法
の例を例示する。具体的には、この例において、特定のユーザ（以下ユーザＵＵＵと称す
、図２Ａには図示せず）は、実行中プログラムによって提供されるサービスによって受信
されたリクエストを処理するために、代替のコンピューティングノードとして機能する等
（例えば、群の複数のコンピューティングノード全体でサービスのコンピューティング負
荷をバランスするために）、ユーザの代わりに指示されたプログラムのコピーを各々実行
する複数のコンピューティングノードの群の使用を開始していた。時系列グラフ２１０に
例示されるように、ユーザは、時間Ｔ１に、コンピューティングノード群が提供されるこ
とをリクエストしており、群の初期の所望のコンピューティングノード数２１５ａを８つ
のコンピューティングノードに指定している。情報２５０は、初期のリクエスト時等、ユ
ーザがコンピューティングノード群に指定していた多様なユーザ定義のトリガを示す。加
えて、時系列グラフ２０５は、コンピューティングノード群のために追跡され、トリガ２
５０が満たされるかどうかを判定するために使用される２つの例示的な種類の性能特性に
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ついての情報を例示し、これは、この例においては、コンピューティングノード群の総計
平均ＣＰＵ利用２０５ａおよびコンピューティングノード群の総計平均ネットワーク帯域
幅利用２０５ｂを含む。
【００３３】
　コンピューティングノード群の提供を開始するという受信されたユーザリクエストに対
応する、時間Ｔ１でのイベントＥ１に応じて、例示的ＰＥＳ（図示せず）は、初期の所望
のコンピューティングノード数に従って、初期に８つのコンピューティングノードを含む
、ユーザのためのコンピューティングノード群を開始する。加えて、コンピューティング
ノード群の公式記録のコンピューティングノード数２２５は、同様に、８つのコンピュー
ティングノードに設定される。しかしながら、時系列グラフ２１０に示されるように、コ
ンピューティングノードの各々上でＰＥＳまたはユーザによってプログラムコピーを実行
させることを含め、コンピューティングノード群の一部として使用するためにコンピュー
ティングノードをプロビジョンし、利用可能にするためには多少の時間がかかるので、８
つのコンピューティングノードは実際には即時に利用可能ではない。具体的には、時間Ｔ
１後に初期時間が経過した後、コンピューティングノード群のプログラム実行容量におけ
る変更Ｃ１　２５５が発生し、これは、時間Ｔ１で開始させられた後、およそ時間Ｔ２で
完了し、８つのコンピューティングノードのうちの最初の４つが利用可能になることに対
応する。したがって、コンピューティングノード群に追跡される実際のコンピューティン
グノード数２２０は、その時に０から４に増加する。加えて、同時にまたはその直後に、
時系列グラフ２０５は、総計平均ＣＰＵ利用２０５ａおよび総計平均ネットワーク帯域幅
利用２０５ｂの性能特性は、群の利用可能なコンピューティングノードの操作に基づいて
追跡されることが開始することを示す。
【００３４】
　この例において、ＰＥＳ（または他の第三者システム）は、性能特性２０５ａおよび２
０５ｂならびに実際のコンピューティングノード数２２０情報が最新様式に維持されるよ
うに、実質的に継続様式で群のコンピューティングノードの監視を実施する。しかしなが
ら、この例において、コンピューティングノード群のコンピューティングノード数に対す
る少なくともいくつかの種類の動的修正は、総計期間２６０中に少なくともいくつかの種
類のリクエストされた修正を総計し、それぞれ所望のコンピューティングノード数、実際
のコンピューティングノード数、および公式記録のコンピューティングノード数２１５、
２２０および２２５間で、総計期間の最後に調和アクティビティを実施する等、定期的に
のみ実施される。したがって、第１の総計期間２６０ａ中、コンピューティングノード群
のコンピューティングノード数に追加の変更２５５が発生する。例えば、最初の４つのコ
ンピューティングノードを利用可能にする変更Ｃ１の後、およそ時間Ｔ３に完了される次
の変更Ｃ２は、コンピューティングノード群の一部として使用するために利用可能になる
３つの追加のコンピューティングノードに対応する。
【００３５】
　しかしながら、この例において、初期にリクエストされた第８のコンピューティングノ
ードは、初期に選択されたコンピューティングノードに伴うハードウェア障害に起因して
等、適時に利用可能にならない（または、代わりに他の状況において、コンピューティン
グノード群で使用されるために時間Ｔ１では７つのコンピューティングノードだけが利用
可能であることに起因して、第８のコンピューティングノードは、後で利用可能になると
直ちに動的に追加される）。したがって、イベントＥ２　２６５は、およそ時間Ｔ４で、
変更Ｃ２の後直ちに発生することが示され、ＰＥＳは、必要に応じて（例えば、中間状態
においてフリーズした場合）本来の第８のコンピューティングノードを終了し、置換の第
８のコンピューティングノードの提供を開始する。図２Ｂに関して詳細を記載するように
、この例において、ＰＥＳは、初期の第８のコンピューティングノードを追加することに
対応する、変更Ｃ１０ａを時間Ｔ１に開始しているが、その変更Ｃ１０ａは、追加され、
利用可能になる実際の第８のコンピューティングノードの完了に失敗し、そのために、変
更Ｃ１０ａは、時系列グラフ２１０の実際のコンピューティングノード数２２０に反映さ
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れず、図２Ａにも示されない。そうではなく、この例において、イベントＥ２は、同時ま
たはほぼ同時に発生する、２つの別個のイベントＥ２ａおよびＥ２ｂ（それぞれ図示せず
）に分割される。具体的には、ＰＥＳは、この例において、（例えば、指定期限内に）正
しく開始することに失敗している第８のコンピューティングノードに対応する、イベント
Ｅ２ａを時間Ｔ４に記録し、ＰＥＳは、正しく開始することに失敗した初期の第８のコン
ピューティングノードを終了するように、時間Ｔ４で変更Ｃ１０ｂ（図示せず）を自動的
に開始する。さらに、この例において、イベントＥ２ａの結果として発生する、初期の第
８のコンピューティングノードの実際の終了は、それ自体、置換の第８のコンピューティ
ングノードの即時提供を自動的に開始する、別のイベントＥ２ｂとして時間Ｔ４で処理さ
れる。そのような一連のイベントおよび対応する変更の結果は、第１のイベントの変更か
らの結果がそれ自体、別の変更を生じさせる第２のイベントとして処理される場合がある
ように、他の部分に詳細を記載するように、イベントと対応する変更結果との間の相互関
係を追跡する際に多様な利益を提供する場合がある。その後、イベントＥ２ｂに基づいて
時間Ｔ４に開始し、時間Ｔ５に完了する、変更Ｃ３　２５５は、置換の第８のコンピュー
ティングノードがコンピューティングノード群の一部として使用するために利用可能にな
るので、実際のコンピューティングノード数を７から８にもたらす。
【００３６】
　コンピューティングノード群の第８のコンピューティングノードが総計期間２６０ａの
部分で意図した様式で操作した後、コンピューティングノードのうちの１つが失敗してい
る、あるいは利用不可能になっていることによって促されて、実際のコンピューティング
ノード数２２０における別の変更Ｃ４　２５５は、およそ時間Ｔ７で発生する。対応する
イベントＥ３　２６５は、変更Ｃ４とほぼ同時に発生し、その中で、ＰＥＳは、必要に応
じて利用不可能なコンピューティングノードを終了し、任意選択的に、置換コンピューテ
ィングノードの提供を自動的に開始する。具体的には、イベントＥ２に関して上述した様
式と同様な様式で、イベントＥ３は、この例において、同時またはほぼ同時に発生する、
イベントＥ３ａおよびＥ３ｂ（独立して図示せず）に分割される。このように、ＰＥＳは
、この例において、利用不可能になったことが検出されているコンピューティングノード
に対応するイベントＥ３ａを時間Ｔ７に記録し、ＰＥＳは、変更Ｃ４を直接発生させる等
、利用不可能なコンピューティングノードを終了するためのアクティビティを時間Ｔ７で
自動的に開始する。さらに、この例において、イベントＥ３ａの結果として発生する、利
用不可能なコンピューティングノードの終了は、それ自体、およそ時間Ｔ７で、置換のコ
ンピューティングノードの即時提供を自動的に開始する別個のイベントＥ３ｂとして処理
されるが、他の実施形態および状況において、置換コンピューティングノードの任意のそ
のような提供は、そうではなく、総計期間２６０ａの最後に実施される調和アクティビテ
ィＨ１まで延期される。その後、この例において、イベントＥ３ｂによって直接発生させ
られる、実際のコンピューティングノード数を８に戻す、変更Ｃ５　２５５は、置換コン
ピューティングノードがコンピューティングノード群の一部として使用するために利用可
能になると、およそ時間Ｔ９で完了される。この例において、公式記録のコンピューティ
ングノード数２２５は、変更Ｃ４およびＣ５にも、以前の変更Ｃ１～３にも対応するよう
に一時的に更新されないが、他の実施形態において、公式記録のコンピューティングノー
ド数２２５は、更新された実際のコンピューティングノード数２２０と一致する状態に公
式記録のコンピューティングノード数２２５を継続または反復して維持するために、いく
つかまたは全てのそのような変更を反映するように更新される場合がある。指定されたト
リガ２５０は全く満たされない、および動的に指定されたユーザ指示は全く受信されない
ことを含めて、他のコンピューティングノード容量の利用可能性の変更またはイベントは
、この例において、総計期間２６０ａの残りの間は全く発生しない。したがって、期間２
６０ａの最後の時間Ｔ１１で、調和アクティビティの第１のセットＨ１が考慮されるが、
それぞれ現在所望のコンピューティングノード、実際のコンピューティングノード、およ
び公式記録のコンピューティングノード２１５、２２０、および２２５は、全て８つのコ
ンピューティングノードに一致するため、アクティビティは全く必要とされない。利用不
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可能なコンピューティングノードを置換する変更Ｃ５が、この例に例示されるように総計
期間２６０ａ中に実施されなかった場合、そうではなく、（例えば、総計期間２６０ａ中
にリクエストまたは開始された任意の他の動的な利用可能性の変更に伴って）その時間に
利用不可能なコンピューティングノードを置換するために、総計期間後に調和アクティビ
ティＨ１の一部として開始される。
【００３７】
　しかしながら、第２の総計期間２６０ｂ中、追加のイベントは確かに発生する。具体的
には、イベントＥ５　２６５は、時系列グラフ２０５に平均総計ＣＰＵ利用２０５ａの線
上の最初の黒い楕円で図に例示されるように、トリガＴＲ－１　２５０ａが増加する総計
平均ＣＰＵ利用２０５ａによって満たされたというＰＥＳによる自動決定に対応して、お
よそ時間Ｔ１６で最初に発生する。トリガＴＲ－１が満たされると、１２の合計のリクエ
ストされた所望のコンピューティングノード数２１５ｃに対して、所望のコンピューティ
ングノード数２１５を４つのコンピューティングノードだけ増加するというリクエストを
開始する（または代替として、現在所望のコンピューティングノード数に関係なく、更新
された所望のコンピューティングノード数が１２に設定されるようにリクエストすること
ができる）。同様に、さらに追加の時間が経過した後、イベントＥ６　２６５は、次に、
時系列グラフ２０５に総計平均ネットワーク帯域幅利用２０５ｂ線上の黒い楕円で図に例
示されるように、トリガＴＲ－Ｎ２５０ｃが増加総計平均ネットワーク帯域幅利用２０５
ｂによって満たされたという判定に対応して、およそ時間Ｔ１８に発生する。トリガＴＲ
－Ｎが満たされると、合計１０のリクエストされた所望のコンピューティングノード数２
１５ｄに対して、所望のコンピューティングノード数２１５を２つのコンピューティング
ノードだけ増加するというリクエストを開始する（または代替として、現在所望のコンピ
ューティングノード数に関係なく、更新された所望のコンピューティングノード数が１０
に設定されるようにリクエストすることができる）。短い追加時間が経過した後、イベン
トＥ４　２６５は、およそ時間Ｔ１９で発生し、その中で、コンピューティングノード群
に関連するユーザは、合計で１１のリクエストされた所望のコンピューティングノード数
２１５ｂに対して、所望のコンピューティングノード数２１５を３つのコンピューティン
グノードだけ増加するように動的に指定されたリクエストを提供する（または、代替とし
て、現在所望のコンピューティングノード数に関係なく、更新された所望のコンピューテ
ィングノード数は１１に設定されるようにリクエストすることができる）。このリクエス
トは、例えば、総計平均ＣＰＵ利用２０５ａが高い、コンピューティングノード群上の合
計のコンピューティング負荷が増加している等というユーザ通知に基づいて行われる場合
がある。
【００３８】
　最後に、総計期間２６０ｂの終了直前に、障害が発生している、またはそうでなければ
利用不可能になっている群のコンピューティングノードのうちの１つによって促され、追
加の変更Ｃ６は、およそ時間Ｔ２０に発生する。対応するイベントＥ９は、変更Ｃ６とほ
ぼ同時に発生し、その中で、ＰＥＳは、必要に応じて利用不可能なコンピューティングノ
ードを終了する。この例において、しかしながら、置換コンピューティングノードの提供
を即時に開始するのではなく、コンピューティングノード群の中のコンピューティングノ
ードの数は、それらの調和アクティビティに基づいて削減され、置換コンピューティング
ノードは必要がなくなるため、ＰＥＳは、近い将来の第２のセットＨ２の調和アクティビ
ティが時間Ｔ２１で開始されるまで待機することを判定する（例えば、時間Ｔ２１までの
残りのわずかな量の時間に基づいて、置換コンピューティングノードを提供することのそ
のような延期は、使用中に利用不可能になる任意のコンピューティングノードのデフォル
ト動作であることに基づいて等）。他の実施形態において、ＰＥＳは、そうではなく、置
換コンピューティングノードの提供を即時に開始する場合がある（例えば、任意の状況に
おいて利用不可能なコンピューティングノードの置換を延期しないことに基づいて、所望
のコンピューティングノード数が、調和アクティビティＨ２の一部として、減少するので
はなく増加する可能性が高いことに起因して、この状況において利用不可能なコンピュー
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ティングノードの置換を延期しないことに基づいて、ユーザが後の時間Ｔ３まで８つのコ
ンピューティングノードに対して既に支払を済ませていること等の他の因子に起因して、
この状況において利用不可能なコンピューティングノードの置換を延期しないことに基づ
いて等）。この例において、イベントＥ２およびＥ３に関して上述の様式に同様な様式で
、イベントＥ９は、同時またはほぼ同時に発生する、２つの別個のイベントＥ９ａおよび
Ｅ９ｂ（別々に図示せず）に分割される。このように、ＰＥＳは、この例において、利用
不可能になったことが検出されているコンピューティングノードに対応するイベントＥ９
ａを時間Ｔ２０で記録し、ＰＥＳは、変更Ｃ６を直接発生させる等、利用不可能なコンピ
ューティングノードを終了するためのアクティビティを時間Ｔ２０で自動的に開始する。
さらに、この例において、イベントＥ９ａの結果として発生する、利用不可能なコンピュ
ーティングノードの終了はそれ自体、所望のコンピューティングノード数２１５を８つの
コンピューティングノードの所望の数２１５ａに維持するように等、置換コンピューティ
ングノードとして使用する群の追加のコンピューティングノードのリクエストを開始する
ための別のイベントＥ９ｂとしておよそ時間Ｔ２０で処理される。この例において、イベ
ントＥ９ｂのリクエストは、イベントＥ４～Ｅ６と同様な様式で処理され、現在の総計期
間２６０ｂの最後で実施される調和アクティビティＨ２まで延期されるが、他の実施形態
および状況においては、置換コンピューティングノードのそのような提供は、そうではな
く、即時に開始される場合がある。加えて、この例において、公式記録のコンピューティ
ングノード数２２５は、変更Ｃ４およびＣ５に関して前述した様式に同様な様式で、変更
Ｃ６に対応するようには更新されないが、他の実施形態において、公式記録のコンピュー
ティングノード数２２５は、そのような変更を反映するように更新される場合がある。
【００３９】
　したがって、第２の総計期間２６０ｂの最後に、調和アクティビティＨ２が開始され、
この場合、コンピューティングノード群への動的修正となる。具体的には、この例のＰＥ
Ｓは、イベントＥ４、Ｅ５、Ｅ６およびＥ９ｂに対する多様なリクエストされた所望のコ
ンピューティングノード数２１５ｂ、２１５ｃ、２１５ｄおよび２１５ａに対応するリク
エストされた修正を総計し、先行の所望の８つのコンピューティングノード数２１５ａに
動的総計数修正を行うと判定し、この例の動的総計数修正は、更新された現在所望の１２
のコンピューティングノード数２１５ｅに対応するように、４つの追加のコンピューティ
ングノードの増加（リクエストされた数修正の最大をとることに基づいて）である。他の
実施形態において、動的総計数修正は、イベントＥ９ｂに従い先行の所望のコンピューテ
ィングノード数２１５ａを維持するように動的総計数修正を選択するように（例えば、現
在の実際のコンピューティングノード数から１つのコンピューティングノードの増加とな
る）、イベントＥ４～Ｅ６のリクエストされた数修正の最小をとるように（例えば、現在
所望のコンピューティングノード数から２つのコンピューティングノードの増加となる）
、イベントＥ４～Ｅ６のリクエストされた数修正の平均をとるように（例えば、現在所望
のコンピューティングノードから３つのコンピューティングノードの増加となる）、イベ
ントＥ４～Ｅ６のリクエストされた数修正の集積をとる（例えば、現在所望のコンピュー
ティングノード数から９つのコンピューティングノードの増加となる）、イベントＥ４～
Ｅ６のリクエストされた数修正の最高優先度をとる（例えば、例えば、Ｅ４のユーザ命令
がイベントＥ５およびＥ６のトリガを満たすことよりも高い優先度であるとみなされる場
合、現在所望のコンピューティングノード数から３つのコンピューティングノードの増加
となる）イベントＥ４～Ｅ６のリクエストされた数修正の第１のリクエストまたは最後の
リクエストをとる（例えば、現在所望のコンピューティングノード数から、それぞれ、４
つまたは３つのコンピューティングノードの増加となる）ように等、他の様式で判定され
る場合がある。ユーザ命令イベントがトリガを満たすイベントよりも高い優先度を持つ（
例えば、ユーザ命令は、トリガを満たすイベントからのどのリクエストされた動的修正も
必ずオーバーライドする場合）いくつかの実施形態および状況において、ＰＥＳはさらに
、この例において、ユーザ命令がイベントＥ４のために受信された後、トリガを満たすイ
ベントをすべて無視する（または決して判定しない）ように、ユーザ命令イベントが受信
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された後、総計期間中に追加のトリガを満たすイベントが発生することを阻止する場合が
ある。さらに、この例において、現在の実際のコンピューティングノード数および公式記
録のコンピューティングノード数２２０および２２５は、調和アクティビティＨ２の時点
では、それぞれ７つおよび８つのコンピューティングノードと異なる。したがって、調和
アクティビティＨ２の一部として、ＰＥＳは、７つの現在の実際のコンピューティングノ
ード数から、１２の新しい更新された所望のコンピューティングノード数に上昇するよう
に、コンピューティングノード群のために５つの追加のコンピューティングノードを提供
することを開始し、さらに、１２の新しい更新された所望のコンピューティングノード数
に一致するように、公式記録のコンピューティングノード数２２５を更新する。このため
、この例において、５つのコンピューティングノードの容量の利用可能性の変更は、イベ
ントＥ９ｂに従い、変更Ｃ７に関して利用不可能になった１つのコンピューティングノー
ドを置換することによって、ならびに、イベントＥ４、Ｅ５およびＥ６から判定された総
計数修正に対応する４つの追加のコンピューティングノードの増加によって、間接的に発
生する。
【００４０】
　第３の総計期間２６０ｃ中、追加のイベントおよびコンピューティングノード容量の利
用可能性の変更がさらに発生する。具体的には、変更Ｃ７は、およそ時間Ｔ２２で完了し
、この中で、現在利用可能なコンピューティングノードの数は、時間Ｔ２１で利用可能性
が開始された５つの追加のコンピューティングノードを反映するように、５つ増加して合
計で１２のコンピューティングノードになり、実際のコンピューティングノード数２２０
はこれに応じて更新される。時系列グラフ２０５に示されるように、総計平均ＣＰＵ利用
２０５ａおよび総計平均ネットワーク帯域幅利用２０５ｂの両方は、変更Ｃ７後に減少し
、総計平均ＣＰＵ利用２０５ａは急速に低下し、具体的には、この例において、総計平均
ＣＰＵ利用２０５ａは最終的に、トリガ２５０ｂに指定された条件に対応する２０％の閾
値未満に低下し、トリガＴＲ－３　２５０ｂが満たされたという判定を含む、イベントＥ
８を発生させ、時系列グラフ２０５において、総計平均ＣＰＵ利用２０５ａ線上の第２の
黒い楕円で図に例示される。トリガが満たされると、合計１０のリクエストされた所望の
コンピューティングノード数２１５ｆに対して、所望のコンピューティングノード数２１
５を２つのコンピューティングノードだけ減少するというリクエストを開始する（または
代替として、現在所望のコンピューティングノード数に関係なく、更新された所望のコン
ピューティングノード数が１０に設定されるようにリクエストすることができる）。
【００４１】
　最終的に、追加の変更Ｃ８は、およそ時間Ｔ２８の総計期間２６０ｃの終了直前に、障
害が発生または利用不可能になっている群のコンピューティングノードのうちの１つによ
って促され、発生する。対応するイベントＥ１０は、変更Ｃ８とほぼ同時に発生し、その
中で、ＰＥＳは、必要に応じて利用不可能なコンピューティングノードを終了する。変更
Ｃ６の様式に同様な様式で、ＰＥＳは、この例において、利用不可能なコンピューティン
グノードの置換を即時に開始するのではなく、第３のセットＨ３の調和アクティビティが
時間Ｔ３１で開始されるまで待機しようとするが（例えば、イベントＥ８は、その時点で
コンピューティングノード群のコンピューティングノードの所望の数が削減されることを
可能にする、またはその可能性を高くするため）、他の実施形態において、ＰＥＳはそう
ではなく、置換コンピューティングノードの提供を即時に開始する場合がある。具体的に
は、イベントＥ２、Ｅ３およびＥ９に関して上述の様式に同様な様式で、イベントＥ１０
は、この例において、同時またはほぼ同時に発生する、２つの別個のイベントＥ１０ａお
よびＥ１０ｂ（別々に図示せず）に分割される。このように、ＰＥＳは、この例において
、利用不可能になったことが検出されているコンピューティングノードに対応するイベン
トＥ１０ａを時間Ｔ２８で記録し、ＰＥＳは、変更Ｃ８を直接発生させる等、利用不可能
なコンピューティングノードを終了するためのアクティビティを時間Ｔ２８で自動的に開
始する。さらに、この例において、イベントＥ１０ａの結果として発生する、利用不可能
なコンピューティングノードの終了はそれ自体、所望のコンピューティングノード数２１
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５を１２のコンピューティングノードの所望の数２１５ｅに維持するように等、置換コン
ピューティングノードとして使用するために群の追加のコンピューティングノードのリク
エストを開始する、別のイベントＥ１０ｂとしておよそ時間Ｔ２８で処理される。この例
において、イベントＥ１０ｂのリクエストは、イベントＥ９ｂと同様な様式において処理
され、現在の総計期間２６０ｃの最後で実施される調和アクティビティＨ３まで延期され
るが、他の実施形態および状況においては、置換コンピューティングノードのそのような
提供は、そうではなく、即時に開始される場合がある。加えて、この例において、公式記
録のコンピューティングノード数２２５は、変更Ｃ４～Ｃ６に関して前述した様式に同様
な様式において、変更Ｃ８に対応するようには更新されないが、他の実施形態において、
公式記録のコンピューティングノード数２２５は、そのような変更を反映するように更新
される場合がある。
【００４２】
　したがって、第３の総計期間２６０ｃの最後に、調和アクティビティＨ３が開始され、
コンピューティングノード群への変更となる。具体的には、この例のＰＥＳは、この例に
おいてイベントＥ８およびＥ１０ｂだけである、期間２６０ｂ中に発生していたイベント
に対応するリクエストされた修正を総計し、更新された現在所望の１０のコンピューティ
ングノード数２１５ｇに対応するように、この例においてコンピューティングノードを２
つ減少することになる、先行の所望の１２のコンピューティングノード数２１５ｅに動的
総計数修正を行うと判定する。さらに、現在の実際のコンピューティングノード数および
公式記録のコンピューティングノード数２２０および２２５は、調和アクティビティＨ３
の時点で、それぞれ１１のコンピューティングノードおよび１２のコンピューティングノ
ードと異なる。したがって、調和アクティビティＨ３の一部として、ＰＥＳは、現在の実
際のコンピューティングノード限界が１１であることを考慮して、コンピューティングノ
ード群から既存のコンピューティングノードのうちの１つを削除するように、現在所望の
実際の１０のコンピューティングノード数に到達するよう、現在公式の１２のコンピュー
ティングノード数の変更を開始する（例えば、任意選択的に既に開始したいくつかまたは
全ての動作が完了後に、削除されたコンピューティングノード上のプログラムの実行を終
了し、そのコンピューティングノードを他のユーザによる他の将来の使用のために利用可
能にする）。このように、この例において、時間Ｔ３１で既存のコンピューティングノー
ドのうちの１つを削除するという容量の利用可能性の変更は、イベントＥ１０ｂに関して
１つの群コンピューティングノードの終了によって、ならびにイベントＥ８に対応する２
つのコンピューティングノードのリクエストされた減少によって、間接的に発生する。Ｐ
ＥＳはさらに、新しい更新された所望の１０のコンピューティングノード数に一致するよ
うに、公式記録のコンピューティングノード数２２５を更新する。Ｔ３１の直後に、最後
の変更Ｃ９は、およそ時間Ｔ３２で完了し、この中で、現在利用可能なコンピューティン
グノードの数は、時間Ｔ３１でコンピューティングノード群からの削除が開始したコンピ
ューティングノードを反映するように、合計で１０のコンピューティングノードになるよ
うに１つ削減され、実際のコンピューティングノード数２２０はこれに応じて更新される
。他の実施形態において、変更Ｃ９は、削除されるコンピューティングノードがコンピュ
ーティングノード群のさらなるアクティビティから即時に排除される場合等、変更を行う
という判定後の実質的に即時の時間Ｔ３１に発生する場合があるが、それでも一方で、削
除されたコンピューティングノードは、一時的に実行中かつ操作の実施を継続するために
利用可能である。
【００４３】
　加えて、調和アクティビティＨ１、Ｈ２、およびＨ３はこの例において時間の単一点で
発生すると例示されているが、いくつかまたは全ての調和アクティビティは、一定期間に
わたって実際に発生する場合があり、さらに一定期間にわたって続行する他の効果を有す
る場合がある。例えば、少なくともいくつかの実施形態において、ＰＥＳによって開始さ
れるコンピューティングノード群のプログラム実行容量への何らかまたは全ての変更は、
一時的なロックダウン期間になる場合があり、少なくともいくつかの他の種類のイベント
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または変更が可能ではない場合がある。そのようなロックダウンを発生させる場合がある
、ＰＥＳが指示するプログラム実行容量変更として、例えば、調和アクティビティの一部
として開始されるプログラム実行容量増加および／または減少（例えば、新しいコンピュ
ーティングノードを追加、既存のコンピューティングノードを削減する等）、ならびに／
あるいはＰＥＳ判定に応答して即時に開始されるプログラム実行容量変更（例えば、コン
ピューティングノード障害、ユーザ命令の受信、ユーザ指定のトリガが満たされること等
）を挙げることができる。そのようなロックダウンは、多様な種類の期間を有する場合が
あり（例えば、追加されているコンピューティングノードが利用可能になるまで等、指定
の結果または発生まで、追加されているコンピューティングノードが利用可能になるまで
の平均または予測時間等の指定された期間等）、いくつかの実施形態においては、ＰＥＳ
が開始した変更の種類に基づいて変動する場合がある。そのようなロックダウン中、少な
くともいくつかの種類のイベントまたは変更は、ロックダウン期間中、ユーザ指定のトリ
ガが満たされることを可能にしない（または任意のそのようなトリガが満たされたことを
無視することによって）、および／またはロックダウン期間中、ユーザ命令が受容される
ことを可能にしない（または任意のそのようなユーザ命令を無視することによって）等、
可能ではない場合がある。さらに、いくつかの実施形態において、コンピューティングノ
ード群に関連するユーザは同様に、ロックダウンの後に続く、またはそうではなく他の時
間に有効になる、指定された時間量の冷却期間等、ロックダウンの様式と同様の様式にお
いて操作する冷却期間を同様に指定する場合がある。ロックダウンと同様に、冷却期間中
、少なくともいくつかの種類のイベントまたは変更は、冷却期間中にユーザ指定のトリガ
が満たされることを可能にしない（または任意のそのようなトリガが満たされたことを無
視することによって）等、可能ではない場合がある。ユーザおよび／またはＰＥＳは、他
の実施形態において他の様式でコンピューティングノード群への修正を制御する場合があ
ることが理解される。
【００４４】
　このため、この様式において、ＰＥＳは、多様な状況に基づいて、コンピューティング
ノード群に対する多様な動的修正を行うことを含め、コンピューティングノードの群によ
ってユーザに提供されるプログラム実行容量を管理するように操作する。図２Ａに例示さ
れるイベントおよび変更は、例示の目的のために提供され、その実際のイベント、変更お
よびＰＥＳの他の操作は、他の実施形態および状況において異なる場合があることが理解
される。
【００４５】
　図２Ｂは、ＰＥＳＳＭモジュールの実施形態によって自動的に実施される場合がある技
法等、図２Ａに関して前述した動的コンピューティングノード数修正に因果関係情報を自
動的に結論付けるための技法の例を例示する。具体的には、図２Ｂは、図２Ａに例示され
る情報のうちのいくつかに対応する情報を記憶する２つの例示的なデータベーステーブル
データ構造を例示し、図２Ｂの例示的テーブル２８０は、図２Ａの例示的なコンピューテ
ィングノード群（図２Ｂにおいて「群１」と呼ばれる）に発生した例示的なコンピューテ
ィングノード容量の利用可能性の変更に関する多様な情報を記憶し、図２Ｂの例示的なテ
ーブル２９０は、図２Ａの例示的なコンピューティングノード群「群１」に発生した例示
的なイベントに関する多様な情報を記憶する。
【００４６】
　例示的なテーブル２８０は、図２Ａに関して記載される例示的な変更Ｃ１～Ｃ１０のう
ちの１つに各々対応する、多様な行またはエントリ２８５ａ～２８５ｋを含み、多様なフ
ィールドまたは列２８０ａ～２８０ｘは各行に例示される。具体的には、この例において
、各行は、固有の識別子（以下「ＩＤ」）２８０ａ、変更に対応する適用可能なコンピュ
ーティングノード群のＩＤ２８０ｂ、プログラム実行容量変更の種類２８０ｃ、プログラ
ム実行容量変更の意図された結果の指示２８０ｄ、変更についての多様な詳細２８０ｅ、
変更の開始および終了時間２８０ｆおよび２８０ｇ、変更が発生またはそうでなければ変
更が関連する総計期間２８０ｈ（この例において、総計期間の最後に実施される調和アク
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ティビティに基づいて呼ばれる）、変更イベント結合ＩＤ２８０ｘ、および任意選択的に
多様な他の情報を含む。１つの例証例として、行２８５ａは、群１の変更Ｃ１に対応し、
これは、総計期間Ｈ１中の時間Ｔ０２に完了される４つのコンピューティングノードの増
加に関与する、群１のコンピューティングノード数における変更に対応する。他の行は同
様な情報を含む。
【００４７】
　例示的なテーブル２９０は、図２Ａに関して記載の例示的なイベントＥ１～Ｅ１０のう
ちの１つに各々対応する、多様な行またはエントリ２９５ａ～２９５ｍを含み、多様なフ
ィールドまたは列２９０ａ～２９０ｘは各行に例示される。具体的には、この例において
、各行は、固有の識別子（以下「ＩＤ」）２９０ａ、イベントに対応する適用可能なコン
ピューティングノード群のＩＤ２９０ｂ、イベントの種類２９０ｃ、イベントの発生源に
ついての情報２９０ｄ、イベントの時間２９０ｅ、イベントが発生またはイベントが関連
する総計期間２９０ｆ（この例において、総計期間の最後に実施される調和アクティビテ
ィに基づいて称される）、変更イベント結合ＩＤ２９０ｘ、および任意選択的に多様な他
の情報（例えば、受信されたユーザ命令に関連する特定のユーザ）を含む。１つの例証例
として、行２９５ｈは、群１のイベントＥ４に対応し、それは、群１の所望のコンピュー
ティングノード数を３つのコンピューティングノードだけ増加することをリクエストする
、総計期間Ｈ２中の時間Ｔ１９に受信されたユーザ命令に対応する。他の行は同様な情報
を含む。
【００４８】
　図２Ｂの例において、テーブル２８０および２９０の変更イベント結合ＩＤ情報２８０
ｘおよび２９０ｘは、変更とイベントとの間の関係を反映するように結論付けられる因果
関係情報を反映する。具体的には、この例において、テーブル２８０および２９０の行が
変更イベント結合ＩＤ情報２８０ｘおよび２９０ｘの共通の値を共有する場合、対応する
イベントと変更との間の結論付けられた因果関係を反映する。一例として、図２Ａに関し
て前述したように、イベントＥ３ｂは、利用不可能になったコンピューティングノードの
置換コンピューティングノードを提供することに対応し、これは、結果として群へのコン
ピューティングノードの追加に対応する変更Ｃ５に直接帰属可能である。したがって、行
２９５ｅ（イベントＥ３ｂに対応する）および列２８５ｇ（変更Ｃ５に対応する）は、共
通の結合識別子を共有する。
【００４９】
　これとは対照的に、調和アクティビティＨ２の間に開始される５つのコンピューティン
グノードの追加に対応する、変更Ｃ７は、その変更に対して直接帰属可能な単一のイベン
トを有さない。具体的には、イベントＥ４、Ｅ５、およびＥ６は各々、群１に対して動的
修正をリクエストし、それらは、変更Ｃ７のための５つのコンピューティングノードのう
ちの４つの追加を促すように、総計され、組み合わされて使用された。このように、行２
９５ｆ～２９５ｈ（イベントＥ４～Ｅ６に対応する）および行２８５ｉ（変更Ｃ７に対応
する）は全て共通の結合識別子を共有する。さらに、図２Ａの例において、変更Ｃ７の一
部として追加された５つのコンピューティングノードのうちの１つは、変更Ｃ６に関して
利用不可能になったコンピューティングノードの置換ノードであり、置換コンピューティ
ングノードの開始は、イベントＥ９ｂに対応する。したがって、行２９５ｊ（イベントＥ
９ｂに対応する）および列２８５ｉ（変更Ｃ７に対応する）も、同一の共通の結合識別子
を有する。他の実施形態において、置換コンピューティングノードの提供が、利用不可能
なコンピューティングノードを即時に置換するため等、イベントＥ４～Ｅ６に対応する４
つの追加のコンピューティングノードの提供とは別にイベントＥ９ｂにおいて開始された
場合、それに対応する変更は、期間２６０ｂの終了および結果の調和アクティビティＨ２
の前に発生し、テーブル２８０において別々に示され、イベントＥ９ｂおよびその追加の
変更は、別個の対応する結合識別子を共有する。加えて、変更Ｃ７のために追加される５
つのコンピューティングノードは、テーブル２８０の単一の行に総計された様式で示され
るが、他の実施形態においては、追加される各コンピューティングノードは、テーブル２
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８０の独立した行２８５に表される場合があり、その場合、各々は、総計された変更Ｃの
行２８５ｉだけに現在例示されている、同じ結合識別子Ｎ７を共有する。
【００５０】
　さらに、この例において、動的ユーザ命令および／または満たされたユーザトリガに基
づくだけでなく、コンピューティングノード数に対する不注意の変更に基づいて（例えば
、コンピューティングノードの障害発生または利用不可能になることに起因して）、コン
ピューティングノード数に対する動的修正に対応する変更がテーブル２８０内で追跡され
る。そのような変更は、アクティビティの監視に基づいて検出され、追加の変更をトリガ
するイベントとして例示されるが（例えば、置換コンピューティングノードの提供）、他
の実施形態においては、そのような変更を追跡しない、および／またはシステム起動の置
換アクティビティをイベントとして処理しない等、他の様式で処理される場合がある。さ
らに、テーブル２８０および２９０の変更イベント結合情報は、１つ以上の対応するイベ
ントに直接帰属可能な変更（例えば、それらの変更を即時に開始させるイベント）と、１
つ以上の対応するイベントに間接的に帰属可能な変更（例えば、調和アクティビティの間
等、共に総計され、組み合わされたイベントが、それらの変更を開始させる）との間を区
別しないが、他の実施形態においては、そのような情報はさらに追跡される場合がある。
【００５１】
　前述のように、コンピューティングノード群に対する特定の動的プログラム実行容量修
正に対する責任の帰属は、なぜ変更が発生したかの説明をコンピューティングノード群に
関連するユーザに提供する際を含めて、多様な利益を提供する場合がある。そのような責
任帰属情報は、どのイベントが群の１つ以上のコンピューティングノードの利用可能性に
おける特定の指示されたプログラム実行容量修正または他の変更の原因であるか、および
／またはどのプログラム実行容量修正または他のコンピューティングノード群の利用可能
性の変更が１つ以上の指示されたイベントによって発生するかを識別するリクエスト等、
ユーザまたは他の情報源から受信される多様な種類のクエリに応答して、さらに、生成お
よび／または使用される場合がある。図２Ｂに関する記載のように、テーブル２８０およ
び２９０に例示される結合情報は、責任帰属情報を追跡し、提供するための１つの機構を
提供する。例えば、図２Ａの変更Ｃ７に対応する５つのコンピューティングノードの追加
に関して、ユーザは、５つのコンピューティングノードがなぜ追加されたかを知りたい場
合がある（例えば、特に、３つのコンピューティングノードを追加するというイベントＥ
４のユーザ命令を鑑みて）。図２Ｂに例示される結合情報を使用することによって、ＰＥ
Ｓまたは他のシステムは、人間可読説明を容易に自動的に生成することができる。例えば
、図２Ａの変更Ｃ１に対応する４つのコンピューティングノードを追加する原因に関する
ユーザリクエストに応答して、ＰＥＳまたは他のシステムは、例えば、「変更Ｃ０１は、
時間Ｔ１にイベントＥ０１によって直接発生した。イベントＥ０１は、８つのコンピュー
ティングノードの群を開始するというユーザＵＵＵからのリクエストだった」ということ
を示すことができる。この情報は、イベントＥ１に対応するテーブル２９０の行２９５ａ
を識別するために、変更Ｃ１に対応する行２８５ａからの結合情報２８０ｘを使用するこ
と、および所望の様式で行２８５ａおよび２９５ａから情報を抽出し、フォーマットする
ことに基づいて（例えば、ユーザリクエストまたは先行のユーザの希望設定に基づいた形
式、ＰＥＳデフォルトに基づいた形式等）生成される場合がある。同様に、８つのコンピ
ューティングノードの群を開始するユーザ命令Ｅ１の効果としてユーザリクエストに応答
して、ＰＥＳまたは他のシステムは、例えば、「時間Ｔ１のイベントＥ０１は、変更Ｃ０
１、Ｃ０２およびＣ０３を直接発生させる。変更Ｃ０１は、Ｔ１で開始し、時間Ｔ２で終
了した４つのコンピューティングノードの追加だった。変更Ｃ０２は、Ｔ１で開始し、時
間Ｔ３で終了した３つのコンピューティングノードの追加だった。変更Ｃ０３は、時間Ｔ
１で開始し、完了しなかった１つのコンピューティングノードの追加だった。」と示す場
合がある。別の例として、図２Ａの変更Ｃ７に対応する５つのコンピューティングノード
を追加する原因としてユーザリクエストに応答して、ＰＥＳまたは他のシステムは、例え
ば、「変更Ｃ０７は、Ｔ１１からＴ２１の期間中に発生したイベントＥ０５、Ｅ０６、Ｅ
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０４、およびＥ０９ｂによって間接的に発生した。イベントＥ０５は、トリガＴＲ－１が
満たされたことに基づいて、４つの追加のコンピューティングノードのリクエストだった
。イベントＥ０６は、トリガＴＲ－Ｎが満たされたことに基づいて、２つの追加のコンピ
ューティングノードのリクエストだった。イベントＥ０４は、ユーザＵＵＵからの動的ユ
ーザ入力命令に基づく３つの追加のコンピューティングノードのリクエストだった。イベ
ントＥ０９ｂは、利用不可能になった群のコンピューティングノードの自動終了に基づい
て、１つの置換コンピューティングノードのリクエストだった。」と示す場合がある。そ
のようなテキスト文字列に加えて、またはこの代わりに、責任帰属情報はさらに、自動報
告書（例えば、テーブル、図等）等の多様な他の形式で定期的または他の予定様式で生成
される場合がある。そのような責任帰属情報は、他の実施形態において多様な他の様式で
生成され、使用される場合があることが理解される。
【００５２】
　図２Ｂに例示されるイベントおよび変更に関する情報は、例示目的のために提供され、
記憶される情報およびそのような情報の記憶は、他の実施形態において多様な他の様式で
実施される場合があることが理解される。さらに、ＰＥＳは、ユーザ定義トリガについて
、監視された性能測定情報について、ユーザアカウントについて等の情報を記憶する追加
のテーブルを有する等、他の実施形態においてユーザおよびコンピューティングノード群
についての多様な追加の種類の情報を記憶する場合がある。
【００５３】
　加えて、図２Ａおよび２Ｂの前述の例は、例示目的に提供され、他の実施形態は多様な
方式で例とは異なる場合がある。例えば、プログラム実行容量は、多様な利用可能なコン
ピューティングノードが同等として処理される場合等（例えば、同等のコンピューティン
グリソースを有する）、これらの例ではコンピューティングノードの数に基づいて測定さ
れ、修正されるが、多様な利用可能なコンピューティングノードは、変動する特性を有す
る異なる種類である場合（例えば、異なる量の処理容量、メモリ、プラットフォーム仕様
等）、および／またはプログラム実行容量がコンピューティングノード数以外の様式で追
跡される、他の実施形態が提供される。いくつかのそのような実施形態において、多様な
リクエストは、リクエストに関連するプログラムを実行するために選択されたコンピュー
ティングノードの群において使用するための１つ以上の特定の種類のコンピューティング
ノードの指示を含む場合があり、それらのリクエストは、対応する指定の種類のコンピュ
ーティングノード上でのみ達成される場合がある。
【００５４】
　加えて、少なくともいくつかの実施形態において、ＰＥＳまたは他のシステムはさらに
、コンピューティングノードの群を管理する一部として、他の種類のアクティビティを実
施する場合がある。例えば、前述のように、ＰＥＳまたは他のシステムは、多様な時点で
コンピューティングノード群からコンピューティングノードを追加または削除するように
判定する場合があり、期間中に満たされた１つ以上のトリガおよび／または期間中に受信
されたユーザ命令に応答して総計期間の最後の調和アクティビティ中、即時に効果を有す
ることが指定または判定されたユーザ命令またはトリガを満たすことに応答して任意の時
間に、障害を発生したコンピューティングノードを置換および／または進行中の操作が禁
止されているコンピューティングノードを終了して削除するように等、ＰＥＳまたは他の
システムの自動アクティビティに応答して任意の時点で等を含む。少なくともいくつかの
実施形態において、ＰＥＳまたは他のシステムはさらに、少なくともいくつかのそのよう
なコンピューティングノード群修正のための正確なタイミングを判定する時に、他の因子
を考慮する場合がある。例えば、ユーザが所与の期間の所与の数のコンピューティングノ
ードの使用に対して責任を負わされる状況において（例えば、次の時間Ｘ個のコンピュー
ティングノードに対して既に課金されている）、そのような情報は、コンピューティング
ノード群に対する少なくともいくつかの種類の修正に関するタイミングを判定するために
使用される場合がある。ＰＥＳまたは他のシステムが、群のコンピューティングノードの
数をＸ未満に削減すると判定した場合、ＰＥＳまたは他のシステムは、コンピューティン
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グノード数をＸ未満に実際に削減する前に、所与の期間の最後近辺または最後（例えば、
ユーザが既に課金されている時間の最後）まで待機すると判定する場合がある。同様に、
群のコンピューティングノードが、新しい調和アクティビティが実施される時点近辺（例
えば、リクエストされたコンピューティングノード数修正が総計されている期間の最後近
辺）に障害を発生した場合、ＰＥＳまたは他のシステムは、障害を反映するように実際の
ノード数および任意選択的に公式記録のノード数を更新するが、置換コンピューティング
ノードの追加を即時に開始しないと判定する場合があり、この様式では、調和アクティビ
ティ中のリクエストされたコンピューティングノード数修正の総計が、群のコンピューテ
ィングノード数を１つ以上のコンピューティングノードだけ削減すると決定した場合、群
の既存のコンピューティングノードを終了するのではなく、障害を発生したコンピューテ
ィングノードを削減する１つとして使用する場合がある。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、ＰＥＳまたは他のシステムは、コンピューティングノー
ド群の複数の別個の種類の修正を同時に管理する場合がある。一例として、コンピューテ
ィングノード群は、単一の場所にあるコンピューティングノードを使用して現在所望のコ
ンピューティングノード数に管理されている場合があるが、ユーザは、群のコンピューテ
ィングノードのうちの指定された所望のサブセットが、別個の第２の場所に配置されるよ
うに、コンピューティングノード群に対する第２の種類のメトリックを指定すると判断す
る場合がある。その場合、ＰＥＳまたは他のシステムは、第２のメトリックの所望の値に
到達するまで、第２の場所にある群に任意の新しいコンピューティングノードを増分的に
追加し、第１の場所にある群から任意の既存のコンピューティングノードを増分的に削除
することによって、または代替として、置換コンピューティングノードが第２の場所にあ
る群に追加されることを可能にするように、第１の場所にある群から既存のコンピューテ
ィングノードを即時に終了することによって、を含む、多様な様式において、第２のメト
リックの所望の値を満たすように操作する場合がある。そのような増分の追加および／ま
たは削除は、利用不可能なコンピューティングノードを置換する、動的に指定されたユー
ザ命令および／または満たされたユーザ指定のトリガに応答してコンピューティングノー
ド数を修正する等を含む、他の部分に詳細を記載される様式のうちのいずれかにおいてト
リガされる場合がある。加えて、コンピューティングノード数および場所は、この例にお
いて同時にバランスされるが、多様な他の種類の変更が同様な様式で（例えば、異なる関
連量のコンピューティングリソースを有する異なる種類に基づいて等、既存のコンピュー
ティングノードを第１の種類から第２の種類に変更するように）実施される場合がある。
さらに、プログラム実行容量修正は、いくつかの例において、コンピューティングノード
数を変更することによって行われるが、他の実施形態において、そのような容量修正は、
群の１つ以上のコンピューティングノードのプログラム実行容量を変更することによって
行われる場合がある（例えば、第１のコンピューティングノードを対象のコンピューティ
ングリソースの事実上１つ以上の種類を有する第２のコンピューティングノードと置換す
ることによって、既に群の一部であるコンピューティングノードのうちの１つに対して利
用可能な１つ以上のコンピューティングリソースの量を修正することによって等）。
【００５６】
　前述のように、多様な種類の機能は、多様な実施形態においてＰＥＳによって提供され
、使用される場合があり、機能は多様な方式で提供される場合がある。例えば、いくつか
の実施形態において、ＰＥＳから利用可能なプログラム実行容量は、コンピューティング
マシンの間でデータを伝送することが可能な１つ以上のネットワークまたは他のデータ交
換媒体を介して相互接続された複数の物理的コンピューティングマシンを介して等、ユー
ザの代わりにプログラムを実行するための複数のコンピューティングノードを含む場合が
ある。コンピューティングマシンのうちの少なくともいくつかは、いくつかの実施形態に
おいて、各々複数のプログラムを同時に実行するに充分なコンピューティング関連リソー
スを含み（例えば、充分な書き込み可能メモリ、不揮発性記憶装置、ＣＰＵサイクルまた
は他のＣＰＵ使用量測定値、ネットワーク帯域幅、スワップスペース等）、いくつかのそ
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のような実施形態におけるコンピューティングマシンのうちの少なくともいくつかは各々
、別個のユーザの代わりに１つ以上のプログラムを各々実行する場合がある複数の仮想マ
シンコンピューティングノードをホストする場合がある。さらに、多様な実施形態におい
て、ＰＥＳは、複数のユーザの代わりに、多様な種類のプログラムを実行する場合がある
。例えば、ユーザの代わりに実行されるそのようなプログラムは、１つ以上のオペレーテ
ィングシステム、アプリケーション（例えば、サーバおよび／または他のソフトウェアア
プリケーション）、ユーテリティ、ライブラリ等を含む場合があり、加えて、少なくとも
いくつかの実施形態において、そのようなプログラムは、１つ以上の仮想マシンコンピュ
ーティングノード上でブート可能またはロード可能で、各々がオペレーティングシステム
ソフトウェア、１つ以上のアプリケーションプログラムのためのソフトウェア、および／
または構成情報等を含む場合がある、仮想マシンイメージ等、実行可能なソフトウェアイ
メージを含む場合がある。
【００５７】
　少なくともいくつかの実施形態において、ＰＥＳによる１つ以上のコンピューティング
ノードの群上での１つ以上のプログラムの実行は、それらのプログラムの即時実行に対す
る現在の実行リクエストに応答して開始される場合がある。代替として、開始は、今現在
時のためにそれらのプログラムのその後将来の実行を予定またはそうでなければ予約する
、以前に受信されたプログラム実行リクエストに基づく場合がある。プログラム実行リク
エストは、ユーザから直接（例えば、プログラム実行サービスによって提供される相互作
用型コンソールまたは他のＧＵＩを介して）、または１つ以上の他のプログラムまたはそ
れ自体の他のインスタンスの実行を自動的に開始するユーザの実行中のプログラムから（
例えば、ウェブサービスを使用するＡＰＩ等、プログラム実行サービスによって提供され
るＡＰＩを介して）のように、多様な方式で受信される場合がある。プログラム実行リク
エストは、実行されるプログラムの実行可能または他のコピー、実行のために以前に登録
または入力されたプログラムの指示、および同時に実行されるプログラムのいくつかのイ
ンスタンス（例えば、単一の所望のいくつかのインスタンスとして、最小および最大数の
所望のインスタンスとして等）、ならびに１つ以上のプログラムの実行のための多様な他
の種類の詳細設定および／または要件（例えば、リソース割り当て、実行の地理的および
／または論理的場所、他のプログラムおよび／またはコンピューティングノードに対する
実行の近似性、タイミング関係条件等）等、１つ以上のプログラムの実行の開始において
使用される多様な情報を含む場合がある。
【００５８】
　指示された時間にプログラムの１つ以上のインスタンスを実行するリクエストを受信し
た後、ＰＥＳは、プログラムインスタンスを実行するために群の中で使用する１つ以上の
コンピューティングノードを判定することができる。いくつかの実施形態において、使用
されるコンピューティングノードの判定は、将来の実行の場合であってもリクエストの時
に実施される。他の実施形態において、１つ以上のプログラムインスタンスの将来の実行
のために使用されるコンピューティングノードの判定は、その時点で利用可能な情報に基
づく実行の将来の時間等、後の時間まで延期される場合がある。いくつかの実施形態にお
いて、ユーザの代わりに１つ以上のプログラムの実行のためにどのコンピューティングノ
ードを使用するかの判定は、ユーザがＰＥＳを使用するために加入および／または登録す
る時、および／またはユーザのためにプログラムを実行するリクエストに先行する別の時
間等、実行するリクエストに先行して行われる場合がある。例えば、いくつかのそのよう
な実施形態において、１つ以上のコンピューティングノードは、期間中ユーザのためにソ
フトウェアを実行するリクエストが受信された任意の時間等、その期間中の任意の時間に
関連するコンピューティングノード上でそのユーザの代わりに実行される場合がある等、
一定期間ユーザに関連付けられる場合がある。加えて、いくつかの実施形態において、ユ
ーザの代わりにプログラムを実行するためにどのコンピューティングノードを使用するか
の判定は、例えば、コンピューティングノードが未使用および／またはそうでなければプ
ログラムを実行するために利用可能である時に１つ以上のコンピューティングノード上で
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１つ以上の保留中のリクエストのプログラムを実行する等、１つ以上のコンピューティン
グノードおよび／または１つ以上のコンピューティングノードのコンピューティングリソ
ースがユーザのためにプログラムを実行するために利用可能になる時に行われる場合があ
る。
【００５９】
　各プログラムコピーまたはインスタンスの実行のためにどのコンピューティングノード
を使用するかの判定は、リクエストに指定あるいはそうでなければプログラムおよび／ま
たは関連するユーザに指定された任意の詳細設定および／または要件に基づいて（例えば
、登録時等）を含む、多様な方式で行われる場合がある。例えば、プログラムインスタン
スの実行のために好ましいおよび／または必要なリソースの条件が判定される場合（例え
ば、メモリおよび／または記憶装置、ＣＰＵタイプ、サイクルまたは他の性能メトリック
、ネットワーク容量、プラットフォームタイプ等）、プログラムインスタンスを実行する
ために適したコンピューティングノードの判定は、少なくとも部分的に、コンピューティ
ングノードがそれらのリソース条件を満たすために利用可能な充分なリソースを有してい
るどうかに基づく場合がある。プログラム実行サービス上でプログラムを実行および実行
するように構成することに関する追加の詳細は、2006年3月31日付提出の係属中米国特許
出願第11／395,463号、「Managing Execution of Programs by Multiple Computing Syst
ems」に含まれ、参照によりその全体を本明細書に組み入れる。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、ＰＥＳがユーザによる１つ以上の料金の支払いの交換に
そのユーザのためにプログラムを実行する場合があるように、料金は、ＰＥＳの使用に関
連付けられる場合がある。例えば、いくつかの実施形態において、ユーザのプログラムを
実行するために割り当てられた、いくつかの処理ユニットのうちの１つ以上、メモリの量
、記憶装置の量、ネットワークリソースの量等に基づいて等、ユーザの代わりに１つ以上
のプログラムを実行するために割り当てられたプログラム実行容量の量および／または種
類に基づいて、料金がユーザに課金される場合がある。いくつかの実施形態において、料
金は、例えば、ＣＰＵ能力または性能、プラットフォームタイプ（例えば、３２ビット、
６４ビット等）等に基づく等、プログラムを実行するために使用されたコンピューティン
グリソースの多様な特性等の他の因子に基づく場合がある。いくつかの実施形態において
、料金は、サービスの使用あたりの価格、そのコンピューティングサービスが使用された
時間単位あたりの価格、使用された記憶装置あたりの価格、受信および／または送信され
たデータあたりの価格等のように、多様な使用因子のベースで課金される場合がある。少
なくともいくつかの実施形態において、以下に詳細を記載するように、料金は、プログラ
ムの実行に関する多様な特性等（例えば、実行の継続性、耐障害性等）、多様な他の因子
に基づく場合がある。少なくともいくつかの実施形態において、ＰＥＳのプロバイダは、
サービスの多様な料金帯、種類および／またはレベル、あるいは複数のユーザの代わりに
プログラムを実行するための機能のうちの１つ以上を提示する場合があり、いくつかのそ
のような実施形態において、多様な料金は、サービスの多様な料金帯、種類および／また
はレベルに関連付けられる場合がある。加えて、例えば、第１の量のプログラム実行容量
機能に対して第１の料金帯で料金を課金し（例えば、使用されているコンピューティング
ノードの指定された第１の閾値まで）、第２の量のプログラム実行容量機能に対して第２
の料金帯（例えば、より低い価格帯）で料金を課金する（例えば、指定された第１の閾値
から使用されているコンピューティングノードの指定された第２の閾値まで）等、料金帯
は、ＰＥＳによって提供される特定の種類の機能に対して使用される場合がある。プログ
ラム実行サービスに関連する多様な料金に関する追加の詳細は、2007年12月21日付提出の
係属中米国特許出願第11／963,331号、「Providing Configurable Pricing for Executio
n of Software Images」に含まれ、参照によりその全体を本明細書に組み入れる。
【００６１】
　さらに、多様な他の種類の機能は、他の部分に詳細を記載するように、多様な実施形態
においてＰＥＳによって提供され、使用される場合がある。
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【００６２】
　図３は、複数のユーザのためにコンピューティングノードの群を管理する技法を実施す
るために適したシステムの例示的実施形態を例示する模式図である。具体的には、図３は
、プログラム実行サービスの少なくともいくつかの機能を提供するために適したサーバコ
ンピューティングシステム３００、ならびにプログラム実行サービスのユーザによって使
用される場合がある多様なクライアントコンピューティングシステム３５０、プログラム
実行サービスによって使用される場合があるコンピューティングノード３６０、および他
のコンピューティングシステム３８０を例示する。例示された実施形態において、サーバ
コンピューティングシステム３００は、ＣＰＵ３０５、多様なＩ／Ｏ構成要素３１０、記
憶装置３２０、およびメモリ３３０を含む、構成要素を有する。例示されたＩ／Ｏ構成要
素は、ディスプレイ３１１、ネットワーク接続３１２、コンピュータ可読媒体ドライブ３
１３、および他のＩ／Ｏデバイス３１５（例えば、キーボード、マウス、スピーカ等）を
含む。加えて、例示されたユーザコンピューティングシステム３５０は、ＣＰＵ３５１、
Ｉ／Ｏ構成要素３５２、記憶装置３５４、およびメモリ３５７を含む、サーバコンピュー
ティングシステム３００の構成要素と同様な構成要素を有する。他のコンピューティング
システム３８０およびコンピューティングノード３６０も各々、サーバコンピューティン
グシステム３００に関して例示された構成要素のうちのいくつかまたは全てと同様な構成
要素を含む場合があるが、そのような構成要素は、簡潔性のためにこの例には例示されな
い。
【００６３】
　プログラム実行サービスシステムマネージャモジュール３４０の実施形態は、メモリ３
３０の中で実行中であり、ネットワーク３９０上から（例えば、インターネットおよび／
またはワールドワイドウェブを介して、非公開セルラーネットワークを介して等）コンピ
ューティングシステム３５０および３８０ならびにコンピューティングノード３６０と相
互作用する。この例示的実施形態において、ＰＥＳＳＭ３４０は、ＰＥＳＳＭ３４０によ
って管理されるプログラム実行サービスと共に等、ユーザコンピューティングシステム３
５０と相互作用している多様なユーザ（図示せず）による複数のコンピューティングノー
ド３６０の使用を管理することに関する機能を含む。他のコンピューティングシステム３
５０および３８０ならびにコンピューティングノード３６０は、ＰＥＳＳＭとの相互作用
の一部として多様なソフトウェアを実行している場合がある。例えば、ユーザコンピュー
ティングシステム３５０は、他の部分に詳細を記載するように、多様な方式で１つ以上の
コンピューティングノード３６０上でそれらのシステムのユーザの代わりにプログラムの
実行を構成および／またはリクエストするため、ならびに多様な他の種類の動作を実施す
るため等、ＰＥＳＳＭ３４０と相互作用するために（例えば、ウェブブラウザまたは専門
のクライアント側アプリケーションプログラムの一部として）メモリ３５７の中のソフト
ウェアを実行している場合がある。複数のユーザの代わりにプログラムを実行するための
構成、実行および／または登録に関する情報３２２、コンピューティングノード群のプロ
グラム実行容量修正に関する情報３２４（例えば、予め定義されたユーザ指定のトリガに
ついての情報、ユーザからの動的に指定された容量修正命令についての情報、コンピュー
ティングノード性能測定についての情報および指定されたトリガが満たされたかどうかの
判定に関する他の情報、群に対する所望の、実際の、および公式記録のコンピューティン
グノード数の現在値等）、および特定のコンピューティングノード群の特定のプログラム
実行容量修正の因果関係の帰属に関する情報３２６（例えば、発生する少なくともいくつ
かのイベントおよび群のコンピューティングノードに対する少なくともいくつかの変更を
リストし、図２Ｂおよび他の部分に記載される様式に類似の様式等で、特定のイベントを
特定の変更に関連付けることによって）等、ＰＥＳＳＭモジュール３４０の機能に関する
多様な情報は、記憶装置３２０に記憶される場合がある。
【００６４】
　ＰＥＳＳＭモジュール３４０が、１つ以上のコンピューティングノード３６０の群上で
１つ以上のプログラムを実行するというリクエスト（または他の指示）を受信した後、Ｐ
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ＥＳＳＭモジュール３４０は、群の１つ以上のコンピューティングノードを選択し、それ
らのコンピューティングノード３６０上でそれらのプログラムの実行を開始する。加えて
、ＰＥＳＳＭモジュール３４０はさらに、コンピューティングノード上で開始されたプロ
グラムの実行を後で終了する、プログラムのうちの１つ以上を１つ以上の他のコンピュー
ティングノード３６０またはコンピューティングシステム３８０に移行する等のために、
コンピューティングノード３６０と相互作用する場合がある。コンピューティングノード
３６０は、いくつかの物理的コンピューティングシステムおよび／または１つ以上の物理
的コンピューティングシステム上で実行中のいくつかの仮想マシンを含む等、多様な実施
形態において多様な形態を有する場合がある。いくつかの実施形態において、サーバコン
ピューティングシステム３００およびコンピューティングノード３６０は、データセンタ
または共同設置されたコンピューティングシステムの他の群の一部の場合、または非公開
ネットワークのコンピューティングノードの場合がある。加えて、いくつかの実施形態に
おいて、ＰＥＳＳＭモジュール３４０は、コンピューティングシステム３８０が、他のユ
ーザによる使用のためにコンピューティングノードを提供している１つ以上の第三者参加
者によって提供される場合等、それらのコンピューティングシステム上の１つ以上のプロ
グラムの実行を開始または終了するために１つ以上の他のコンピューティングシステム３
８０と相互作用する場合がある。いくつかの実施形態において、ＰＥＳＳＭモジュール３
４０はさらに、または代わりに、プログラム実行サービス以外の１つ以上の種類のコンピ
ューティング関係リソースまたはサービスに対するアクセスを管理する場合がある（例え
ば、持続的または一時的なデータ保管サービス、メッセージングサービス、データベース
サービス等）。
【００６５】
　加えて、プログラム実行サービス容量保守マネージャモジュール３４５の実施形態は、
メモリ３３０の中で実行中であり、この実施形態においては、ネットワーク３９０上から
コンピューティングノード３６０と相互作用する。具体的には、この例示的実施形態にお
いて、ＰＥＳＣＭＭモジュール３４５は、コンピューティングノード３６０のうちの１つ
以上を監視またはこれらとの相互作用に関する機能を含み、コンピューティングノード群
の現在の実際のプログラム実行容量を判定、および／またはコンピューティングノード群
のいくつかまたは全てのコンピューティングノードに対応する現在の性能特性を判定する
等、それらのコンピューティングノードの使用を追跡する。前述のように、そのような情
報は、記憶装置３２０および／またはそれ以外の場所に記憶される場合があり、多様な実
施形態においてモジュール３４０および３４５によって使用される場合がある。例えば、
いくつかの実施形態において、モジュール３４５が、コンピューティングノードが障害を
発生または利用不可能になったことを発見した場合（例えば、コンピューティングノード
がコンピューティングノード群の一部として使用されていた後、コンピューティングノー
ド群の一部として使用されるようにコンピューティングノードをプロビジョニングまたは
そうでなければ開始している一部として等）、モジュール３４５は、利用不可能なコンピ
ューティングノードを新しいコンピューティングノードと置換する動作を自動的に行う場
合がある。他の実施形態において、そうではなく、モジュール３４５が代わりに別の情報
源から、コンピューティングノード群の現在の実際のプログラム実行容量および／または
コンピューティングノード群のいくつかまたは全てのコンピューティングノードに対応す
る現在の性能特性についての情報を取得した場合、その情報を使用して、適切にコンピュ
ーティングノードのプログラム実行容量を維持する等、モジュール３４５はコンピューテ
ィングノードの監視のいくつかまたは全てを実施しない場合がある。
【００６６】
　コンピューティングシステム３００、３５０および３８０ならびにコンピューティング
ノード３６０は、例示に過ぎず、本発明の範囲を限定することを意図するものではないこ
とが理解される。コンピューティングシステムおよび／またはノードは各々、複数の相互
作用しているコンピューティングシステムまたはデバイスを含み、コンピューティングシ
ステム／ノードは、インターネット等の１つ以上のネットワークを通じて、ウェブを介し
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て、または非公開ネットワークを介して（例えば、移動体通信ネットワーク等）を含む、
例示されていない他のデバイスに接続される場合がある。より一般的には、コンピューテ
ィングノードまたは他のコンピューティングシステムは、デスクトップまたは他のコンピ
ュータ、データベースサーバ、ネットワーク記憶装置および他のネットワークデバイス、
ＰＤＡ、移動電話、無線電話、ポケットベル、電子手帳、インターネット機器、テレビベ
ースのシステム（例えば、セットトップボックスおよび／またはパーソナル／デジタルビ
デオレコーダ）、ならびに適切な通信能力を含む多様な他の消費者製品を含むがこれらに
限定されない、記載の種類の機能と相互作用し、これらを実施する場合がある、ハードウ
ェアまたはソフトウェアの任意の組み合わせを備える場合がある。加えて、例示されるモ
ジュール３４０および／または３４５によって提供される機能は、いくつかの実施形態に
おいて、追加のモジュールに分散される場合がある。同様に、いくつかの実施形態におい
て、モジュール３４０および／または３４５の機能のうちのいくつかは、提供されない場
合がある、ならびに／もしくは、他の追加の機能が利用可能な場合がある。
【００６７】
　また、多様な項目は使用されている間はメモリまたは記憶装置に記憶されると例示され
るが、これらの項目またはそれらの部分は、メモリの管理およびデータの整合性の目的で
、メモリと他の記憶装置との間を転送される場合がある。代替として、他の実施形態にお
いて、ソフトウェアモジュールおよび／またはシステムのうちのいくつかまたは全ては、
別のデバイス上のメモリの中で実行し、コンピュータ間の通信を介して例示のコンピュー
ティングシステムと通信する場合がある。さらに、いくつかの実施形態において、システ
ムおよび／またはモジュールのうちのいくつかまたは全ては、１つ以上のアプリケーショ
ン専用集積回路（ＡＳＩＣ）、標準集積回路、制御装置（例えば、適切な命令を実行する
ことによって、マイクロコントローラおよび／または埋め込みコントローラを含む）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、コンプレックスプログラマブルロジ
ックデバイス（ＣＰＬＤ）等を含むがこれらに限定されない、少なくとも部分的にファー
ムウェアおよび／またはハードウェア等、他の様式で実装または提供される場合がある。
モジュール、システム、およびデータ構造のうちのいくつかまたは全てはまた、ハードデ
ィスク、メモリ、ネットワークまたは適切な接続を介して適切なドライブによって読み取
られる携帯可能媒体品等のコンピュータ可読媒体上に記憶される場合がある（例えば、ソ
フトウェア命令または構造化されたデータとして）。システム、モジュール、およびデー
タ構造はまた、ワイヤレスベースおよびワイヤ／ケーブルベースの媒体を含む、多様なコ
ンピュータ可読伝送媒体上で生成されたデータ信号として伝送される場合があり（例えば
、搬送波、または他のアナログまたはデジタル伝播波の一部として）、多様な形態をとる
場合がある（例えば、単一または多重アナログ信号の一部として、または複数の離散デジ
タルパケットまたはフレームとして）。そのようなコンピュータプログラム製品はまた、
他の実施形態において他の形態をとる場合がある。したがって、本発明は、他のコンピュ
ータシステム構成で実践される場合がある。
【００６８】
　図４は、プログラム実行サービスシステムマネージャルーチン４００の例示的実施形態
のフロー図である。ルーチンは、ユーザのためにコンピューティングノードの群の使用を
管理する際に支援する、ならびにいくつかの状況において他の種類の管理操作を実施する
等、例えば、それぞれ図１Ａおよび１ＢのＰＥＳＳＭモジュール１１０および１８０、お
よび／または図３のＰＥＳＳＭモジュール３４０の実行によって提供される場合がある。
この例示された実施形態において、ルーチン４００は、複数のユーザの代わりにプログラ
ムを実行するためのプログラム実行容量を提供する、プログラム実行サービスの使用の多
様な態様を管理する。
【００６９】
　例示された実施形態において、ルーチンはブロック４０５で開始し、情報またはリクエ
ストが受信される。ルーチンはブロック４１０に続き、受信されたリクエストまたは情報
が、ユーザからのリクエスト等、コンピューティングノードの群上で１つ以上のプログラ
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ムの実行を開始することに関連するかを判定する。関連する場合、ルーチンはブロック４
１５に続き、コンピューティングノード群のプログラム実行容量の所期の所望の量等（例
えば、所望のコンピューティングノード数）、リクエストされたプログラム実行に関する
情報、実行される１つ以上のプログラムに関する情報（任意選択）、および１つ以上のユ
ーザ指定の容量修正トリガに関する情報（任意選択）を取得する。他の部分に記載するよ
うに、いくつかの実施形態において、ユーザは、多様な種類のコンピューティングノード
のうちの１つ以上から選択する場合、および／または所望のコンピューティングリソース
の多様な量および／または種類を指定する場合がある（例えば、処理ユニットタイプ／量
、メモリ量、プラットフォーム仕様等）。ブロック４２０で、ルーチンは次いで、群で使
用されるコンピューティングノードを選択し、ブロック４２５で、選択されたコンピュー
ティングノードをプロビジョニングし、実行される１つ以上のプログラムの実行を任意選
択的に開始することによって、それらの選択されたコンピューティングノードをユーザの
ために利用可能にすることを開始する。ルーチンはまた、群の選択されたコンピューティ
ングノードの所望のプログラム実行容量を、群の初期の公式記録のプログラム実行容量と
して指定する。コンピューティングノードがユーザの代わりに使用するために利用可能で
ある時、ユーザは、多様な様式で利用可能性が通知される場合、または他の実施形態にお
いて、コンピューティングノードは、ユーザによってさらに相互作用することなく、自動
化された様式で操作する場合がある。ルーチンは次いでブロック４３０に続き、群に対す
る任意のユーザ指定のトリガを含む、コンピューティングノード群に関する情報を記憶す
る。
【００７０】
　そうではなく、ブロック４１０でコンピューティングノードの群の実行を開始するとい
うリクエストが受信されなかったと判定された場合、ルーチンは代わりにブロック４４０
に続き、既存のコンピューティングノード群のプログラム実行容量を修正することに関す
るリクエストが受信されたかどうかを判定する。受信された場合、ルーチンはブロック４
４５に続き、指示された既存のコンピューティングノード群に対してプログラム実行容量
を修正することに関する動的に指定されたユーザ命令を受信し、記憶する。例示された実
施形態において、ユーザ命令は、現在の総計期間中に発生する他の可能なプログラム実行
容量修正リクストと総計され、ブロック４６５～４７７に関して等、調和アクティビティ
が実施される次の時間中にさらに処理される場合があるが、他の実施形態において、少な
くともいくつかのそのようなユーザ指定の修正リクエストは、代わりに即時に実施される
場合がある。
【００７１】
　その代わりにブロック４４０で、コンピューティングノードの群のプログラム実行容量
を修正するというリクエストが受信されなかった場合、ルーチンは代わりにブロック４６
０に続き、そのようなコンピューティングノード群のプログラム実行容量修正リクエスト
の総計の期間の最後等に、１つ以上のコンピューティングノード群のプログラム実行容量
に関する定期的または再帰的調和アクティビティを現在実施するかどうかを判定する。実
施する場合、ルーチンはブロック４６５に続き、調和アクティビティを現在実施する１つ
以上のコンピューティングノード群を判定し（例えば、総計期間が終了し、１つ以上の動
的プログラム実行容量修正が総計されているコンピューティングノード群）、ブロック４
６７で、先頭から開始して、次の判定されたコンピューティングノード群を選択する。ル
ーチンは次いでブロック４７０に続き、再帰的容量調和アクティビティを実施し、そのよ
うなルーチンの一例は、図５に関して詳細に記載する。ルーチンは次にブロック４７５に
続き、ブロック４７０で実施されたプログラム実行容量修正に対する因果関係の帰属に関
するアクティビティを実施するルーチンを実行し、そのようなルーチンの一例は、図６に
関して詳細に記載する。ブロック４７５の後、ルーチンはブロック４７７に続き、処理す
ることが判定されたコンピューティングノード群がさらに存在するかを判定し、存在する
場合、ルーチンはブロック４６７に続き、次のそのように判定されたコンピューティング
ノード群を選択する。
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【００７２】
　その代わりに、ブロック４６０で、１つ以上のコンピューティングノード群のプログラ
ム実行容量に関して定期的または再帰的調和アクティビティを現在実施しないと判定され
る場合、ルーチンは代わりにブロック４８０に続き、１つ以上の他の指示された操作を任
意選択的に実施する。そのような操作は、例えば、単一のコンピューティングノード上で
単一のプログラムを実行する等、他の種類のプログラム実行を実施することに関するユー
ザリクエスト（提供されるプログラム実行サービスがそのような他のプログラム実行の種
類を提供する場合）、即時に実施されるユーザ指定のプログラム実行容量修正リクエスト
（例えば、コンピューティングノードが正しく操作していない場合等、特定の指示された
コンピューティングノードの実行を終了するというユーザ命令）、追加のトリガを指定、
または指示されたコンピューティングノード群の構成情報を修正するというユーザリクエ
スト、再帰的調和アクティビティに追加またはその代わりに等、指示されたコンピューテ
ィングノード群に対して即時に調和アクティビティを実施するというユーザリクエスト（
例えば、調和アクティビティがユーザリクエスト時のみに実施される場合）、ユーザが関
連する１つ以上のコンピューティングノード群に関する多様なステータス情報を取得する
というユーザリクエスト、加入、登録、または支払い操作のように、ユーザの管理に関す
るアクティビティを実施するというリクエスト等、のうちの１つ以上を含む場合がある。
【００７３】
　ブロック４３０、４４５、または４８０の後、または代わりにブロック４７７で追加の
判定されたコンピューティングノード群が利用可能ではないと判定された場合、ルーチン
はブロック４８５に続き、ユーザに提供されたプログラム実行機能に基づいて１人以上の
ユーザに課金および／またはユーザから集金する等、ブロック４０５で受信された情報ま
たはリクエストに基づいてまたはその他開始される（例えば、定期的に）任意のユーザ請
求（または払い戻し）アクティビティを任意選択的に実施する。ルーチンはさらに、必要
に応じて、定期的にハウスキーピング操作を任意選択的に実施する場合がある。
【００７４】
　ブロック４８５の後、ルーチンは、ブロック４９５に続き、ルーチンを終了する明示的
な指示まで等、継続するかどうかを判定する。継続すると判定された場合、ルーチンはブ
ロック４０５に戻り、そうでない場合はブロック４９９に続いて終了する。ユーザが特定
のリクエストされた操作を実施することが認証されているかの判定、いくつかの種類のリ
クエストされた操作に対してユーザから支払いを即時に取得する等、追加の種類のアクテ
ィビティは、いくつかの実施形態および状況において実施される場合があることが理解さ
れる。加えて、ユーザリクエストおよび他の操作は例示された実施形態において、特定の
コンピューティングノード群および特定の関連ユーザに特定の様式で実施されるように指
示されるが、他の実施形態において、いくつかまたは全てのそのような操作は、代わりに
、単一のユーザに関連する複数のコンピューティングノード群へ、および／または１つ以
上のコンピューティングノード群に関連する複数のユーザから等、より一般的に適用され
る場合がある。
【００７５】
　図５は、再帰的容量調和ルーチン５００の例示的実施形態のフロー図である。ルーチン
は、図４のルーチン４００のブロック４７０から開始される場合があるように、例えば、
それぞれ図１Ａおよび１ＢのＰＥＳＳＭモジュール１１０および１８０、ならびに／また
は図３のＰＥＳＳＭモジュール３４０によって提供される場合がある。
【００７６】
　例示された実施形態において、ルーチンはブロック５０５で開始し、容量調和アクティ
ビティが実施される予定の現在選択されたコンピューティングノード群の指示を取得する
。ブロック５１５で、ルーチンは次に、選択されたコンピューティングノード群に実施さ
れた先行の調和アクティビティに基づいて（または、これが実施される最初の調和アクテ
ィビティである場合は、選択されたコンピューティングノード群の初期の公式記録のプロ
グラム実行容量）、および／またはＰＥＳ容量保守マネージャモジュール（例えば、図７
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に関して詳細に記載のような）によって実施される場合がある、公式記録のプログラム実
行容量に対する後続の修正に基づいて等、選択されたコンピューティングノード群の公式
記録のプログラム実行容量についての情報を呼び出す。ルーチンは次いでブロック５２０
および５２５に続き、それぞれ、選択されたコンピューティングノード群の現在の実際の
プログラム実行容量および現在所望のプログラム実行容量を判定する。現在の実際のプロ
グラム実行容量の判定は、例えば、選択されたコンピューティングノード群を監視するこ
との一部として、ＰＥＳ容量保守マネージャモジュールによって以前に記憶された情報を
呼び出すことを含む場合があるが、他の実施形態において、ルーチン５００は、現在の実
際の容量を動的に判定する場合がある（例えば、ＰＥＳ容量保守マネージャモジュールま
たは他の監視している情報源にその情報を提供するように動的にリクストすることによっ
て）。
【００７７】
　ブロック５２５の現在所望のプログラム実行容量の判定は、例えば、調和アクティビテ
ィに対応する現在の総計期間中に選択されたコンピューティングノード群の関連ユーザか
ら受信された任意の動的に指定された容量修正命令に関する情報（例えば、図４のブロッ
ク４４５に関する前述のように）、および現在の総計期間中に満たされていたことが以前
に判定されていた選択されたコンピューティングノード群の任意のユーザ指定のトリガに
関する情報を呼び出すことを含む場合がある。代替として、いくつかの実施形態において
、ルーチンは代わりに、選択されたコンピューティングノード群の任意のユーザ指定のト
リガが、現在の総計期間中に現在満たされている、および／または以前に満たされていた
かどうかを現在判定するために、選択されたコンピューティングノード群に対して判定さ
れた性能特性情報を呼び出す場合がある（例えば、ＰＥＳ容量保守マネージャモジュール
によって選択されたコンピューティングノード群を監視することの一部として以前に記憶
されていた情報、またはその情報を提供するようにＰＥＳ容量保守マネージャモジュール
または他の監視している情報源にリクエストすることによって動的に取得された情報）。
多様な情報が呼び出された後、現在所望のプログラム実行容量は、任意のそのような総計
された容量修正が行われた後の結果の所望のプログラム実行容量を判定するために、他の
部分に詳細を記載するように、１つ以上のリクエストされたプログラム実行容量修正を総
計することによって判定される場合がある。
【００７８】
　ブロック５２５の後、ルーチンはブロック５３０に続き、現在公式の容量を現在所望の
容量に調整するように、選択されたコンピューティングノード群の現在の実際のプログラ
ム実行容量、所望のプログラム実行容量、および公式記録のプログラム実行容量を調和す
るために、選択されたコンピューティングノード群に行われる実際の変更を判定する。ル
ーチンは次いで、ブロック５３５に続き、修正された選択されたコンピューティングノー
ド群によって提供される現在所望のプログラム実行容量を、選択されたコンピューティン
グノード群の更新された公式記録のプログラム実行容量として指定し、さらに、ブロック
５３０で判定されたプログラム実行容量修正を開始する。ブロック５３５の後、ルーチン
はブロック５９９に続き、戻る。
【００７９】
　図６は、容量修正帰属ルーチン６００の例示的実施形態のフロー図である。ルーチンは
、図４のルーチン４００のブロック４７５から開始される場合がある等、例えば、それぞ
れ図１Ａおよび１ＢのＰＥＳＳＭモジュール１１０および１８０、ならびに／または図３
のＰＥＳＳＭモジュール３４０によって、提供される場合がある。
【００８０】
　例示された実施形態において、ルーチンはブロック６０５で開始し、容量修正帰属アク
ティビティが実施される現在選択されたコンピューティングノード群の指示を取得する。
ブロック６２５で、ルーチンは次いで、選択されたコンピューティングノード群に対して
実施された先行の調和アクティビティ等、先行の時間以降に発生していたプログラム実行
容量の利用可能性の変更についての情報を識別する。変更情報の識別は、例えば、選択さ
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れたコンピューティングノード群を監視することの一部として、ＰＥＳ容量保守マネージ
ャモジュールによって以前に記憶された情報を呼び出すことを含む場合があるが、他の実
施形態において、ルーチン６００は、情報を動的に判定する場合がある（例えば、ＰＥＳ
容量保守マネージャモジュールまたは他の監視している情報源にその情報を提供するよう
に動的にリクストすることによって）。
【００８１】
　ブロック６２５の後、ルーチンはブロック６３０に続き、任意のそのような容量の利用
可能性の変更が発生していたかを判定し、発生していなかった場合はブロック６９９に続
く。発生していた場合、ルーチンはブロック６３５に続き、選択されたコンピューティン
グノード群に対して実施された先行の調和アクティビティ等、先行の時間以降に発生して
いたプログラム実行容量修正リクエストイベントについての情報を識別する。イベント情
報の識別は、例えば、図４および５に関して詳細を記載したように、選択されたコンピュ
ーティングノード群の機能を提供する一部として、ＰＥＳシステムマネージャモジュール
によって以前に記憶された情報を呼び出すことを含む場合がある。ブロック６４０で、ル
ーチンは次いで、イベントの種類に基づいて等、対応する利用可能性の変更を直接発生す
る識別されたイベントのうちのいずれかを判定する（例えば、利用不可能なコンピューテ
ィングノードを置換する自動化されたシステム操作、即時の対応応答を指定する受信され
たユーザ命令等）。
【００８２】
　ブロック６４０の後、ルーチンはブロック６４５に続き、先頭から開始して、ブロック
６２５で識別された次の利用可能性の変更を選択する。ブロック６５０で、ルーチンは次
いで、この変更がブロック６４０で判定された個別のイベントのうちの１つに直接帰属可
能であるかを判定し、可能である場合、選択された容量の利用可能性の変更の原因として
そのイベントを記録する。可能でない場合、ブロック６５０のルーチンは、選択された容
量の利用可能性の変更の原因をブロック６４０で判定されていない他の識別されたイベン
トの組み合わせとして結論付ける。ブロック６６０において、ルーチンは次いで、容量の
利用可能性の変更がさらに存在するかを判定し、存在する場合、ブロック６４５に戻り、
次のそのような容量の利用可能性の変更を選択する。存在しない場合、ルーチンはブロッ
ク６９９に続いて、戻る。
【００８３】
　図７は、プログラム実行サービス容量保守マネージャルーチン７００の例示的実施形態
のフロー図である。ルーチンは、コンピューティングノード群から利用可能な実際のプロ
グラム実行容量を判定することを含む、ユーザのためにコンピューティングノードの群の
使用を監視する際に支援する等、例えば、それぞれ図１Ａおよび１ＢのＰＥＳＣＭＭモジ
ュール１１５および１６０、ならびに／または図３のＰＥＳＣＭＭモジュール３４５の実
行によって提供される場合がある。この例示された実施形態において、ルーチン７００は
、複数のユーザの代わりにプログラムを実行するためのプログラム実行容量を提供するプ
ログラム実行サービスと共に操作するが、他の実施形態において、ルーチン７００の機能
のいくつかまたは全ては、他の様式で提供される場合がある。
【００８４】
　例示された実施形態において、ルーチンはブロック７０５で開始し、継続的またはそう
でなければ反復様式等、１つ以上のコンピューティングノード群のコンピューティングノ
ードについての情報の収集を開始する指示が受信され、一方で本明細書には例示されない
が、いくつかの実施形態において、他のモジュールおよび／またはルーチンは、対象の特
定のコンピューティングノード群に関して等、対象の特定の情報を生成し、提供するよう
に、ルーチン７００に動的にリクエストする場合がある。ブロック７０５において、ルー
チンは、コンピューティングノード群の総計情報を生成する際に後で使用するために、こ
れらのコンピューティングノードが属するコンピューティングノード群の指示を含む、１
つ以上のそのようなコンピューティングノードの性能特性情報を収集する。情報は、特定
のコンピューティングノードまたは関連モジュール（例えば、仮想マシンコンピューティ
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ングノードの関連ＶＭマネージャ構成要素）に情報を提供するようにリクエストすること
によって情報をプルすることによって、そのようなコンピューティングノードおよび／ま
たは関連構成要素が情報をルーチン７００にプッシュすることによって（例えば、定期的
、コンピューティングノードをシャットダウンまたは利用不可能にさせる検出されたエラ
ー状態等の所定の種類のイベント時等）、特定のコンピューティングノードによるネット
ワークトラフィックおよび／または個別のリソース使用量を監視することによって等を含
む、多様な様式で収集される場合がある。
【００８５】
　ルーチンは次いでブロック７１０に続き、１つ以上の選択されたコンピューティングノ
ード群のために総計性能特性情報を判定し、全てのコンピューティングノード群、個別の
コンピューティングノード情報がちょうど収集されたコンピューティングノード群、総計
性能特性情報がリクエストされている、または最近生成されていないコンピューティング
ノード群、個別のコンピューティングノード情報がコンピューティングノード群のコンピ
ューティングノードの各々に利用可能であるコンピューティングノード群等のために等、
その判定された情報を後で使用するために記憶する。その総計性能特性情報は、群のコン
ピューティングノードに関して部分的情報だけが利用可能である時、利用可能ではない個
別の性能特性情報を補間または推定すること等を含め、多様な様式で生成される場合があ
る。加えて、収集および／または総計される特定の性能特性情報は、所定の実施形態にお
いて全てのコンピューティングノード群のための所定の種類の情報を必ず収集する、特定
のコンピューティングノード群の判定されたトリガに指定された条件に基づいて所定の種
類の情報を収集する等、多様な様式で変動する場合がある。さらに、ブロック７０５～７
８５は、この例において、順次様式で実施されると例示されるが、多様なブロックは、い
くつかの実施形態においてそうではなく他の様式で実施される場合があることが理解され
る。例えば、いくつかの実施形態において、ブロック７０５の情報収集アクティビティは
、継続ベースまたはほぼ継続ベースで実施される場合があるが、ブロック７１０および／
または他のブロックの総計情報生成は、定期的にのみ実施される場合がある。
【００８６】
　ブロック７１０の後、ルーチンはブロック７１５に続き、現在利用可能な群のコンピュ
ーティングノードの現在数、および／またはコンピューティングノード群のプログラム実
行容量の１つ以上の他の測定値を反映し、後で使用するために判定された情報を記憶する
等、１つ以上のコンピューティングノード群の各々のために現在の実際のプログラム実行
容量情報を判定し、記憶する。本明細書には例示されないが、いくつかの実施形態および
状況において、ルーチンはさらに、コンピューティングノード群のために判定された現在
の実際のプログラム実行容量を反映するように、コンピューティングノード群の対応する
公式記録のプログラム実行容量を即時に更新する場合があるが、他の実施形態において、
公式記録のプログラム実行容量を更新するには、次の対応する群の調和アクティビティま
で待機する。
【００８７】
　ブロック７２０で、ルーチンは次いで任意選択的に、任意のコンピューティングノード
群の満たされていた任意のコンピューティングノード群の任意の容量修正トリガを判定す
る（例えば、ブロック７０５で収集され、および／またはブロック７１０で総計された性
能特性情報に基づいて、および／またはブロック７１５で判定された実際のプログラム実
行容量情報に基づいて）が、他の実施形態において、そのようなトリガを満たしたという
判定は、そうではなく、図５に関して詳細を説明する対応する調和アクティビティに関し
て等、総計期間の最後に実施される場合がある。任意のトリガが満たされたと判定された
場合、そのような満たされたトリガについての情報は、後で使用するために記憶される。
いくつかの実施形態および状況において、特定のトリガを満たすとさらに、関連のコンピ
ューティングノード群の即時プログラム実行容量修正を開始する場合があり、そのような
場合、そのようなプログラム実行容量修正動作が開始される場合があり、ルーチンはさら
に、図６のルーチン６００に関して後で使用するため等、その満たされたトリガをそのプ



(42) JP 5486687 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

ログラム実行容量修正動作に連結する因果関係情報を記録する場合がある。
【００８８】
　同様な様式において、ブロック７２５のルーチンは、任意のコンピューティングノード
群のうちの任意のコンピューティングノードが、コンピューティングノード群のために利
用可能になるように開始されたが、開始が失敗または指定期間内（例えば、１０分）に完
了しなかったかどうかを判定する。その場合、ルーチンの例示された実施形態は、任意の
そのようなコンピューティングノードのための置換コンピューティングノードの即時提供
を開始し、ルーチンはさらに、開始されたコンピューティングノードの利用不可能を開始
された置換アクティビティの原因として連結する因果関係情報を記録する場合がある。他
の実施形態において、そのような置換アクティビティは、代わりに即時様式で実施されな
い場合があり（例えば、代わりに、プログラム実行容量を修正する他のリクエストと総計
される場合がある）、および／またはそうではなく図４のルーチン４００によって実施さ
れる場合がある。加えて、そのような利用不可能なコンピューティングノードのための置
換アクティビティを開始することの一部として、ルーチンはさらに、利用不可能なコンピ
ューティングノードを終了するよう動作を行う場合がある（例えば、まだ実行中であるが
、応答しない場合）。
【００８９】
　類似の様式において、ブロック７３０のルーチンは、コンピューティングノード群の一
部として以前に使用中であったが、現在障害を発生またはそうでなければ利用不可能にな
っているコンピューティングノード群のうちの任意のコンピューティングノードに置換コ
ンピューティングノードを即時に提供することを任意選択的に開始し、その場合、ルーチ
ンは、開始された置換アクティビティの原因として、そのコンピューティングノードの利
用不可能性を連結する因果関係情報をさらに記録する場合がある。他の実施形態において
、そのような置換アクティビティは、そうではなく直後の様式において実施されない場合
があり（例えば、そうではなく、プログラム実行容量を修正するための他のリクエストと
共に総計される場合がある）、および／または図４のルーチン４００によって実施される
場合があり、および／または特定のコンピューティングノード群のプログラム実行容量に
対する即時変更を自動的に開始することができる、他の種類の自動化された判定が実施さ
れる場合がある。加えて、利用不可能なコンピューティングノードの置換アクティビティ
を開始することの一部として、ルーチンはさらに、利用不可能なコンピューティングノー
ドを終了する動作を行う場合がある（例えば、まだ稼動中であるが、応答しない場合）。
さらに、他の部分に詳細を記載するように、ルーチンは、いくつかの実施形態において、
ブロック７２５および／または７３０に関して、関連のユーザが課金される期間、置換ア
クティビティを実施する望ましさに影響を与える場合がある、次の調和アクティビティの
実施が予定されているまでの時間量等、置換アクティビティを即時に実施するかどうかを
判定する時に他の因子を検討する場合がある。
【００９０】
　ブロック７３０の後、ルーチンは、ブロック７８５に続き、必要に応じて記憶された情
報を更新することを含む、任意のハウスキーピング操作を任意選択的に実施する。ブロッ
ク７８５の後、ルーチンは、ブロック７９５に続き、明示的な終了指示が受信されるまで
等、継続するかどうかを判定する。継続すると判定された場合、ルーチンはブロック７０
５に戻り、そうでない場合はブロック７９９に続いて終了する。ルーチン７００に関して
多様なアクティビティは、この実施形態において、ルーチン４００を実施するモジュール
とは異なるモジュールによって実施されると例示されるが、他の実施形態において、２つ
のルーチンの機能のいくつかまたは全ては、単一のモジュールによって実施される、また
はそうでなければ組み合わせられる場合がある。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、上述のルーチンによって提供される機能は、より多くの
ルーチンに分割、またはより少ないルーチンに統合等、代替の方式において提供される場
合があることが理解される。同様に、いくつかの実施形態において、例示されたルーチン
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は、他の例示されたルーチンが、その代わりにそれぞれそのような機能を欠落または含む
時、または提供される機能の量が変更される時等、記載よりも多いまたは少ない機能を提
供する場合がある。加えて、多様な操作は、特定の様式（例えば、順次または並列）にお
いて、および／または特定の順序で、実施されると例示される場合がある一方で、当業者
は、他の実施形態において、操作は他の順序で、および他の様式において実施される場合
があることを理解する。当業者はまた、上述のデータ構造は、単一のデータ構造を複数の
データ構造に分割させることによって、または複数のデータ構造を単一のデータ構造に統
合させることによって等、異なる様式において構造化される場合があることも理解する。
同様に、いくつかの実施形態において、例示されたデータ構造は、他の例示されたデータ
構造が、その代わりにそれぞれそのような情報を欠落または含む時、または記憶される情
報の量または種類が変更される時等、記載よりも多いまたは少ない情報を記憶する場合が
ある。
【００９２】
　第１節。ユーザに提供されるプログラム実行容量における動的な修正の因果関係を判定
するための、プログラム実行サービスの構成されたコンピューティングシステムのための
方法であって、
　プログラム実行サービスの構成されたコンピューティングシステムの制御下であって、
ユーザに課金された料金と引き換えに、かつ、多様なユーザの各々について、複数のリモ
ートユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを
プログラム実行サービスが提供する、当該制御下において、
　ユーザの指示されたプログラムの実行で使用するための初期の望ましいコンピューティ
ングノードの数を指定し、かつ、ユーザが使用するために提供されているコンピューティ
ングノードの数に対して自動化された修正を後で開始するために使用するための複数の数
修正トリガを指定する、ユーザからの情報を受信することであって、数修正トリガの各々
は、数修正トリガが満たされるかどうかを判別するために使用するための１つ以上の基準
を含み、かつ、数修正トリガが満たされる場合にリクエストされる指定されたコンピュー
ティングノードの数変更を含む、受信することと、
　ユーザの指示されたプログラムを実行するために使用するための多様な複数のコンピュ
ーティングノードのユーザのために群を自動的に判別することであって、複数のコンピュ
ーティングノードは初期の望ましいコンピューティングノードの数であり、１回目で、ユ
ーザが使用するための複数のコンピューティングノードを提供する、判別することと、
　ユーザからの命令に応答して、群のうちのコンピューティングノードの各々において指
示されたプログラムのコピーの実行を開始することと、
　期間の間、これらのコンピューティングノードの操作から性能測定基準を判定するため
に、群のうちのコンピューティングノードを自動的に監視することと、ユーザによって指
定された数修正トリガのうちの少なくとも１つが、判定された性能測定基準に基づいて満
たされることを自動的に判別することと、
　期間の間、各々、群のうちのコンピューティングノードの数変更について動的に指定さ
れたリクエストを示す、ユーザからの１つ以上の数変更命令を受信することと、
ユーザのためにプログラムを実行するために、２回目で実際に利用可能な群のうちのコン
ピューティングノードの数を反映する２回目について実際のコンピューティングノード量
を自動的に判別することであって、２回目の判定された実際のコンピューティングノード
量は、期間の間の群のうちのコンピューティングノードの利用可能性に対する複数の変更
に少なくとも部分的に基づく、１回目の初期の望ましいコンピューティングノードの数と
は別であり、複数の利用可能性の変更の少なくともいくつかは、ユーザが課金される１つ
以上の関連付けられた料金を有する、判別することと、
　利用可能性に対する複数の変更のうちの少なくとも１つの各々について、満たされると
判定される少なくとも１つの数修正トリガのうちの１つまたはユーザからの１つ以上の数
変更命令のうちの１つのいずれかである利用可能性の変更の単一の原因を自動的に結論付
けることと、
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　単一の原因が自動的に結論付けられていない複数の利用可能性の変更のうちの少なくと
も１つの他の変更の各々について、この少なくとも１つの他の利用可能性の変更は、前記
少なくとも１つの利用可能性の変更とは別であり、互いに独立しており、満たされると判
定される少なくとも１つの数修正トリガのうちの１つ以上を含み、かつ、ユーザからの１
つ以上の数変更命令のうちの少なくとも１つを含む、利用可能性の変更へ、複数の可能性
のある原因の組み合わせを自動的に結論付けることと、
　少なくともいくつかの利用可能性の変更のための関連付けられた料金が、ユーザに帰責
されることを可能にするように、少なくとも１つの利用可能性の変更の各々について結論
付けられる単一の原因と、少なくとも１つの他の利用可能性の変更の各々についての複数
の原因の結論付けられる組み合わせとの指示を提供することと、によって、１回目から後
の２回目への期間、群のうちのコンピューティングノードを自動的に管理することと、を
含む、方法。
【００９３】
　第２節。複数のユーザのうちの１人について、２回目で判定された実際のコンピューテ
ィングノード数は、満たされると判定される少なくとも１つの数修正トリガのうちの１つ
以上と、１人のユーザからの１つ以上の数変更命令のうちの少なくとも１つとの各々から
、１人のユーザの群のためのコンピューティングノードの数のリクエストされた増加に部
分的に基づいて、１回目について、初期の望ましいコンピューティングノード数よりも多
く、１人のユーザの２回目の実際のコンピューティングノード数を自動的に判別すること
は、１つ以上の満たされた数修正トリガと、１人のユーザからの少なくとも１つの数変更
命令との、リクエストされた増加の総計に基づいて、１人のユーザの群のコンピューティ
ングノードの数を増加させるために行う単一の総計された修正を判別することを含み、１
人のユーザの群のうちのコンピューティングノード数を増加させるための判定された単一
の総計された修正は、１人のユーザの群の少なくとも１つの他の利用可能性の変更のうち
の１つであり、１つ以上の満たされた数修正トリガおよび１人のユーザからの少なくとも
１つの数変更命令のうちのどれも、１人のユーザの群について、少なくとも１つの利用可
能性の変更のいずれの単一の原因としても結論付けられず、１人のユーザの群の少なくと
も１つの他の利用可能性の変更の各々についての複数の可能性のある原因の組み合わせは
、期間の間、１人のユーザのコンピューティングノード群における利用可能性の変更につ
いて識別され、かつ、少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つの単一の原因とし
て結論付けられない全ての可能性のある原因を含む、第１節に記載の方法。
【００９４】
　第３節。プログラム実行サービスは、リモートユーザの各々が、１つ以上のネットワー
クにおいてクライアントコンピューティングデバイスからの命令を提供するように、ネッ
トワークでアクセス可能なサービスであり、１人のユーザの群の関連付けられた料金によ
る少なくともいくつかの利用可能性の変更は、１人のユーザの群のうちのコンピューティ
ングノードの数における１つ以上の増加を含み、１人のユーザは、１回目で１人のユーザ
が使用するための複数のコンピューティングノードを提供するための第１の料金を支払い
、１人のユーザの群の１つ以上の数の増加の一部として提供された各追加のコンピューテ
ィングノードの１つ以上の個別の第２の料金を支払う、第２節に記載の方法。
【００９５】
　第４節。ユーザに提供されたプログラム実行容量における動的修正の因果関係を判別す
るためのコンピュータで実装可能な方法であって、方法は、
　複数のユーザが使用するためのプログラム実行サービスを提供するように構成される１
つ以上のコンピューティングシステムの制御下であって、プログラム実行サービスのユー
ザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードをプログラ
ム実行サービスが有する、当該制御下において、
　プログラム実行サービスの第１のユーザの代わりに、１つ以上のソフトウェアプログラ
ムを実行するための初期の望ましいプログラム実行容量の指示を受信することと、
　第１のユーザに提供されているプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で開
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始するために使用するための複数の容量修正トリガを判別することであって、容量修正ト
リガの各々は、容量修正トリガが満たされるかどうかを判別するために使用するための１
つ以上の基準を含み、かつ、容量修正トリガが満たされる場合にリクエストされる指定さ
れた種類のプログラム実行容量修正を含む、判別することと、
　第１のユーザの初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するための多
様な複数のコンピューティングノードの複数の第１の群を自動的に判別することと、１回
目で利用可能な第１の群のうちのコンピューティングノードに、第１のユーザのために１
つ以上のソフトウェアプログラムを各々実行させることと、
　１回目と後の２回目との間の期間において生じ、かつ、各々、第１の群の複数のコンピ
ューティングノードによって提供されているプログラム実行容量の修正を生じさせること
ができる、複数の独立したイベントを自動的に識別することであって、複数のイベントは
、満たされると判定される指定された容量修正トリガのうちの少なくとも１つを含む、識
別することと、
　２回目に第１の群のうちのコンピューティングノードから第１のユーザへ利用可能な実
際のプログラム実行容量を自動的に判別することであって、２回目の実際のプログラム実
行容量は、１回目と２回目との間の期間に生じた第１の群の１つ以上のコンピューティン
グノードの利用可能性に対する１つ以上の変更に少なくとも部分的に基づいて、１回目に
第１のユーザに提供された望ましいプログラム実行容量とは別である、判別することと、
　第１の群の１つ以上のコンピューティングノードの利用可能性の変更の各々について、
利用可能性の変更の原因として識別されたイベントのうちの１つ以上を自動的に結論付け
ることであって、利用可能性の変更のうちの少なくとも１つは、互いに独立しており、か
つ、満たされると判定される少なくとも１つの指定された容量修正トリガのうちの１つ以
上を含む複数のイベントの組み合わせである原因を有する、結論付けることと、
　１つ以上の追加の動作が、その結論付けられる原因に対応して実施されることを可能に
するように、利用可能性の変更のうちの１つ以上の各々について、結論付けられる原因の
指示を提供することと、を含む、方法。
【００９６】
　第５節。複数のイベントは、第１の群によって提供されているプログラム実行容量に対
する指定された修正をリクエストするために、第１のユーザによって動的に指定される少
なくとも１つの容量修正命令をさらに含み、少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの
１つの原因として結論付けられる複数のイベントの組み合わせは、少なくとも１つの指定
された容量修正命令のうちの１つ以上を含む、第４節に記載の方法。
【００９７】
　第６節。利用可能性の変更のうちの少なくとも１つの他の変更は、複数のイベントのう
ちの単一の１つである結論付けられる原因を有し、この少なくとも１つの他の利用可能性
の変更は、前記少なくとも１つの利用可能性の変更とは別である、第４節に記載の方法。
【００９８】
　第７節。単一の１つのイベントは、少なくとも１つの他の利用可能性の変更の原因の判
定された種類であり、判定された原因の種類は、直接的原因または間接的原因のいずれか
であり、単一の１つのイベントの指示を提供することは、少なくとも１つの他の利用可能
性の変更の原因の判定された種類であることを自動的に判別することをさらに含む、第６
節に記載の方法。
【００９９】
　第８節。実際のプログラム実行容量を自動的に判別することは、生じた複数の利用可能
性の変更を判別することを含み、利用可能性の変更の各々の原因として１つ以上のイベン
トを自動的に結論付けることは、各々、複数の利用可能性の変更のうちの１つの単一の原
因である複数のイベントのうちの１つ以上を識別することと、単一の原因を有しない複数
の利用可能性の変更の互いの組み合わせの一部として、複数の利用可能性の変更のうちの
１つの単一の原因ではない複数のイベントの全てを総計することと、を含む、第４節に記
載の方法。
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【０１００】
　第９節。少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つについて、１人の利用可能性
の変更の原因としての複数のイベントの組み合わせを自動的に結論付けることは、複数の
イベントの組み合わせが１つの利用可能性の変更の原因の判定された種類であることを判
別することを含み、判定された種類の原因は、直接的原因または間接的原因のいずれかで
あり、１つ以上の利用可能性の変更の各々について結論付けられる原因の指示を提供する
ことは、１つの利用可能性の変更の原因の判定された種類である複数のイベントの組み合
わせの指示を提供することを含む、第４節に記載の方法。
【０１０１】
　第１０節。複数の独立したイベントは、各々、第１の群によって提供されているプログ
ラム実行容量の修正をリクエストし、方法は、複数のイベントのリクエストされた修正の
総計に基づいて、第１の群のプログラム実行容量に対して行う単一の総計された修正を自
動的に判別することと、２回目の前に第１の群に対する判定された単一の総計された修正
を開始することと、をさらに含む、第４節に記載の方法。
【０１０２】
　第１１節。複数のイベントは、第１の群によって提供されているプログラム実行容量に
対する指定された修正をリクエストするために、第１のユーザによって動的に指定される
少なくとも１つの容量修正命令をさらに含み、判定された複数の容量修正トリガは、１回
目の前に第１のユーザによって指定され、少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１
つの原因として結論付けられる複数のイベントの組み合わせは、少なくとも１つの指定さ
れた容量修正命令のうちの１つ以上を含む、第１０節に記載の方法。
【０１０３】
　第１２節。判定された単一の総計された修正は、１つ以上の指定された容量修正命令が
原因として結論付けられる組み合わせに含まれる１つの利用可能性の変更である、第１１
節に記載の方法。
【０１０４】
　第１３節。第１の群のプログラム実行容量は、初期の望ましいプログラム実行容量が初
期の望ましいコンピューティングノードの数となり、かつ、２回目で判定された実際のプ
ログラム実行容量が２回目で第１の群の一部として利用可能な実際のコンピューティング
ノードの数となるように、第１の群の一部であるコンピューティングノードの数に基づい
て計測され、第１の群の１つ以上のコンピューティングノードの１つ以上の利用可能性の
変更は、各々、利用不可能になる第１の群と、第１の群に追加される１つ以上の新しいコ
ンピューティングノードとの一部である１つ以上のコンピューティングノードのうちの少
なくとも１つを含み、第１の群に対する判定された単一の総計された修正は、第１の群の
うちのコンピューティングノードの数の判定された変更である、第１０節に記載の方法。
【０１０５】
　第１４節。判定された単一の総計された修正は、１つ以上のコンピューティングノード
の指定された数だけ、第１の群のうちのコンピューティングノードの数を増加させること
であり、判定された単一の総計された修正は、結論付けられる原因の指示が提供される１
つ以上の利用可能性の変更のうちの１つであり、方法は、開始された判定された単一の総
計された修正に少なくとも部分的に基づいて、第１のユーザに対して１つ以上の金銭的な
課金を開始することを含む１つ以上の追加の動作を実行することをさらに含む、第１３節
に記載の方法。
【０１０６】
　第１５節。結論付けられる原因の指示が提供される１つ以上の利用可能性の変更のうち
の１つは、１つの利用可能性の変更の原因の少なくとも一部として、複数のイベントの少
なくとも最初を含み、１人の利用可能性の変更の結論付けられる原因の指示を提供するこ
とは、イベントが１つの利用可能性の変更を生じさせる、および第１のイベントによって
利用可能性の変更が生じる、のうちの少なくとも１つのリクエストに応じて実行される、
第４節に記載の方法。
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【０１０７】
　第１６節。ユーザからリクエストが受信され、１つの利用可能性の変更の結論付けられ
る原因の指示を提供することは、１人の利用可能性の変更の結論付けられた原因の人間可
読説明を生成することと、ユーザに表示するための生成された人間可読説明を提供するこ
ととを含む、第１５節に記載の方法。
【０１０８】
　第１７節。２回目後に生じる１つ以上の追加の期間の各々について、追加の期間の間に
生じた利用可能性の変更の原因として１つ以上の追加の識別されたイベントを自動的に結
論付けることをさらに含み、１つ以上の追加の期間のうちの１つの間に生じた利用可能性
の変更のうちの１つの原因である追加の識別されたイベントのうちの１つについて、１つ
の追加の識別されたイベントは、１回目と２回目との間の期間の間に生じた利用可能性の
変更のうちの１つの結果である、第４節に記載の方法。
【０１０９】
　第１８節。第１のユーザのために１つ以上のソフトウェアプログラムを各々実行するた
めに、１回目に第１の群のうちのコンピューティングノードを利用可能にすることは、第
１の群のうちのコンピューティングノードの各々を自動的に供給することを含み、かつ、
第１の群のうちのコンピューティングノードの各々上で１つ以上のソフトウェアプログラ
ムの各々の実行を自動的に開始することを含む、第４節に記載の方法。
【０１１０】
　第１９節。プログラム実行サービスは、第１のユーザからリモートである料金ベースの
ネットワークでアクセス可能なサービスであり、プログラム実行サービスは、１つ以上の
ネットワークにおいてプログラム実行サービスとプログラム的に相互作用するためのリモ
ートコンピューティングシステムの１つ以上のアプリケーションプログラミングインター
フェース（ＡＰＩ）と、１つ以上のネットワークにおいてリモートユーザが使用するため
のグラフィカルユーザインターフェースとの少なくとも１つを提供し、第１のユーザは、
利用可能性の変更のうちの１つ以上の結論付けられる原因に少なくとも一部基づいて、１
つ以上の料金を支払う、第４節に記載の方法。
【０１１１】
　第２０節。複数のコンピューティングノードが、複数の物理的コンピューティングシス
テムの各々について、各々少なくとも１つのプログラムを実行することができる物理的コ
ンピューティングシステムによってホストされる複数の仮想マシンを含むように、プログ
ラム実行サービスは、仮想技法を使用し、第１の群のうちのコンピューティングノードは
ホストされた仮想マシンであり、第１のユーザの１つ以上のプログラムは仮想マシンイメ
ージの一部である、第４節に記載の方法。
【０１１２】
　第２１節。
　構成されたコンピューティングシステムの制御下において、第１のユーザの代わりに１
つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するための初期のプログラム実行
容量を提供するために、１回目で第１のユーザに関連付けられる複数のコンピューティン
グノードの第１の群の指示を受信することと、
　１回目と後の２回目との間に生じ、かつ、各々、第１の群のプログラム実行容量の関連
付けられた望ましい修正を有する複数の独立したイベントを自動的に識別することと、
　２回目に第１の群のうちのコンピューティングノードから第１のユーザへ利用可能な実
際のプログラム実行容量を自動的に判別することであって、２回目の実際のプログラム実
行容量は、第１の群の１つ以上のコンピューティングノードの利用可能性に対する１つ以
上の変更に少なくとも部分的に基づく、１回目で提供された初期のプログラム実行容量と
は、別である、判別することと、
第１の群の判定された利用可能性の変更の各々に１つ以上の原因を自動的に結論付けるこ
とであって、利用可能性の変更の少なくとも１つに結論付けられる１つ以上の原因は、多
様な識別された独立したイベントの組み合わせである、結論付けることと、
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　少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つ以上について、結論付けられる１つ以
上の原因の指示を提供することと、を含む方法を実行することによって、そのコンテンツ
が、ユーザに提供されたプログラム実行容量の動的修正のために因果関係を判定するよう
に、コンピューティングシステムを構成する、コンピュータ可読媒体。
【０１１３】
　第２２節。構成されたコンピューティングシステムは、プログラム実行サービスのユー
ザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを提供する
プログラム実行サービスの一部であり、第１の群の複数のコンピューティングノードは、
複数のコンピューティングノードのサブセットであり、第１の群の指示を受信することは
、１回目の前に第１のユーザから初期のプログラム実行容量のリクエストを受信すること
と、第１のユーザに初期のプログラム実行容量を提供するために使用するための１回目で
第１のユーザに、コンピューティングノードの第１の群を自動的に関連付けることと、を
含み、第１のユーザは、第１の群のプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で
開始するために使用するための、１回目の前の１つ以上の容量修正トリガをさらに示し、
複数の独立したイベントは、満たされると判定され、かつ、第１のユーザによって動的に
指定される少なくとも１つの容量修正命令を含む、容量修正トリガのうちの少なくとも１
つを含む、第２１節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１１４】
　第２３節。複数の独立したイベントの各々についてのプログラム実行容量の望ましい修
正はリクエストされた修正であり、方法は、少なくとも１つの満たされた容量修正トリガ
と、第１のユーザからの少なくとも１つの容量修正命令とのリクエストされた修正の総計
に基づいて、第１の群のプログラム実行容量を増加させるために行う単一の総計された修
正を自動的に判別することと、２回目の前に判定された単一の総計された修正を開始する
こととをさらに含み、判定された単一の総計された修正は、少なくとも１つの利用可能性
の変更のうちの１つであり、判定された単一の総計された修正の１つ以上の原因として結
論付けられる複数の独立したイベントの組み合わせは、少なくとも１つの満たされた容量
修正トリガおよび第１のユーザからの少なくとも１つの容量修正命令を含む、第２２節に
記載のコンピュータ可読媒体。
【０１１５】
　第２４節。コンピュータ可読媒体は、コンテンツを記憶するコンピューティングシステ
ムのメモリと、コンテンツを含有する生成された記憶されたデータ信号を含むデータ伝送
媒体とのうちの少なくとも１つであり、コンテンツは、実行されるとコンピューティング
システムに方法を実行させる命令である、第２１節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１１６】
　第２５節。ユーザのために、プログラム実行容量における動的修正のために因果関係を
判定するように構成されたコンピューティングシステムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
複数のユーザの各々について、
　ユーザの代わりに、１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するため
に提供される初期のプログラム実行容量を判別することと、ユーザのために提供されてい
るプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で開始するために使用するための１
つ以上の容量修正トリガを判別することと、
　ユーザに初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するために、複数の
利用可能なコンピューティングノードの群を１回目にユーザに自動的に関連付けることと
、
　１回目の後、１回目と後の２回目との間で生じ、かつ、群のプログラム実行容量の関連
付けられた望ましい修正を各々有する、複数の独立したイベントを自動的に識別すること
であって、複数のイベントは満たされると判定される容量修正トリガのうちの少なくとも
１つを含む、識別することと、
　群によって提供されるプログラム実行容量に影響する群の１つ以上のコンピューティン
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グノードの利用可能性に対する１つ以上の変更を自動的に判別することと、
　群の判定された利用可能性の変更の各々に対して、１つ以上の原因を自動的に結論付け
ることであって、利用可能性の変更の少なくとも１つに結論付けられる１つ以上の原因は
、多様な識別された独立したイベントの組み合わせであり、利用可能性の変更のうちの少
なくとも１つの他の変更に結論付けられる１つ以上の原因は、識別された独立したイベン
トのうちの単一の１つであり、群の判定された利用可能性の変更のうちの１つ以上につい
て結論付けられる１つ以上の原因の指示を提供することと、によって、
　１つ以上のプロセッサのうちの少なくとも１つによって実行されると、ネットワークで
アクセス可能なサービスの複数のユーザのためにプログラム実行容量を管理するように構
成されるシステムマネジャーモジュールと、を備える、コンピューティングシステム。
【０１１７】
　第２６節。複数のユーザのうちの１人のための複数の独立したイベントは、１人のユー
ザによって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令をさらに含み、システムマネ
ジャーモジュールは、少なくとも１つの満たされた容量修正トリガと、１人のユーザによ
って指定された少なくとも１つの容量修正命令との望ましい修正の総計に基づいて、１人
のユーザの群のプログラム実行容量を増加させるために行う単一の総計された修正を自動
的に判定し、かつ、２回目の前に１人のユーザのために群に対して判定された単一の総計
された修正を開始するように構成され、判定された単一の総計された修正は、１人のユー
ザの少なくとも１つの利用可能性の変更のうちの１つであり、判定された単一の総計され
た修正の１つ以上の原因として結論付けられる複数の独立したイベントの組み合わせは、
少なくとも１つの満たされた容量修正トリガおよび１人のユーザによって指定された少な
くとも１つの容量修正命令を含む、第２５節に記載のコンピューティングシステム。
【０１１８】
　第２７節。１人のユーザのための判定された容量修正トリガは１人のユーザによって指
定され、ネットワークでアクセス可能なサービスは、プログラム実行サービスのリモート
ユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを提供
するプログラム実行サービスであり、複数のユーザの少なくとも１人の各々についての群
の複数のコンピューティングノードは、複数のコンピューティングノードのサブセットで
ある、第２６節に記載のコンピューティングシステム。
【０１１９】
　第２８節。システムマネジャーコンポーネントは、コンピューティングシステムによっ
て実行するためのソフトウェア命令を含む、第２５節に記載のコンピューティングシステ
ム。
【０１２０】
　第２９節。複数のユーザの各々について、
　ユーザの代わりに１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するために
提供される初期のプログラム実行容量を判別することと、ユーザに提供されているプログ
ラム実行容量に対する自動化された修正を後で開始するために使用するための１つ以上の
容量修正トリガを判別することと、
　ユーザへ初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するための、１回目
でユーザに、複数の利用可能なコンピューティングノードの群を自動的に関連付けること
と、
　１回目の後、１回目と後の２回目との間に生じ、かつ、群のプログラム実行容量の関連
付けられた望ましい修正を各々有する複数の独立したイベントを自動的に識別することで
あって、複数のイベントは、満たされると判定される容量修正トリガの少なくとも１つを
含む、識別することと、
　群によって提供されたプログラム実行容量に影響する群の１つ以上のコンピューティン
グノードの利用可能性に対する１つ以上の変更を自動的に判別することと、
　群の判定された利用可能性の変更の各々に１つ以上の原因を自動的に結論付けることで
あって、利用可能性の変更の少なくとも１つに結論付けられる１つ以上の原因は、多様な
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識別された独立したイベントの組み合わせであり、利用可能性の変更のうちの少なくとも
１つの他の変更に結論付けられる１つ以上の原因は、単一の識別された独立したイベント
のうちの１つであり、群の判定された利用可能性の変更のうちの１つ以上について、結論
付けられる１つ以上の原因に指示を提供すること、によって、システムマネジャーコンポ
ーネントは、ネットワークでアクセス可能なサービスの複数のユーザのプログラム実行容
量を管理するための手段で構成される、第２５節に記載のコンピューティングシステム。
【０１２１】
　第３０節。ユーザのプログラム実行容量を動的に修正するための、プログラム実行サー
ビスの構成されたコンピューティングシステムの方法であって、方法は、
　プログラム実行サービスの構成されたコンピューティングシステムの制御下であって、
複数のリモートユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティン
グノードをプログラム実行サービスが提供する、当該制御下において、多様なユーザの各
々について、
　ユーザの指示されたプログラムを実行するために使用するための初期の望ましいコンピ
ューティングノードの数を指定し、かつ、望ましいコンピューティングノード数に対する
自動化された修正を後で開始するために使用するための１つ以上の数修正トリガを指定す
る、ユーザからの情報を受信することであって、数修正トリガの各々は、数修正トリガが
満たされているかどうかを判別するために使用するための１つ以上の基準を含み、かつ、
数修正トリガが満たされる場合に指定されたコンピューティングノード数変更を含む、受
信することと、
　ユーザの指示されたプログラムを実行するために使用するための複数のコンピューティ
ングノードの複数の群を自動的に判別することであって、群の複数のコンピューティング
ノードは初期の望ましいコンピューティングノード量である、判別することと、１回目で
使用するための複数のコンピューティングノードユーザを提供することと、
　ユーザからの１つ以上の命令に応答して、群のうちのコンピューティングノードの各々
の上に指示されたプログラムのコピーの実行を開始することと、１回目にユーザに利用可
能であると記録される公的コンピューティングノード量として初期の望ましいコンピュー
ティングノード量を指定することと、
期間の間、これらのコンピューティングノードの操作から性能特性を判定するために、群
のうちのコンピューティングノードを自動的に監視することと、ユーザによって指定され
た数修正トリガのうちの少なくとも１つが判定された性能特性に基づいて満たされること
を自動的に判別することと、
　期間の間、ユーザによって動的に指定される群のうちのコンピューティングノードのユ
ーザ指示されたコンピューティングノード量の変更を示す少なくとも１つの命令を受信す
ることと、
　２回目に修正された望ましいコンピューティングノード量を自動的に判別することであ
って、修正された望ましいコンピューティングノード数は、少なくとも１つの満たされた
数修正トリガからの指定されたコンピューティングノード量の変更と、ユーザ指示された
コンピューティングノード数の変更とに少なくとも部分的に基づいて、１回目からの望ま
しいコンピューティングノード数に対する変更を含む、判別することと、
　ユーザについてプログラムを実行するために、２回目に実際に利用可能な群のうちのコ
ンピューティングノードの数を反映する。２回目で実際のコンピューティングノード量を
自動的に判別することと、
　２回目に、ユーザの公的コンピューティングノード数を修正された望ましいコンピュー
ティングノード数に自動的に調和させることであって、調和させることは、修正された望
ましいコンピューティングノード数になるように判定された実際のコンピューティングノ
ード数を変更するための動作を行うことによって、群の一部であるコンピューティングノ
ードの数を自動的に修正することを含む、調和させることと、
　ユーザが使用するための群の修正されたコンピューティングノードの数を提供すること
と、２回目にユーザに利用可能な公的コンピューティングノード数になるように修正され
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た望ましいコンピューティングノード量を指定することと、によって、１回目から後の２
回目への期間、群のうちのコンピューティングノードを自動的に管理することと、を含む
、方法。
【０１２２】
　第３１節。複数のユーザのうちの１人について、２回目に判定された実際のコンピュー
ティングノード数は、１回目から２回目への期間の間に使用することが利用不可能になる
１人のユーザのための群のうちのコンピューティングノードのうちの１つ以上に少なくと
も部分的に基づいて、１回目の公的コンピューティングノード数未満であり、期間の間、
１人のユーザについて群のうちのコンピューティングノードを自動的に監視することは、
１人のユーザの現行の実際のコンピューティングノード数を繰り返し判別することと、判
定された現行の実際のコンピューティングノード量で、更新された公的コンピューティン
グノード数を調整するために、１人のユーザの公的コンピューティングノード数を更新す
ることとを含み、１人のユーザの少なくとも１つの満たされた数修正トリガは、１人のユ
ーザによって指定された初期の望ましいコンピューティングノードの数に、２回目の公的
コンピューティングノード量を維持するために、１つ以上の利用不可能なコンピューティ
ングノードの数だけ、１人のユーザの群のうちのコンピューティングノードを増加させる
ように指定するトリガであり、１人のユーザによって動的に指定されるユーザ指示された
量の変更は、少なくとも１つのコンピューティングノードの初期の望ましいコンピューテ
ィングノードの数の指示された減少を含み、２回目に１人のユーザの修正された望ましい
コンピューティングノード数を自動的に判別することは、１つ以上の利用不可能なコンピ
ューティングノードで、指示された減少を少なくとも部分的に相殺することを含み、２回
目に１人のユーザに利用可能な公的コンピューティングノード数は、１人のユーザによっ
て指定された初期の望ましいコンピューティングノードの数から、１人のユーザによって
指定される指示された減少を引いたものである、第３０節に記載の方法。
【０１２３】
　第３２節。プログラム実行サービスは、複数のユーザが各々、１回目にユーザが使用す
るための複数のコンピューティングノードを提供するための第１の料金を支払い、かつ、
各々、２回目でユーザが使用するための群の修正されたコンピューティングノードの数を
提供するための個別の第２の料金を支払うように、料金ベースのネットワークでアクセス
可能なサービスであり、第１および第２の料金は、各々、ユーザの群のうちのコンピュー
ティングノードの現行の数に少なくとも部分的に基づく、第３１節に記載の方法。
【０１２４】
　第３３節。ユーザのためにプログラム実行容量を動的に修正するためのコンピュータで
実装可能な方法であり、方法は、
　複数のユーザが使用するためのプログラム実行サービスを提供するように構成される１
つ以上のコンピューティングシステムの制御下であって、プログラム実行サービスのユー
ザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードをプログラ
ム実行サービスが有する、当該制御下において、
　プログラム実行サービスの第１のユーザの代わりに１つ以上のソフトウェアプログラム
を実行するために使用するための初期の望ましいプログラム実行容量を指定し、かつ、望
ましいプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で開始するために使用するため
の１つ以上の容量修正トリガを指定する情報を受信することであって、容量修正トリガの
各々は、容量修正トリガが満たされるかどうかを判別するために使用するための１つ以上
の基準を含み、かつ、容量修正トリガが満たされる場合にリクエストされる望ましいプロ
グラム実行容量に対する指定された種類の修正を含む、受信することと、
　第１のユーザの初期の望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するための多
様な複数のコンピューティングノード第１の群を自動的に判別することと、各々、第１の
ユーザに１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために、１回目で第１の群のうち
のコンピューティングノードを利用可能にすることと、１回目に、第１のユーザに利用可
能であるものとして記録される公的プログラム実行容量として初期の望ましいプログラム
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実行容量を指定することと、
　１回目の後、１つ以上のソフトウェアプログラムを実行することに関連してこれらのコ
ンピューティングノードの性能特性の１つ以上のタイプの現行の値を判定するように、第
１の群のうちのコンピューティングノードを監視することであって、監視することは、１
回目の後、後の２回目において第１の群のうちのコンピューティングノードから第１のユ
ーザへ利用可能な実際のプログラム実行容量を判別することを含む、監視することと、
　１回目と２回目との間の期間において生じる複数のイベントに基づいて、第１のユーザ
の望ましいプログラム実行容量を修正するために自動的に判別することであって、複数の
イベントは、１つ以上の性能特性タイプの判定された現行の値に少なくとも部分的に基づ
いて満たされると判定される指定された容量修正トリガのうちの少なくとも１つを含み、
かつ、第１のユーザによって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令を含み、少
なくとも１つの指定された容量修正トリガおよび少なくとも１つの容量修正命令の各々は
、望ましいプログラム実行容量に対する指定された修正を示す、判別することと、
　２回目に判定された実際のプログラム実行容量および修正された望ましいプログラム実
行容量によって、第１のユーザに利用可能な記録された公的プログラム実行容量を自動的
に調和させることであって、記録された公的プログラム実行容量を調和させることは、修
正されたコンピューティングノードが修正された望ましいプログラム実行容量を提供する
ために利用可能になるように、かつ、記録された公的プログラム実行容量が提供された修
正された望ましいプログラム実行容量を反映するように更新されるように、判定された実
際のプログラム実行容量および修正された望ましいプログラム実行容量に従って、第１の
群の一部であるコンピューティングノードを自動的に修正することを含む、調和させるこ
とと、を含む、方法。
【０１２５】
　第３４節。初期の望ましいプログラム実行容量が初期の望ましいコンピューティングノ
ードの数になるように、第１の群のプログラム実行容量は、第１の群の一部であるコンピ
ューティングノードの数に基づいて計測され、２回目に判定された実際のプログラム実行
容量は、２回目に第１の群の一部として利用可能な実際のコンピューティングノードの数
であり、望ましいプログラム実行容量を修正するために自動的に判別することは、第１の
群のうちのコンピューティングノードの修正された望ましい数として、修正された望まし
いプログラム実行容量を判別することを含み、第１の群の一部であるコンピューティング
ノードを自動的に修正することは、修正された望ましい量になるように、第１の群の一部
であるコンピューティングノードの実際の数を変更させることを含む、第３３節に記載の
方法。
【０１２６】
　第３５節。少なくとも１つの指定された容量修正トリガおよび少なくとも１つの容量修
正命令の各々の望ましいプログラム実行容量に対する指定された修正は、第１の群のうち
のコンピューティングノードの望ましい数における指示された数の変更を反映し、第１の
群についての修正された望ましいプログラム実行容量を判別することは、少なくとも１つ
の指定された容量修正トリガおよび少なくとも１つの容量修正命令のうちの指示された数
の変更を総計することと、総計された量の変更によってコンピューティングノードの初期
の望ましい数を修正することと、を含む、第３４節に記載の方法。
【０１２７】
　第３６節。監視することによって現行の値が判定される、第１の群のうちのコンピュー
ティングノードの性能特性の１つ以上のタイプは、第１の群の一部として利用可能なコン
ピューティングノードの実際の数を含み、監視することは、１回目と２回目との間の期間
、複数回の各々においてコンピューティングノードの現行の実際の数を判別することを含
み、記録された公的プログラム実行容量を調和させることは、２回目に第１のユーザに利
用可能な現行の公的プログラム実行容量へ、第１の群のうちのコンピューティングノード
の修正された望ましい量を指定することをさらに含む、第３４節に記載の方法。
【０１２８】
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　第３７節。第１の群のプログラム実行容量は、第１の群の一部であるコンピューティン
グノードから利用可能なコンピューティングリソースの複数のタイプの各々を総計するこ
とに基づいて計測され、第１の群の一部であるコンピューティングノードを自動的に修正
することは、コンピューティングノードを自動的に修正後に第１の群の一部であるコンピ
ューティングノードから利用可能なコンピューティングリソースの複数のタイプのうちの
少なくとも１つの総計量を変更させることを含む、第３３節に記載の方法。
【０１２９】
　第３８節。少なくとも１つの指定された容量修正トリガのうちの各々の１つ以上の基準
は、１つ以上の性能特性タイプのうちの少なくとも１つについて１つ以上の指定された値
に基づき、方法は、少なくとも１つの指定された容量修正トリガの各々についての１つ以
上の指定された値と、１つ以上の性能特性タイプについて判定された現行の値との間の一
致に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの指定された容量修正トリガが満たさ
れることを自動的に判別することをさらに含む、第３３節に記載の方法。
【０１３０】
　第３９節。少なくとも１つの性能特性タイプは、第１の群のうちのコンピューティング
ノード上のコンピューティング負荷に対応し、少なくとも１つの指定された容量修正トリ
ガが満たされていることを判別することは、一時的に増加した状態である第１の群のうち
のコンピューティングノード上のコンピューティング負荷に基づき、第１の群の一部であ
るコンピューティングノードを自動的に修正することは、コンピューティング負荷の一時
的に増加した状態を受け入れるために、第１の群のうちのコンピューティングノードから
利用可能な実際のプログラム実行容量を一時的に増加させることを含み、方法は、コンピ
ューティング負荷の一時的に増加した状態の終了を反映するために、第１の群のうちのコ
ンピューティングノードの一時的に増加した実際のプログラム実行容量を減少させるため
に、実際のプログラム実行容量を一時的に増加した後で、後の３回目において自動的に判
別することをさらに含む、第３８節に記載の方法。
【０１３１】
　第４０節。少なくとも１つの性能特性タイプは、第１の群の一部として利用可能なコン
ピューティングノードの実際の数を含み、少なくとも１つの指定された容量修正トリガが
満たされることを判別することは、指定された望ましいコンピューティングノードの数と
は異なっている第１の群のうちのコンピューティングノードの実際の数に基づき、第１の
群の一部であるコンピューティングノードを自動的に修正することは、指定された望まし
いコンピューティングノードの数に、第１の群のうちのコンピューティングノードの異な
る実際の数を戻すことを含む、第３８節に記載の方法。
【０１３２】
　第４１節。少なくとも１つの指定された容量修正トリガのうちの１つの１つ以上の基準
は、指示された性能特性タイプの判定された現行の値の閾値と、指示された性能特性タイ
プの判定された現行の値の経時的変化量と、および複数の性能特性タイプの判定された現
行の値の論理的な組み合わせと、の１つ以上に基づく、第３８節に記載の方法。
【０１３３】
　第４２節。複数のイベントは、その１つ以上の基準が１つ以上の指定された時間に基づ
く、トリガされた指定された容量修正トリガのうちの１つをさらに含み、方法は、１つ以
上の指定された時間に一致する現時刻に少なくとも部分的に基づいて、１つの指定された
容量修正トリガが満たされると自動的に判別することをさらに含む、第３３節に記載の方
法。
【０１３４】
　第４３節。複数のイベントは、その１つ以上の基準が履歴データから識別された１つ以
上のパターンに基づく、トリガされた指定された容量修正トリガののうちの１つをさらに
含み、方法は、１つ以上のパターンのうちの少なくとも１つに対応する１つ以上の性能特
性タイプについて、少なくとも部分的に判定された現行の値に基づいて、１つの指定され
た容量修正トリガが満たされることを自動的に判別することをさらに含む、第３３節に記
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載の方法。
【０１３５】
　第４４節。複数のイベントは、その１つ以上の基準が、第１の群のうちのコンピューテ
ィングノード上で実行される１つ以上のソフトウェアプログラムによって実行される仕事
量の１つ以上の指示に基づく、トリガされている指定された容量修正トリガのうちの１つ
をさらに含み、方法は、１つ以上のソフトウェアプログラムによって実行される実際の仕
事量に関連する取得された情報に少なくとも部分的に基づいて、１つの指定された容量修
正トリガが満たされることを自動的に判別することをさらに含む、第３３節に記載の方法
。
【０１３６】
　第４５節。第１の群について修正された望ましいプログラム実行容量を判別することは
、少なくとも１つの指定された容量修正トリガおよび少なくとも１つの容量修正命令の各
々によって指定される望ましいプログラム実行容量に対する指示された修正を総計するこ
とと、望ましいプログラム実行容量に対する総計された指示された修正に基づいて、判定
された修正された望ましいプログラム実行容量を指定することと、を含む、第３３節に記
載の方法。
【０１３７】
　第４６節。望ましいプログラム実行容量に対する指示された修正を総計することは、指
示された修正を累積することと、指示された修正のうちの少なくとも１つを、指示された
修正のうちの少なくとも１つの他の修正で相殺することと、１つ以上の選択基準に基づい
て指示された修正のうちの単一の１つを選択することと、指示された修正のうちの１つ以
上に関連付けられる１つ以上の優先を使用することと、のうちの少なくとも１つを含む、
第４５節に記載の方法。
【０１３８】
　第４７節。第１のユーザによって動的に指定され、かつ、複数のイベントに含まれる少
なくとも１つの容量修正命令は、第１のユーザによって指定された単一の容量修正命令を
含み、第１のユーザによって指定される容量修正命令は、満たされると判定される指定さ
れた容量修正トリガよりも優先され、第１の群の修正された望ましいプログラム実行容量
を判別することは、少なくとも１つの指定された容量修正トリガの指示された修正の代わ
りに使用される単一の容量修正命令によって指定される望ましいプログラム実行容量に対
する指示された修正の選択を含む、第３３節に記載の方法。
【０１３９】
　第４８節。その地理的位置にある第１の群のうちのコンピューティングノードのうちの
１つ以上に基づいて、第１の群のうちのコンピューティングノードのプログラム実行容量
の指示されたサブセットを含むことが各々望ましい、複数の個別の地理的な位置の第１の
ユーザによる指定を受信することをさらに含み、修正されたコンピューティングノードが
、複数の地理的な位置の各々において第１の群のうちのコンピューティングノードのプロ
グラム実行容量の指示されたサブセットを含むように修正されるように、受信した指定に
従って、第１の群の一部であるコンピューティングノードを自動的に修正することがさら
に実行される、第３３節に記載の方法。
【０１４０】
　第４９節。第１の群の一部であるコンピューティングノードを自動的に修正することは
、１つ以上の他のコンピューティングノードで、第１の群のうちのコンピューティングノ
ードのうちの１つ以上を置換することを含み、１つ以上の他のコンピューティングノード
は、各々、１つ以上の置換されたコンピューティングノードとは異なる量の利用可能なプ
ログラム実行容量を有する、第３３節に記載の方法。
【０１４１】
　第５０節。第１のユーザについて１つ以上のソフトウェアプログラムを各々実行するた
めに、１回目で第１の群のうちのコンピューティングノードを利用可能にすることは、第
１の群のうちのコンピューティングノードの各々を自動的に供給することを含み、かつ、
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第１の群のうちのコンピューティングノードの各々の上の１つ以上のソフトウェアプログ
ラムの各々の実行を自動的に開始することを含む、第３３節に記載の方法。
【０１４２】
　第５１節。プログラム実行サービスは、第１のユーザからリモートである料金ベースの
ネットワークでアクセス可能なサービスであり、プログラム実行サービスは、１つ以上の
ネットワークにおいてプログラム実行サービスとプログラム的に相互作用するための、リ
モートコンピューティングシステムの１つ以上のアプリケーションプログラミングインタ
ーフェースと、１つ以上のネットワークにおいてリモートユーザによって使用するための
グラフィカルユーザインターフェースとの少なくとも１つを提供し、第１のユーザは、自
動的に調和させることの一部として第１の群の一部であるコンピューティングノードを自
動的に修正するための１つ以上の料金を支払う、第３３節に記載の方法。
【０１４３】
　第５２節。プログラム実行サービスは、複数のコンピューティングノードが、複数の物
理的コンピューティングシステムの各々について、各々、少なくとも１つのプログラムを
実行することができる物理的コンピューティングシステムによってホストされる複数の仮
想マシンを含むように、仮想技法を使用し、第１の群のうちのコンピューティングノード
は、ホストされた仮想マシンであり、第１のユーザの１つ以上のプログラムは仮想マシン
イメージの一部である、第３３節に記載の方法。
【０１４４】
　第５３節。
　構成されたコンピューティングシステムの制御下において、第１のユーザの代わりに、
１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するための望ましいプログラム
実行容量を提供するために、１回目に第１のユーザに関連付けられる複数のコンピューテ
ィングノードの第１の群の指示を受信することと、
　１回目の後の後の２回目において、第１の群のうちのコンピューティングノードから第
１のユーザに利用可能な実際のプログラム実行容量を自動的に判別することであって、２
回目の実際のプログラム実行容量は、第１の群の複数のコンピューティングノードのうち
の１つ以上の利用可能性に対する１つ以上の変更に少なくとも部分的に基づき、１回目に
第１のユーザに提供された望ましいプログラム実行容量とは別である、判別することと、
　各々、１回目の後で生じ、かつ、望ましいプログラム実行容量の指示された修正を各々
指定する、複数の独立したイベントに基づいて、２回目に第１のユーザに提供される修正
された望ましいプログラム実行容量を自動的に判別することであって、２回目の修正され
た望ましいプログラム実行容量は、複数の独立したイベントの指定された指示された修正
の総計に基づき、かつ、１回目で提供される指示された望ましいプログラム実行容量とは
別である、判別することと、
　２回目に修正された望ましいプログラム実行容量を、２回目に判定された実際のプログ
ラム実行容量と調和させるように、２回目に第１の群の一部であるコンピューティングノ
ードを自動的に修正することであって、修正されたコンピューティングノードは、第１の
ユーザに対する修正された望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するための
ものである、修正することと、を含む方法を実行することにより、そのコンテンツが、ユ
ーザのプログラム実行容量を動的に修正するようにコンピューティングシステムを構成す
る、コンピュータ可読媒体。
【０１４５】
　第５４節。構成されたコンピューティングシステムは、プログラム実行サービスのユー
ザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを提供する
プログラム実行サービスの一部であり、第１の群の複数のコンピューティングノードは、
複数のコンピューティングノードのサブセットであり、かつ、１回目の前に第１のユーザ
から受信される望ましいプログラム実行容量のリクエストに応答するプログラム実行サー
ビスによって、１回目に第１のユーザに自動的に関連付けられ、第１のユーザは、望まし
いプログラム実行容量に対する自動化された修正を後で開始するために使用するための１
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つ以上の容量修正トリガをさらに含み、判定された修正された望ましいプログラム実行容
量が基づく複数の独立したイベントは、満たされると判定される容量修正トリガの少なく
とも１つを含み、かつ、第１のユーザによって動的に指定される少なくとも１つの容量修
正命令を含む、第５３節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１４６】
　第５５節。１つ以上のソフトウェアプログラムは、第１の群の一部ではない少なくとも
１つのコンピューティングシステム上で実行されている少なくとも１つの他のソフトウェ
アプログラムを支援するために、第１の群の複数のコンピューティングノード上で実行さ
れ、満たされると判定される少なくとも１つの容量修正トリガのうちの１つ以上は、各々
、少なくとも１つの他のソフトウェアプログラムの実行について取得された状態情報に基
づく１つ以上の基準を有する、第５４節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１４７】
　第５６節。第１のユーザへ１回目に提供される指示された望ましいプログラム実行容量
は、１回目に第１のユーザに利用可能な初期の公的プログラム実行容量として、プログラ
ム実行サービスによって記録され、方法は、１つ以上の利用可能性の変更を反映するよう
に、第１の群の１つ以上のコンピューティングノードに対する１つ以上の利用可能性の変
更を識別し、かつ、第１のユーザに利用可能なプログラム実行サービスの記録された公的
プログラム実行容量を更新するために、１回目から２回目への期間において、第１の群の
うちのコンピューティングノードを監視することをさらに含み、第１のユーザに利用可能
なプログラム実行サービスの記録された公的プログラム実行容量は、２回目に修正された
望ましいプログラム実行容量の自動的に判別に基づいて更新されず、２回目に第１の群の
一部であるコンピューティングノードを修正することは、２回目に記録された公的プログ
ラム実行容量を、２回目に修正された望ましいプログラム実行容量に調和させるようにさ
らに実行され、記録された公的プログラム実行容量を調和させることは、第１のユーザに
利用可能なプログラム実行サービスの追加の更新された記録された公的プログラム実行容
量として２回目に修正された望ましいプログラム実行容量を識別することを含む、第５４
節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１４８】
　第５７節。コンピュータ可読媒体は、コンテンツを記憶するコンピューティングシステ
ムのメモリと、コンテンツを含有する生成された記憶されたデータ信号を含むデータ伝送
媒体との少なくとも１つであり、コンテンツは、実行されるとコンピューティングシステ
ムに方法を実行させる命令である、第５３節に記載のコンピュータ可読媒体。
【０１４９】
　第５８節。ユーザのためにプログラム実行容量を動的に修正するように構成されたコン
ピューティングシステムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
　複数のユーザの各々について、
　ユーザの代わりに１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するための
望ましいプログラム実行容量を判別することと、後で、ユーザについて望ましいプログラ
ム実行容量に対して自動化された修正を開始するために使用するための１つ以上の容量修
正トリガを判別することと、
　判定された望ましいプログラム実行容量をユーザへ提供するために使用するための、複
数の利用可能なコンピューティングノードの群を１回目にユーザへ自動的に関連付けるこ
とと、
　１回目の後の後の２回目で、群のうちのコンピューティングノードからユーザへ利用可
能な実際のプログラム実行容量を１回目の後に自動的に判別することであって、２回目の
実際のプログラム実行容量は、１回目にユーザに提供された望ましいプログラム実行容量
とは別である、判別することと、
　各々、１回目の後に生じ、かつ、各々、望ましいプログラム実行容量の関連付けられた
修正を有する複数の独立したイベントに基づいて、２回目にユーザに提供される修正され
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た望ましいプログラム実行容量を自動的に判別することであって、複数の独立したイベン
トは、満たされると判定される容量修正トリガのうちの少なくとも１つを含み、かつ、ユ
ーザによって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令を含み、２回目に修正され
た望ましいプログラム実行容量は、複数の独立したイベントの関連付けられた修正の総計
に基づく、判別することと、
　２回目に修正された望ましいプログラム実行容量を、２回目に判定された実際のプログ
ラム実行容量に調和させるように、２回目に群の一部であるコンピューティングノードを
自動的に修正することであって、修正されたコンピューティングノードは、ユーザに修正
された望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するためのものである、修正す
ることと、によって、
１つ以上のプロセッサのうちの少なくとも１つによって実行されると、ネットワークでア
クセス可能なサービスの複数のユーザについて、プログラム実行容量を管理するように構
成されるシステムマネジャーモジュールと、を備える、コンピューティングシステム。
【０１５０】
　第５９節。複数のユーザのうちの１人のための判定された望ましいプログラム実行容量
は、１人のユーザによって指示され、かつ、１回目で１人のユーザに利用可能であるとし
て記録される初期の公的プログラム実行容量として識別され、２回目に１人のユーザに利
用可能である実際のプログラム実行容量を自動的に判別することは、１つ以上の変更を識
別するように、１回目から２回目への期間において、１人のユーザの群のうちのコンピュ
ーティングノードを監視することに少なくとも部分的に基づき、コンピューティングノー
ドを監視することは、１つ以上の変更を反映するように、１人のユーザに利用可能な記録
された公的プログラム実行容量を更新することを含み、１人のユーザに利用可能な記録さ
れた公的プログラム実行容量は、２回目に修正された望ましいプログラム実行容量を自動
的に判別することに基づいて更新されず、２回目に群の一部であるコンピューティングノ
ードを修正することは、２回目に記録された公的プログラム実行容量を、２回目に修正さ
れた望ましいプログラム実行容量に調和させるようにさらに実行され、記録された公的プ
ログラム実行容量を調和させることは、１人のユーザに利用可能なさらに更新された記録
された公的プログラム実行容量として、２回目に修正された望ましいプログラム実行容量
を識別することを含む、第５８節に記載のコンピューティングシステム。
【０１５１】
　第６０節。１人のユーザのために判定された容量修正トリガは１人のユーザによって指
定され、ネットワークでアクセス可能なサービスは、プログラム実行サービスのリモート
ユーザのプログラムを実行するように構成可能な複数のコンピューティングノードを提供
するプログラム実行サービスであり、複数のユーザの少なくとも１人の各々について、群
の複数のコンピューティングノードは、複数のコンピューティングノードのサブセットで
ある、第５９節に記載のコンピューティングシステム。
【０１５２】
　第６１節。システムマネジャーモジュールは、コンピューティングシステムによる実行
のためのソフトウェア命令を含む、第５８節に記載のコンピューティングシステム。
【０１５３】
　第６２節。複数のユーザの各々について、
　ユーザの代わりに１つ以上のソフトウェアプログラムを実行するために使用するための
望ましいプログラム実行容量を判別することと、ユーザのための望ましいプログラム実行
容量に対する自動化された修正を後で開始するために、１つ以上の容量修正トリガを判別
することと、
　ユーザに判定された望ましいプログラム実行容量を提供するために使用するための、複
数の利用可能なコンピューティングノードの群を１回目にユーザに自動的に関連付けるこ
とと、
　１回目の後の後の２回目で、群のうちのコンピューティングノードからユーザに利用可
能な実際のプログラム実行容量を１回目の後で自動的に判別することであって、２回目の
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実際のプログラム実行容量は、１回目にユーザに提供された望ましいプログラム実行容量
とは別である、判別することと、
　各々、１回目の後に生じ、かつ、各々、望ましいプログラム実行容量の関連付けられた
修正を有する、複数の独立したイベントに基づいて、２回目にユーザに提供される修正さ
れた望ましいプログラム実行容量を自動的に判別することであって、複数の独立したイベ
ントは、満たされると判定される容量修正トリガの少なくとも１つを含み、かつ、ユーザ
によって動的に指定される少なくとも１つの容量修正命令を含み、２回目に修正された望
ましいプログラム実行容量は、複数の独立したイベントの関連付けられた修正の総計に基
づく、判別することと、
　２回目に修正された望ましいプログラム実行容量を、２回目に判定された実際のプログ
ラム実行容量に調和させるように、２回目に群の一部であるコンピューティングノードを
自動的に修正することであって、修正されたコンピューティングノードは、修正された望
ましいプログラム実行容量をユーザへ提供するために使用するためのものである、修正す
ることと、により、システムマネジャーモジュールは、ネットワークでアクセス可能なサ
ービスの複数のユーザについて、プログラム実行容量を管理するための手段で構成される
、第５８節に記載のコンピューティングシステム。
【０１５４】
　上記から、例証のために本明細書に特定の実施形態が記載されているが、本発明の精神
および範囲から逸脱せずに多様な修正を行うことができることが理解されよう。従って、
本発明は、添付の請求項およびそこで列挙されている要素により限定される場合を除いて
制限されない。さらに、本発明の特定の態様は、特定の請求の形態で以下に表されている
が、発明者は、任意の利用可能な請求の形態の、本発明の多様な態様を検討する。例えば
、本発明のいくつかのみの態様が、コンピュータ可読媒体において具現化されるものとし
て現在、列挙されてもよく、他の態様も、同様に、そのように具現化されてもよい。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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